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分野名「08.アルゴリズム」

問番 内容 解説

問080001 ●索引を使用した文字列処理の問題 解答・解説

●索引、線形探索を利用して、英単語を検索し、英単語の所在ペー

ジと行番を出力するプログラムである。

問080002 ●２分探索法を使用した文字列処理の問題 解答・解説

●２分探索法を利用して英単語を検索し、訳語の更新、新しい英単

語の挿入を行うプログラムである。

問080003 ●挿入ソートを使用した整列処理と売上高のグループ集計の問題 解答・解説

●１次元配列にデータを格納し、基本挿入法を利用して整列し、商

品コード別に売上高をグループ集計するプログラムである。

問080004 ●クィックソートを使用した整列処理の問題 解答・解説

●ピボットの決定、要素の交換処理、再帰呼出処理のプログラムを

完成し、具体例の処理を実行する問題である。

問080005 ●併合処理を利用して、データを昇順に整列する問題 解答・解説

●併合を利用してＡ、Ｂファイルを昇順に整列するプログラムを完

成し、具体例を利用して処理を実行する問題である。

問080006 ●配列を利用した集計処理および整列に関する問題 解答・解説

●個人毎の成績合計を求め、合計点の降順に基本選択法を利用して

整列処理するプログラムを完成させる問題である。

問080007 ●複数ファイルの併合処理の問題 解答・解説

●二つのファイルのレコードを商品コードの昇順に併合するプログ

ラムを具体例で実行する問題である。

問080008 ●整数値を文字列に変換する問題 解答・解説

●書式に従って、変数に格納された整数値を文字型の１０進数に変

換するプログラムを完成させる問題である。

問080009 ●同じ配列を使用して要素を複写する問題 解答・解説

●配列内の特定の箇所の要素を、同じ配列内の別の指定した箇所の

要素に複写するプログラムを実行し、完成させる問題である。
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分野名「08.アルゴリズム」

問番 内容 解説

問080010 ●文字列を置換処理する問題 解答・解説

●テキスト文字列とパターン文字列を照合し、一致した部分を置換

文字列で置き換えるプログラムを完成させる問題である。

問080011 ●文字列を編集処理する問題 解答・解説

●印刷出力する１行分の文を２次元配列を利用して編集し、段組に

対応して印刷出力するプログラムを完成させる問題である。

問080012 ●逆ポーランド表記法の数式を、スタックを用いて計算する問題 解答・解説

●配列の中に格納されている逆ポーランド表記法の記号を、スタッ

クを利用して四則演算するプログラムを完成させる問題である。

問080013 ●目的地までの最短経路を求める問題 解答・解説

●有向グラフの経路図と配列を利用して、出発点から目的地までの

最短経路を求め、出力するプログラムを完成させる問題である。

問080014 ●基数変換に関する問題 解答・解説

●Ｍ進数字列をＮ進数で割って、商と余りを求める操作を繰り返し

てＮ進数字列に基数変換するプログラムを完成させる問題である。

問080015 ●ヒープソートを利用して昇順に整列する問題 解答・解説

●既存のヒープ木の並べ替え、整列の手順と、新しいヒープ木を作

成するプログラムを完成し、具体的に実行する問題である。

問080016 ●スタックを用いて、中置表記法を後置表記法に変換する問題 解答・解説

●配列の文字要素とスタックの先頭の文字要素の優先度を比較して

処理するプログラムを完成し、具体例を実行する問題である。

問080017 ●ディスクにファイル領域を確保するプログラムの問題 解答・解説

●ファイル管理テーブル、ファイル割当テーブルを使用して、ディ

スク上のクラスタを管理するプログラムを完成させる問題である。

問080018 ●タブ文字を展開する問題 解答・解説

●タブ文字に合わせて、次のタフ位置を決定し、それまでの配列の

要素に空白を格納するプログラムを完成させる問題である。
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分野名「08.アルゴリズム」

問番 内容 解説

問080019 ●配列を利用した挿入ソートの問題 解答・解説

●１次元配列Ａ[]を使用した挿入ソートのプログラムを完成し、与

えられた具体例で挿入ソートを実行する問題である。

問080020 ●スタックを使用して実数値を文字列に変換する問題 解答・解説

●スタックを使って、実数値を１０進数文字列に変換するプログラ

ムを完成し、具体例でプログラムを実行する。

問080021 ●テキスト文字列とパターン文字列を照合する問題 解答・解説

●テキストの部分文字列とパターン文字列を照合し、一致する部分

文字列の出現回数を数える問題である。

問080022 ●リストの探索、削除・挿入操作に関する問題 解答・解説

●リスト構造内のデータを探索し、探索した文字列を削除し、リス

トの先頭位置に挿入する操作に関する問題である。

問080023 ●文字列を改行改頁制御して編集する問題 解答・解説

●配列に格納された文字列を行単位に編集し、改行処理、改頁処理

して編集した文字列を印刷出力するプログラムの問題である。

問080024 ●表示領域の画素を指定した色に塗り替える問題 解答・解説

●一定の大きさの表示領域中の指定した１つの画素を含む同じ色の

領域を、指定した別の色に塗り替えるプログラムである。

問080025 ●ニュートン法を使用してｎ次方程式の近似解を求める問題 解答・解説

●ニュートン法を使用して、３次方程式、ｎ次方程式の近似解を求

め、更に、修正を繰り返すことによって近似解を求める問題である。

問080026 ●併合処理を利用して整数を昇順に整列する問題 解答・解説

●配列に格納された整数を再帰的に分割操作を繰り返し、１個の要

素になると併合処理を利用して昇順に整列する問題である。

問080027 ●負数を２の補数で表す２進数の整数Ｍ、Ｎの乗算の問題 解答・解説

●符号付き２進数の整数を加減算とシフト演算を使用して、効率的

に乗算結果を求めるプログラムの問題である。
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分野名「08.アルゴリズム」

問番 内容 解説

問080028 ●Ｎ個の中からＫ個の組合せを求めるプログラムの問題 解答・解説

●配列を利用してＮ個の中からＫ個の組合せを求め、組合せのすべ

てのパターンを表示するプログラムの問題である。

問080029 ●指定した位置にあるビットの値を検査する問題 解答・解説

●ビットの値を検査する関数とビット中の１の個数をカウントする

関数を用いて、論理の完成、処理効率を比較する問題である。

問080030 ●鉄道の駅間の最短距離を求める問題 解答・解説

●隣接する２駅間の距離を与え、複数ある経路のどの任意の駅間に

ついて最短距離を計算するプログラムの問題である。

問080031 ●食料品店の選択型特売に関係する処理法の問題 解答・解説

●商品情報である購買情報や特売情報を利用して、特売情報に合致

する購入品の値引金額を計算するプログラムに関する問題である。

問080032 ●文字列を圧縮するプログラムの問題 解答・解説

●制御記号、距離、文字数の圧縮列を使用するプログラムの圧縮処

理の論理と与えられた圧縮列の復元処理に関する問題である。

問080033 ●領域に連続して並べられたセルの割当と解放に関する問題 解答・解説

●空きリストから割当済みを取除き、空き部分をリストに戻す２つ

の関数を使用したリスト更新処理のプログラムの問題である。

問080034 ●クィックソートを利用した選択アルゴリズムの問題 解答・解説

●クィックソートの処理プロセスの途中状態やプログラムの特定処

理が繰替される実行回数を検討する問題である。

問080035 ●ボイヤムーア法を用いた文字列検索に関する問題 解答・解説

●ボイヤムーアのプログラムの論理と対象文字列、検索文字列を与

えてプログラムを実行した場合の処理現象に関する問題である。

問080036 ● 解答・解説

●
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問080001解説
◆解答


設問１ ａ オ ｂ キ


設問２ ｃ イ ｄ キ


設問３ ｅ ウ ｆ カ


◆解説


文字列処理に関する問題である。


二次インデックスは英単語が記載されているページと行を英単語の昇順に格納したものであ


り、一次インデックスはその英単語の列をある間隔で抜粋し、二次インデックスへのポインタ


と共に格納したものである。共にデータは配列の形式で格納されている。配列の要素は０から


始まる。このインデックスを使用して、英和辞書を検索する処理である。


プログラムの構成


① 検索語または検索語の属する範囲の識別


② 検索語のページと行の取得


検索処理の手順


① 添字１に初期値１を設定し、一次インデックスの要素数以内の範囲で以下の処理を繰り


返す。


② 一次インデックスの添字１のキーと検索語を比較する。


検索語と一致すれば、一致フラグ＝１として、二次インデックスの操作に移る。


検索語＜一次[添字１].キーならば、一致フラグ＝２として、二次インデックスの操作


に移る。


検索語＞一次[添字１].キーならば、添字１＝添字１＋１として、一次インデックスの


操作を繰り返す。


添字１が一次要素数に一致すると検索処理を完了し、一致フラグ＝０ならば、検索語が


見つからなかった処理をする。


③ 二次インデックスの操作で一致フラグ＝１ならば、返却値[０]にページ、返却値[１]に


行を入力して戻る。


④ 二次インデックスの操作で一致フラグ＝２ならば、一致フラグを０で初期化して、添字


２＝一次[添字１－１].ポインタ＋１とし、添字２＜一次[添字１].ポインタおよび一致フ


ラグ＝０の間、添字２＝添字２＋１を行いながら、検索語との比較を繰り返す。


⑤ 添字２＝一次[添字１].ポインタになると、見つからなかった処理をして戻る。


⑥ 検索語＝二次[添字２].キーとなると、一致フラグ＝１となり、返却値[０]にページ、


返却値[１]に行を入力して戻る。
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一次インデックス作成処理の手順


① 一次インデックスの変位量は、二次要素数÷(一次要素数－１)で求める。


② 一次[０].キーには空白、一次[０].ポインタには－１を代入する。


③ 添字２＝変位－１、添字１＝１で初期化する。


④ 一次インデックスの処理を添字１＜一次要素数－１の間、次のことを繰り返す。


一次[添字１].キー＝二次[添字２].キー、一次[添字１].ポインタ＝添字２


添字２＝添字２＋変位、添字１＝添字１＋１


⑤ 添字１＝一次要素数－１になると、二次インデックスの残りの部分を１つのブロックに


するために次の処理を行う。


一次[添字１].キー＝二次[二次要素数－１].キー


一次[添字１].ポインタ＝二次要素数－１


添字２←一次[添字１－１].ポインタ＋１


添字２←添字２＋１


検
索
語
の
属
す
る
範
囲
の
決
定


一
致
フ
ラ
グ
が
２
の
場
合
の
検
索


添字１が一次の要素数を超えるか、


一致フラグ≠０でループから脱出


検索語と一次インデックス


のキーが一致した場合


検索語の属する範囲が


決まった場合


範囲が決まらない場合


に次の範囲を探す


一致フラグ＝１の場合


のページと行の決定


範囲内を検索し、検索語を


探索し一致を確認する


検索語に一致しない場合の次のレコード


検索語のページと行を決定
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設問１


、一次インデックスの一つ前の添字のポインタが示すレコードの次のレコードが検ａは


索の最初の対象レコードとなるため、添字２の初期値は一次[添字１－１].ポインタ＋１と


なり、求める答えはオとなる。


、検索語と二次[添字２].キーが不一致の場合であり、次のキーに移動するためのイｂは


ンクリメントになる。添字２←添字２＋１で、求める答えはキとなる。


設問２


decided の場合、添字１＝５で一致して、βの処理は実行されないから、一次インデック


、 。 。スの検索回数５のみとなり α＋βの処理回数は５回となる の求める答えはイとなるｃ


decibel の場合、一次インデックスでαが５回実行される。


二次インデックスでβが９９７－７９９＝１９８(回)実行される。従って、α＋βの処理回


数は１９８＋５＝２０３(回)となり、 の求める答えはキとなる。ｄ


設問３


、添字１の初期値は０であり、最後の添字のレコードは二次インデックスの最後をｅは


示しているため、一次インデックスのポインタ部への書込み範囲は添字１＜一次要素数－１


となる。求める答えはウとなる。


、一次インデックスの最後のポインタ部は、二次インデックスの最後のレコードのｆは


情報となるため、一次インデックスの一次[添字１].ポインタ＝二次要素数－１で、求める


答えはカとなる。


一次インデックス


添字１＝０


添字１＝１


添字１＝Ｚ


二次インデックス


添字１＝２


●二次インデックスの区間数


は一次インデックスの要素


数よりも１つ少ない。


添字２＝０


添字２＝ＺＺ


添字２＝一次[１].ポインタ


添字２＝一次[２].ポインタ


添字２＝一次[Ｚ－１].ポインタ


添字１＝Ｚ－１


この区間は端数になる。
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問080002解説
◆解答


設問１ ア


設問２ ａ オ ｂ キ ｃ ウ


◆解説


文字列処理に関する問題である。


昇順に整列している英単語の訳語を修正したり、新しい単語を挿入するためのアルゴリズム


であり、単語の探索や挿入位置の検索に２分探索法を利用している。


このプログラムを読む場合のポイントは、探索終了条件の認識、新しい単語の挿入位置の決


定、および挿入のための既存単語の後方へのずらしなどに注意する。


２分探索法


整列済み配列を２分割して、探索データがどちらの系列に属するかを調べ、再び、２分割し


て属する範囲を調べる。この操作を繰り返してデータを探索する方法である。


探索の対象となる配列が、あらかじめ昇順(降順)に並んでいるときに用いる。


２分探索の手順


① 対象の配列を昇順(降順)に並べる。


② 探索する範囲、探索下限Ａ、探索上限Ｂを設定する 。。


③ 比較対象の中央の要素の添字Ｋ＝[(Ａ＋Ｂ)／２]を決める。


④ Ｋの要素の値と探索する値が一致すると探索成功。探索を終了する


⑤ Ｋの要素の値＞探索する値のときは、探索上限Ｂ＝Ｋ－１を求め、Ｋの要素の値＜探索


する値のときは、探索下限Ａ＝Ｋ＋１を求め、Ａ～Ｂを新しい探索範囲とする。


⑥ 探索下限Ａと探索上限Ｂの値が、Ａ≦Ｂの間、③～⑤を繰り返す。


⑦ 探索下限Ａと探索上限Ｂの値が、Ａ＞Ｂとなると探索不成功。対象の配列の中に探索す


る値が存在しないので探索を終了する。


本体処理部分の構成


① 単語の２分探索処理


探索範囲の設定、探索語と比較する配列の要素の決定、探索語と配列の比較要素との比


較結果の処理


② 単語の処理


訳語の変更、既存単語の後方への移動、新単語の追加


③ 単語の読み込み


処理手順


① ファイルＡのデータを配列eitan,yakuに読み込み、配列の大きさｎを設定する。


② 英単語Ｅと訳語Ｊを入力する。
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③ 探索範囲Ｌ、Ｈから、比較対象の配列の添字ｋを決定する。


④ 比較対象の添字ｋの配列の内容と英単語の比較を、Ｌ＞ＨまたはＥ＝eitan[ｋ]なるま


で繰り返す。


Ｅ＜eita[ｋ]ならば、Ｈ＝ｋ－１で探索範囲の上限を修正する。


Ｅ＞eita[ｋ]ならば、Ｌ＝ｋ＋１で探索範囲の下限を修正する。


⑤ 新しい探索範囲における比較対象の添字ｋを求める。


⑥ Ｅ＝eitan[ｋ]ならば、Ｊでyaku[ｋ]の内容を更新する。


⑦ Ｅ≠eitan[ｋ]ならば、新しい単語を挿入するための処理を行う。


eitan[ｉ]、yaku[ｉ]のｉをｎで初期化する。


ｉ＜Ｌになるまで、その間のeitan[ｉ]、yaku[ｉ]の内容を一つずつ後方にずらせる。


⑧ 新しい英単語Ｅと訳語Ｊをeitan[Ｌ]、yaku[Ｌ]に挿入する。


⑨ 新しい英単語と訳語を入力する。


⑩ 英単語が空白になると、配列eitan[]、yaku[]の内容をファイルＡに出力する。


設問１


英単語を昇順に整列し、２分探索法を利用して、英単語を探索したり、単語の挿入位置を


求めていく考え方である。従って、英単語が昇順に整列していなければ２分探索法を使用す


ることができない。解答群のア～エのうち、昇順に整列しているのはアである。求める答え


はアとなる。


設問２


入力データ②のcomputerは１回目はkitchen と比較されて、それより前にあるため、次は


cat と比較され、それよりも後にあるため、次にはheadと比較される。そこでＨ＝２、Ｌ＝


３となり比較不能となり、cat の後、headの前に挿入されることになる。


従って、head以降の単語を一つずつ後方にずらし、Ｌ＝３の位置に新しい単語を挿入する


ことになる。 の求める答えはオとなる。ａ


挿入位置は２番目と３番目の間であり、 の求める答えはウとなる。ｃ


、 。入力データ③のzoo は１回目はkitchen と比較されて それより後方にあることが分かる


次にprogram と比較されて、それより後方にあることが分かる。次にwaterと比較されて、


後方にあることが分かり、Ｌ＝８、Ｈ＝７となり、比較不能となる。この場合の挿入位置は


８番目の位置となり、最後に追加すればよいことになる。従って、 の求める答えはキとｂ


なる。


配列ＴＢＬ(Ｉ) Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ


添字 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７


文字Ｐを挿入


Ａ Ｂ Ｐ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ


後方から移動
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問080003解説
◆解答


設問 ａ カ ｂ コ ｃ サ ｄ キ ｅ ア


◆解説


基本挿入法を利用した整列処理と商品コード別売上高の集計に関する問題である。


プログラムの構成


① 売上ファイルから１レコードずつ読み込んで１次元の配列に格納する部分


② 配列に格納したレコードを商品コードの昇順に整列する部分


③ 商品コード別に売上高をグループ集計する部分


売上ファイルから読み込まれるレコードは、営業所別商品コード別に昇順に整列されたレコ


ードであり、これを１次元配列に格納する。


２次元配列を１次元配列に変換


営業所番号の添字をＪ、商品番号の添字をＩとし、１次元配列の添字をＫとすると、Ｋは次


の式で求めることができる。


Ｋ＝(Ｊ－１)×２０＋Ｉ


Ｋを利用して、読み込んだレコード順に商品コード→ＳＴＬ(Ｋ)、売上高→ＵＴＬ(Ｋ)で、


２つの１次元配列に格納する。


基本挿入法を用いた整列


１次元の配列に格納したレコードを挿入ソートの考え方を使用して、商品コードの昇順に整


列する。１次元配列の要素の数は１０×２０＝２００で、これを要素数Ｎ←２００に格納し、


ＪがＮ以下である間、整列済みのデータ列に対して、新しいデータの位置決めを行う操作を実


行する。新しいデータは商品コードの大きい方から比較して、添字Ｊ－１→Ｊを繰り返しなが


ら、ＳＴＬ(Ｊ)≦ＳＴＬ(Ｊ＋１)となるか、又はＪ≦０になるまで、即ち、ＳＴＬ(Ｊ)＞ＳＴ


Ｌ(Ｊ＋１)かつＪ＞０の間、比較交換の処理を繰り返し、位置決めする。


は、商品コード別にグループ集計するため、ＳＴＬ(Ｉ)とＳＴＬ(Ｉ＋１)が売上高の集計


一致している間、集計し、商品コードが異なると、集計結果を出力して、新しい商品コードの


グループ集計処理を始める。


設問


、挿入ソートのＩは整列済みの要素数であり、比較交換される整列済みの要素の番ａは


号はＩ＝Ｎ－１であり、Ｉ＝Ｎで全要素が整列を完了し、繰り返しから脱出する。従って、


繰り返しの条件はＩ＜Ｎとなる。求める答えはクとなる。
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、整列済みのデータに対して、新しいデータの挿入する位置決めを行う操作で、比ｂは


較交換が実行されると次の比較対象になるのは１つ前の要素であるからＪ－１→Ｊとなり、


求める答えはコとなる。


、整列済みのデータの個数であるから、Ｉ＋１→Ｉで求めることができる。求めるｃは


答えはサとなる。


、グループ集計のコントロールブレークの条件で、ＳＴＬ(Ｉ)≠ＳＴＬ(Ｉ＋１)とｄは


なるが、集計の繰り返しの条件となるから、ＳＴＬ(Ｉ)＝ＳＴＬ(Ｉ＋１)となり、求める答


えはキとなる。


、比較対象になった新しい商品コードを求める操作であり、Ｉ＋１→Ｉで対象の配ｅは


列要素として取り扱えるようになる。その結果、ＳＵＭ＋ＵＴＬ(Ｉ)→ＳＵＭの演算が可能


になる。求める答えはアとなる。
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問080004解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ ア ｃ エ ｄ カ


設問２ ｅ ウ ｆ ア ｇ ウ


◆解説


クィックソートのアルゴリズムの問題である。


クィックソートの考え方


① 開始位置ｓの要素(左端の要素)を仮のピボットにする。


② 左から走査する添字をＩ、右から走査する添字をＪとする。


③ 左からの走査でＩ＋１→Ｉを繰返し、ＴＢＬ(Ｉ)＞PIVOT になると停止する。


④ 右からの走査でＪ－１→Ｊを繰返し、ＴＢＬ(Ｊ)＜PIVOT になると停止する。


⑤ ＴＢＬ(Ｉ)とＴＢＬ(Ｊ)の値を交換する


⑥ Ｉ≧Ｊになるまで、③～⑤を繰り返す。


⑦ Ｉ≧Ｊになると、ＴＢＬ(ｓ)とＴＢＬ(Ｊ)を交換する。


⑧ 分割された２つの範囲について、再帰の考え方を使用して①～⑦を繰り返す。


プログラムの構成


① ピボットとなる要素を決める副プログラム


② ２つの要素を決めて、交換する副プログラム


③ 再帰呼出を実行し、整列する副プログラム


ピボットを決める副プログラムの処理


① 要素番号の小さい要素を仮のピボットに設定する。


② 比較対象の最初の要素をピボットの右隣(Ｋ＝Ｍｉｎ＋１)とし、次の③～⑤の比較をｋ


仮のピボット設定


最初の比較対象を設定


最大要素数の範囲内で、ピボッ


ト値と異なる値が見つかるまで
ピボット値に等しいと


次の要素に移動する


仮のピボット値よりも


大きい最初の値を新し


いピボット値にする


仮のピボット値が小さ


い場合、ｋを返えす


仮のピボット値が大きい


場合、Minを返えす
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の値がＭａｘより小さくかつFOUND = FALSE の間、繰り返す。


③ ピボットの値とＡ[Ｋ]の値が等しい場合は、Ｋ＋１→Ｋの処理を繰り返す。


④ Ａ[Ｋ]＞PIVOT になると、FOUNDにTRUE を格納し、ピボットの要素番号の値Ｋを返却値


として戻す。


⑤ Ａ[Ｋ]≦PIVOT になると、FOUNDにTRUE を格納し、ピボットの要素番号の値Ｍｉｎを返


却値として戻す。


⑥ Ｋ＞Ｍａｘになると、ピボットを決める副プログラムの戻り値が－１となり、再帰呼出


が終了処理となる。


交換する副プログラムの手順


、 、 、 。① 小さい要素番号をＬ 大きい要素番号をＲとし ＬにＭｉｎ値 ＲにＭａｘ値を与える


② Ｌ＞Ｒになるまで、次の操作を繰り返す。


③ Ａ[Ｌ]≧PIVOT となるＬの値を求める。


④ Ａ[Ｒ]＜PIVOT となるＲの値を求める。


⑤ Ａ[Ｌ]とＡ[Ｒ]を交換する。


⑥ Ｌ＞Ｒとなると、Ｌを返却値として戻す。


再帰呼出を実行する副プログラムの処理


① ピボットを決める副プログラムの呼出し、戻り値として、ピボットになる要素番号Ｊを


受け取る。


② 戻り値が－１になるまで、次の処理を繰り返す。


③ 戻り値からピボットの要素番号を決め、並べ替えの副プログラムを呼び出し、処理後の


戻り値Ｋを求める。


④ 戻り値Ｋから、Ｋ－１→Ｌを求め、ＭｉｎからＬの範囲を新しい範囲として再帰呼出を


実行する副プログラムを呼び出す。


⑤ 戻り値Ｋから、Ｍａｘの範囲を新しい範囲として再帰呼出を実行する副プログラムを呼


び出す。


⑥ Ｍｉｎ≧Ｍａｘになると、ピボットを決める副プログラムの戻り値が－１となり、再帰


Minを左端の要素にする


Maxを右端の要素にする


Ａ[L]の値がピボットより小さい


間、Ｌをインクリメントする


Ａ[R]の値がピボット以上の間、


Ｒをディクリメントする


Ｌ＞Ｒになるまで、処


理を繰り返す


Ａ[L]≧Pivotになると


左からの走査を止める


Ａ[R]＜Pivotになると


右からの走査を止める


Ａ[L]とＡ[R]を交換する


Ｌの値を戻す
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呼出が終了する。


再帰呼出からの脱出は、配列Ａ[]の要素が１となると、Ｍｉｎ＝Ｍａｘ＝０、ｋ＝Ｍｉｎ


＋１＝１となり、FindPivotが実行されずに、戻り値が－１となるため、QuickSort関数は再


帰呼出を実行しないで終了する。


クィックソートの実行結果


以下同様にして、[４、３]、[６、９、８、５、７]のグループを再帰呼出を利用して、それ


ぞれのグループの要素数が１になるまで、クィックソートの操作を実行すると、１０個のすべ


ての数値を整列させることができる。


Ａ[J]の値をPivot値とする


戻り値ＫからＬの


値を求める


ＫからMaxの範囲を設定


し、ソート関数を呼び出す


MinからＬの範囲を設定


し、ソート関数を呼び出す


再帰呼出


並び替え関数の呼出


３ ５ ８ ４ ０ ６ ９ １ ２ ７


０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９添字


Pivot＝５


７ ５ ８ ４ ０ ６ ９ １ ２ ３


Ｌ Ｒ


３ ５ ８ ４ ０ ６ ９ １ ２ ７


Ｌ Ｒ


３ ２ ８ ４ ０ ６ ９ １ ５ ７


Ｌ Ｒ


３ ２ １ ４ ０ ６ ９ ８ ５ ７


ＬＲ


３ ２ １ ４ ０ ６ ９ ８ ５ ７


３ ２ １ ４ ０
６ ９ ８ ５ ７


３ ２ １ ４ ０


０ １ ２ ３ ４


Pivot＝３


０ ２ １ ４ ３


ＬＲ


０ ２ １


４ ３


０ １ ２


０ ２ １Pivot＝２


１ ２ ０


Ｌ Ｒ


１ ０ ２


Ｒ Ｌ


１ ０
２


０ １


１ ０Pivot＝１


０ １


ＬＲ


０
１
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設問１


、再帰呼出の範囲の上限を示すため、Ｌとなり、求める答えはイとなる。ａは


、再帰呼出の範囲の下限を示すため、Ｋとなり、求める答えはアとなる。ｂは


、ピボットを決める副プログラムの戻り値で、ピボットとなる要素番号はＫであるｃは


から、Ｒｅｔ←Ｋとなり、求める答えはエとなる。


、要素の値がピボットより小さい場合であるから、ピボットを決める副プログラムｄは


の戻り値はＲｅｔ←Ｍｉｎとなり、求める答えはカとなる。


設問２


クィックソートの操作を具体例で実行する問題で、QuickSort 関数を３回呼び出したとき


の引数を問う問題である。引数としては、配列Ａの内容、整列の対象範囲の最小値と最大値


になる。


最初に呼び出される範囲は０～９であり、配列Ａの並びは次のようになる。


３ ５ ８ ４ ０ ６ ９ １ ２ ７


ピボットは５となり、並べ替えを実行すると、次のようになる。


３ ２ ８ ４ ０ ６ ９ １ ５ ７


３ ２ １ ４ ０ ６ ９ ８ ５ ７


この時点で１回目の並び替えが完了し、戻り値は５となる。


２回目の範囲は０～４の範囲で、ピボットは３となり、呼び出される配列Ａの並びは次の


ようになる。


３ ２ １ ４ ０ ６ ９ ８ ５ ７


並び替えを実行すると、次のようになる。


０ ２ １ ４ ３ ６ ９ ８ ５ ７


この時点で２回目の並び替えは完了し、戻り値は３となる。


３回目の範囲は０～２の範囲で、呼び出される配列Ａは次のようになる。


０ ２ １ ４ ３ ６ ９ ８ ５ ７


となり、ｅの求める答えはウ、ｆの求める答えはア、ｇの求める答えはウとなる。
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問080005解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ ク


設問２ ｃ ウ ｄ イ ｅ ウ


◆解説


併合処理を利用して、データを昇順に整列する問題である。


２つのファイルの併合処理の考え方


併合は特定のキー項目の大小関係に基づいて、２つのファイル内のレコードを昇順または降


順に組み合わせて、１つのファイルにまとめることである。


併合の流れ図


昇順に整列されたＡ、Ｂファイルを併合し、Ｃファイルを作成する手順


① Ａ、Ｂファイルから１レコードずつ読み込む。


② 読み込んだ２つのレコードのキー項目の大小関係を比較し、キー項目の小さい方のレコ


ードをＣファイルのレコードとして出力する。


③ Ａファイル(Ｂファイル)から読み込まれたレコードをＣファイルに出力した場合は、次


開始


ループ


ループ


終了


＞≦


ＡキーとＢキーが


共に最大値になるまで


Ａレコードの入力


Ｂレコードの入力


Ａレコードの入力


Ａレコード→Ｃレコード


Ｃレコードの出力


Ａキー：Ｂキー


Ｃレコードの出力


Ｂレコードの入力


Ｂレコード→Ｃレコード


併合


ＦＡ ＦＢ


ＦＣ


レコードの入力


ファイルのＥＯＦか


最大キー値→キー


終 了


Ｎ


Ｙ
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に読み込むレコードはＡファイル(Ｂファイル)から読込み、前にＢファイル(Ａファイル)


から読み込んだレコードとキーの値の大小関係を比較する。


④ Ａ、Ｂファイルのキー項目の値が等しい場合は、あらかじめ決められた規則に従って処


理を行う。


⑤ Ａ、Ｂのファイルのレコードがなくなるまで、キー項目の比較を繰り返す。


⑥ ファイルのレコードが終了すると、そのファイルのキー項目に最大値を設定する。


⑦ Ａ、Ｂのファイルが共に最大値になると、併合処理を終了する。


使用されている変数の内容


size 与えられたデータの数


span_size グループの大きさ


span_idx 入力領域のグループのインデックス(添字)


write_idx 出力領域のグループのインデックス(添字)[決定位置の添字]


a_idx グループＡの添字


b_idx グループＢの添字


a_yet グループＡのデータの有無


b_yet グループＢのデータの有無


配列を使用した併合処理による整列


同じ配列を使用して併合による整列を行うために次のことを実行する。


① 併合するグループを前半(黄色の部分)と後半(青色の部分)の２つのグループに分け、前半


の黄色の部分を一時領域の配列に格納する。


② それぞれのグループは既に昇順に整列済みであるから、一時領域の配列と既存の配列とを


先頭から順次比較して、小さい配列の要素を既存の配列の先頭から並べていく。


③ １つのグループの併合が終了すると、併合後の配列の大きさ分だけ移動して、次のグルー


プを形成し、同一の処理を繰り返す。


④ 同じ大きさのグループをすべて終了すると、グループの大きさを２倍にして同じ処理を繰


り返す。


⑤ グループの大きさが元の配列の大きさになると、すべての要素が昇順に整列するので処理


を終了する。


配列OUTPUT[i]


配列temp[i]


黄色の部分のデータを一時領域に移動させる


グループ内では黄色も青色も昇順に整列しているためグ


ループの先頭から比較して小さい方を出力配列に並べる
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具体例


配列output[]を一時領域配列temp[]への移動


配列output[]から配列temp[]への移動について次の図を利用して考える。ファイルＡを黄色


の部分(前半部)、ファイルＢを青色の部分(後半部)とする。


２グループの前半部


分を一時領域に移動


前のグループの先頭


の要素の添字


後ろのグループの先頭


の要素の添字


前のグループの範囲
移動する要素の初期値


４７ ３３ ６８ ５５ ７４ ８９ ２５ １０


３３


６８


５５


７４


８９


２５


１０


４７


３３ ４７ ５５ ６８ ７４ ８９ １０ ２５


３３ ４７


５５ ６８


７４ ８９


１０ ２５


３３ ４７ ５５ ６８ １０ ２５ ７４ ８９


３３ ４７ ５５ ６８


１０ ２５ ７４ ８９


前のグループを一時領


域に移動する


一時領域


一時領域


一時領域


先頭から昇順に格納


先頭から昇順に格納


span_size = 4
span_idx = 0 span_idx = 4


output[]


temp[]


i


i + span_idx
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span_size = 4 の場合について考える。配列output[]の大きさは８であるから、２つのグル


ープに分けることができる。span_size = 4 のグループ内に２つのファイルＡ、Ｂがあり、そ


れぞれの添字は次のようになる。


黄色の部分の配列の添字は a_idx = span_idx


青色の部分の配列の添字は span_idx + span_size / 2


となる。黄色の前半部分をtemp[]の配列の添字ｉを使用して操作するには、配列output[]の添


字をi + span_idxにすればよい。span_size = 4 の場合、最初のグループは配列の添字０から


始まり、次のグループは、span_idx ← span_idx + span_sizeから、添字４から始まることに


なる。一時領域に移動する部分は、i + span_idxであるから、最初のグループは０、１の２つ


の要素、次のグループは、４、５の２つの要素になる。


併合処理の手順


① span_size＝２に設定し、配列inputのデータを配列outputにコピーし、span_sizeがsize


になるまで、②以下の処理を繰り返す。


② 入力領域のインデックスspan_idx、出力領域のインデックスwrite_idxを０で初期化し、


span_idxがsizeになるまで、③～⑪までの処理を繰り返す。span_idxの値がsize以上になる


１回の併合処理


配列の一部を一時


領域に移動させる


次のグループへの移動


併合後のグループ


の大きさの修正


グループＢの最大要素


番号を超えた時の処理


グループＡの最大要素


番号を超えた時の処理


一時領域のグループＡ


が小さい場合またはグ


ループＡのみの処理


出力領域のグループＢ


が小さい場合またはグ


ループＢのみの処理


グループ移動に伴


う初期値の修正


どちらかのグループに


データがある間


出力領域の配列の要素


のインクリメント


グループの大きさを


倍にして繰り返す


同じ大きさのグループ


の繰り返し
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と、⑫の処理に移る。


③ グループＡのa_idxをspan_idxで初期化し、グループＢのb_idxをspan_idx＋span_size／


２で初期化する。


④ 併合対象グループの出力領域の半分の最初のデータを仮領域の配列temp[]に移動する。


⑤ グループＡ、グループＢのデータの有無確認変数a_yet、b_yetをtrueに設定し、変数のど


ちらかがtrueである間、⑥～⑩までの処理を繰り返す。両グループにデータがなくなると、


⑪の処理に移る。


⑥ グループＢのデータがなくなるか、または両グループにデータが存在して、グループＡの


比較データがグループＢの比較データよりも小さい場合、グループＡの比較データを出力領


域output[write_idx] に移動する。


⑦ 移動後、a_idxのインクリメントを実行し、グループＡのデータがなくなると、a_yetの値


をtrueからfalseに変更し、そうでなければそのままの状態で、⑩に移る。


⑧ Ａグループのデータがなくなるか、または両グループにデータが存在して、グループＢの


比較データがグループＡの比較データよりも小さい場合、グループＢの比較データを出力領


域output[write_idx] に移動する。


⑨ 移動後、b_idxのインクリメントを実行し、グループＢのデータがなくなると、b_yetの値


をtrueからfalseに変更し、そうでなければそのままの状態で、⑩に移る。


⑩ 出力領域の配列の添字write_idxのインクリメントを行い、⑥に戻る。


⑪ 両グループにデータがなくなると、span_idxの値にspan_sizeを加算して、次のグループ


に移り、③に戻る。


⑫ span_sizeを２倍にし、次回の併合のために、処理②に戻る。


スパンサイズ、スパンインデックスの修正


Ａ、Ｂ２つのファイルの各要素の整列が完了するとspan_idxを次の計算で変更する。


span_idx ← span_idx ＋ span_size


Ａ、Ｂ２つのファイルの整列は、配列output[]の大きさをspan_sizeで除した回数だけ実行


される。実行完了後、span_idx、write_idxは０で初期化され、span_sizeも次の式を用いて修


正される。


span_size ← span_size × ２


span_size が配列output[]の大きさになると処理を終了する。


整列済みの確認方法


併合するグループ内では、昇順に整列する処理を行ったのであるから、当然昇順に整列して


いる。前のグループの最後のデータと次のグループの先頭のデータを比較して、後のグループ


のデータが大きいと、次のグループの整列後は、前のグループと引き続いて昇順に整列してい


ることになる。従って、グループ内の先頭にくる要素の添字write_idx(次のグループの先頭の


位置)と一つ前の要素の添字(write_idx - 1)(前のグループの最後の位置)の要素の値を比較す


ると、グループ間の昇順の状態がわかることになる。


実際には、昇順に整列する要素を１つ決定した時点、βの直前で一つ前のデータと絶えず比
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較する条件を用い、前の値よりも後の値が小さい場合に、trueをfalseに変化させる。


グループ間で昇順状態をチェックし、変数orderedが一度trueからfalseに変化すると、１回


の併合処理が完了するまで、その状態を保持していると、１回の併合処理後、全データが昇順


に整列したかどうかを評価することができる。


設問１


は、グループＡ、グループＢのいずれかにデータがあるかどうかのチェックであるかａ


ら、a_yet = true or b_yet = true となり、求める答えはエとなる。


は、出力領域の配列の要素を１つ移動させる処理であり、write_idx ← write_idx +ｂ


1となる。求める答えはクとなる。


設問２


設問２の具体例の併合処理


２ １ ４ ３ ８ ７ ６ ５


１回目 １ ２ ３ ４ ７ ８ ５ ６


２回目 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 整列完了


３回目 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８


１回目の５の要素の位置が決まった時点で、一つ前の８と比較して、後の値の方が小さい


ので、この時点でorderedのtrueがfalseに変化する。この状態は、６の要素が決まった時点


まで残っているため、次の２回目の併合処理が行われる。


２回目の併合処理が開始される直前で、orderedはtrueに初期化されて、その後の比較で


は、８の要素が決まるまでtrueの状態を維持しているために、次の３回目は実行されなくな


る。


プログラムによる併合処理は３回実行されるが、昇順に整列するのは２回の処理で完了し


てしまう。


の求める答えはウ、 の求める答えはイとなる。ｃ ｄ


の答えは解説に示すような理由から、output[write_idx - 1] > output[write_idx]とｅ


なり、求める答えはウとなる。
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問080006解説
◆解答


設問 ａ カ ｂ イ ｃ エ ｄ エ ｅ ケ


◆解説


配列を利用した集計処理および整列に関する問題である。


成績ファイルからレコードを読み込んで、個人毎の成績合計を求め配列合計に格納する。そ


の配列を利用して合計点の高い順に順位を付ける処理であり、合計点が等しい場合、国語の点


の高い人を上位にする。


処理部分の構成


① 成績ファイルからレコードを読込、個人の３科目の合計点を求めて、配列合計に格納す


る処理


② 配列合計を利用して、合計多い順に並べ替える処理


合計を求める処理手順


① 入力件数を１で初期化し、成績ファイルの最初のレコードを読み込む。


② 成績ファイルにレコードが存在する間、③～⑤の処理を繰り返す。レコードが無くなる


と入力件数が上限を超えたと印字して終了する。


③ 国語、数学、英語の成績の合計を求め、配列合計の要素に格納する。


④ 入力件数のインクリメントを行う。


⑤ 成績ファイルから１レコードを読み込み、②に戻る。


成績順の並べ替えの手順(基本選択法)


① 特定の配列の要素の添字ｊを決定する。最初は先頭の要素になる。


② 配列の添字ｊの値が(入力件数－１)以下の間、③～⑦の処理を繰り返す。添字の値ｊが


(入力件数－１)を超えると繰り返しから脱出する。


③ 配列の２つの要素を比較するための操作に必要な操作用添字ｋを設定し、その添字ｋを


１００


生徒の成績の合計点


を求める


最初のレコード入力


次のレコード入力


入力件数の修正
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特定の配列の要素の添字ｊの次の要素番号ｊ＋１で初期化する。


④ 操作用添字ｋが入力件数以下の間、⑤～⑦の処理を繰り返す。添字ｋが入力件数を超え


ると、ｊのインクリメントを実行し、処理②に戻る。


、 、 、⑤ 合計[ｊ]と合計[ｋ]を比較して 合計[ｊ]＜合計[ｋ]ならば 成績表[ｊ]と成績表[ｋ]


合計[ｊ]と合計[ｋ]を入れ替える。


⑥ 合計[ｊ]＝合計[ｋ]ならば、成績表[ｊ]と成績表[ｋ]の国語の成績を比較して、成績表


[ｋ]の方が成績表[ｊ]よりも大きい場合は、成績表[ｊ]と成績表[ｋ]を入れ替える。


⑦ ⑤、⑥以外の場合、ｋのインクリメントを実行し、④に戻る。


設問


、入力件数の最大である。入力件数の初期値は１で、レコード件数は９９以下であａは


るから、１００のとき入力件数が上限を超えたと表示することになる。求める答えはカとな


る。


、 。 、ここでの整列の考え方は 選択ソートを利用している 選択ソートは比較基準ｊに対して


ｋ←ｊ＋１のｋを設定し、ｊの値とｋの値を比較して、合計[ｊ]＜合計[ｋ]ならば、ｊとｋ


。 、を入れ替える ｋのインクリメントと基準のｊの値とｋの値の比較を繰り返すことによって


その時点の最大値を求めることができる。更に、ｊのインクリメントを実行し、同様の処理


ｂ ｃを繰返すとすべてのレコードを降順に並べ替えることができる。 の求める答えはイ、


の求める答えはエとなる。


、合計点が等しい場合の処理で、成績[ｊ]・国語＜成績[ｋ]・国語の場合、ｊとｋｄは


を入れ替える。求める答えはエとなる。


、入力件数は９９であるから、ｊ≦入力件数の間繰り返すことになる。求める答えｅは


はケとなる。


(ｊ＋１)


＜


＜


添字ｊとｋの合計を比較


真ならば、成績表、合計の


ｊとｋを入れ替える


合計のｊとｋが等しいとき、国語の成績点の


大の方を前になるように入れ替える


ｊの次のレコードをｋとする


成
績
順
に
並
べ
変
え
る
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問080007解説
◆解答


設問１ ウ


設問２ ａ カ ｂ オ


◆解説


複数ファイルの併合処理の問題である。


複数ファイルの併合処理


昇順に整列した２つのファイルを併合処理するには、同一キー項目で整列した二つのファイ


ルから１レコードずつ読込み、両レコードのキー項目を比較して、キー項目の小さい方のレコ


ードを出力する。次の新しいレコードは、出力したレコードが格納されていたファイルから１


レコードを読み込む。２つのファイルのうち、どちらか一方のファイルのレコードが無くなる


と残ったファイルからレコードを読込み、両方のファイルにレコードが無くなると処理を終了


する。


与えられた２つのファイルの部品コードをキーにして具体的にシミュレーションしながら解


答を求めればよい。


併合処理の本体部分の構成


① ファイルＡ、ファイルＢに共にレコードが無い場合の処理


endf←１の実行、繰り返し処理からの脱出


② ファイルＡにレコードが無く、ファイルＢにレコードがある場合の処理


レコードＢをファイルＣに出力、ファイルＢからレコードＢを入力


③ ファイルＡにレコードがあり、ファイルＢにレコードが無い場合の処理


レコードＡをファイルＣに出力、ファイルＡからレコードＡを入力


④ ファイルＡ、ファイルＢに共にレコードがある場合の処理


レコードＡとレコードＢの商品コードを比較、商品コードの小さい方のレコードをファ


イルＣに出力、出力したレコードの属していたファイルから次の１レコードを入力


併合処理の手順


① ファイルＡおよびファイルＢから、１レコードずつ読み込む。


② endfに０設定する。


③ endf＝０である限り、次の④～⑥の処理を繰り返す。どちらかのファイルにレコードが


無くなると、処理⑦に移る。


④ ファイルＡ、ファイルＢから読み込んだ２つのレコードのキー項目を比較する。


⑤ Ａの商品コード＜Ｂの商品コードならば、ＡのレコードをファイルＣに出力して、ファ


イルＡから新しい１レコードを読み込み、処理③に戻る。


⑥ Ａの商品コード＞Ｂの商品コードならば、ＢのレコードをファイルＣに出力して、ファ
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イルＢから新しい１レコードを読み込み、処理③に戻る。


⑦ ファイルＢにレコードがないと、処理⑧に移り、ファイルＡにレコードがないと、処理


⑨に移る。ファイルＡ、ファイルＢ共にレコードがなくなり、endf＝１になれば、繰り返


しを中断し、処理を終了する。


⑧ ファイルＡにレコードが存在して、ファイルＢにレコードが存在しなくなると、ファイ


ルＡから１レコードを読み込み、ＡのレコードをファイルＣに出力して、ファイルＡから


新しい１レコードを読み込み、処理⑦に戻る。


⑨ ファイルＢにレコードが存在して、ファイルＡにレコードが存在しなくなると、ファイ


ルＢからレコードを読み込み、ＢのレコードをファイルＣに出力して、ファイルＢから新


しい１レコードを読み込み、処理⑦に戻る。


繰り返し処理部分の構造


設問１


処理部のαの部分は、ファイルＡのレコードが無くなった状態で、ファイルＢにレコード


が存在するかどうかを評価する部分である。従って、ファイルＡにレコードが存在する間は


実行されない。


具体的には、ファイルＡのレコードの部品コード１００、２００の２レコードがある場合


はαの部分は実行されない。部品コード２００のレコードが出力された後で、ファイルＢの


部品コード２５０、３５０のレコードを処理する時は、αの部分の条件が評価されて偽とな


り、部品コード２５０、３５０のレコードがファイルＣに出力される。ファイルＢのレコー


ドが無くなった時点で、αの部分の条件が真と評価されるので、その１回を加えると、計３


回、STSA＝１の評価が行われることになる。求める答えはウとなる。


繰返しの条件


▼


▲ ファイルＡにレコードがなくなる


▲


▲


▼


▼


ファイルＢにレコードがなくなる


ファイルＢにレコードがなくなる


YES


NO


YES


YES


NO


NO


STSA = 1,STSB = 1


ファイルＡ，Ｂ共にレコードがない


STSA = 1,STSB = 0


ファイルＢのみレコードがある


STSA = 0,STSB = 1


ファイルＡのみレコードがある


STSA = 0,STSB = 0


ファイルＡ，Ｂ共にレコードがある


ファイル


Ａ


ファイル


Ｂ


併合処理


ファイル


Ｃ
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設問２


(１)の場合は、出力する内容が２つのファイルから読み込んだレコードのキー値を比較し


て、キー値の大きい方のレコードを出力するため、出力の順序を部品コードで示すと次のよ


うになる。


１５０→２５０→３５０→１００→２００


の求める答えはカとなる。ａ


(２)の場合の出力の順序は部品コードで示すと次のようになる。


１５０→２００→１００→２５０→３５０


の求める答えはオとなる。ｂ
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問080008解説
◆解答


設問 ａ エ ｂ ア ｃ ウ ｄ ウ


◆解説


配列の文字列処理に関する問題である。


配列に格納されている書式に従って、変数に格納された整数値を文字型の１０進数に変換す


る処理である。


整数値を文字型の数値に変換する考え方


① 整数を絶対値に変換し、整数が正である間、処理対象の桁が存在すると判断する。


② 処理対象の桁は最下位桁から上位の桁に向かって実行する。対象の桁への移動は整数を


１０で割ることによって行う。


③ 整数の値が０になると、処理対象の桁がなくなるので、符号について検討する。


④ 符号が負数でない場合、残りは空白の処理のみとなる。


⑤ 配列Ctrlの最後の要素番号までの整数値の変換処理を実行すると、後処理のみを実行す


ればよいことになる。


プログラムの変換要領


① Sign、Zeroをそれぞれ“ 、falseで初期化する。”


② 変数の値が負の時は “－”をSign に代入し、変数の値を正の整数に変換する。、


③ 変数の値が０の時は、変数Zeroをtrueにする。falseは０でない整数である。


④ 変数の変換後の整数値を変数Ｍに格納する。


⑤ Loop1、Loop2に配列Ctrlの最後の要素番号を格納する。


⑥ Loop1≧０ である間⑦～⑮の操作を繰り返す。Loop1＜０となると、繰り返しから脱出


する。


⑦ Ｍ＞０、配列Ctrl[Loop1]の内容が＃の場合、Ｍの値の１桁の数値を算出し、Ｎに格納


する。(ａの答)


⑧ Ｍの値を１０で除した整数値をＭに格納する。１桁上位に移動する。


⑨ 配列Out[] の要素番号Loop1に対応する要素に文字型にして格納する。


⑩ Ｍ＞０、配列の内容が＃でない場合、Ctrl[Loop1] の内容をそのままOut[Loop1]に格納


する。(ｂの答)


⑪ Ｍ＝０、Ctrl[Loop1]＝“ ” の場合、Out[Loop1]に“ ”を格納する。


⑫ Ｍ＝０、Ctrl[Loop1]≠“ 、 Sign＝“－”ならば、Out(Loop1)に－を格納し、sign”


に“ ”を格納する。


⑬ Ｍ＝０、Ctrl[Loop1]≠“ 、 Sign≠“－ 、配列Ctrl[Loop1]の内容が＃の場合、０” ”


を配列Out[] の要素番号Loop1に対応する要素に格納し、Zeroにfalseを設定する。


、 “ ”、 “ ”、 、⑭ Ｍ＝０ Ctrl[Loop1]≠ Sign≠ － 配列Ctrl[Loop1]の内容が＃でない場合


配列Out[] の要素番号Loop1に対応する要素に“ ”を格納する。(ｃの答)
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⑮ Loop1－１→Loop1を実行し、⑥に戻る。


⑯ Ｍ＞０またはSign＝“－”ならば、整数値が正しく変換できなかったため、配列Out[]


のすべての要素に＊を格納する。(ｄの答)


は、例えば３桁の整数１２３の場合、最下位の３の値を求めるに各桁の値を求める方法


は、１２３－１２０の演算を行えばよい。ｎ桁の整数型の変数Ｍを１０で割ると、ｎ－１桁の


整数型の値になり、最下位の数値は消去される。この整数型の変数Ｍを１０倍すると、元の変


数Ｍの最下位の値が０となった数値になり、前の変数Ｍから後の変数Ｍを差し引くと元の変数


Ｍの最下位の数値が求まることになる。式で表すと次のようになる。


Ｎ＝Ｍ－(Ｍ／１０)＊１０


この数値を文字型の数値に変換するために、配列Digital[] を使用する。


逐次、Ｍの各桁の値を下位の桁から求める。 は、Ｍの桁の数値Ｍ＞０であるということ


が存在することになる。符号を含めたすべての桁が変換されると、Signはスペースになり、Ｍ


の値は０となる。


は、出力Out[] にはCtrl[]と同じ内容がＭ＞０で、Ctrl[]がコンマまたは空白の場合


出力される。


Ｍ＞０が偽の状態


① 最初のVal の値が０であった。


② 最初の|Val|＞０ で、Ｍ／１０を繰り返して、Ｍの下位の桁から順次数値を求める処理


を繰り返した結果、最後にＭが０となる状態。すなわち、数値の変換処理が完了する状態


である。


Ｎ←Ｍ－((Ｍ／１０)＊１０)


Out[Loop1]←Ctrl[Loop1]


Out[Loop1]←""


Ｍ＞０ or Sign＝"－"


１桁上位の桁に移動


Ｍ＞０、書式文字が＃


の場合の変換処理


Ｍ＝０の場合の処理


Ｍ＝０、Signが－な


らば、－を出力


Ｍ＝０、Zero＝true


の場合、０を出力


正しく変換でき


ない場合の処理


Ｍの最下位の数値を求める


文字型の数値を整数型に変換


Ｍ＝０、書式文字が空白ならば、


出力も空白になる


Signを空白にする


Zeroをtrueからfalseに変更


出力領域の全要素に＊を格納
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すると、残りは符号の処理である。Signの内容が－であれば、負数値の変換処理が完了


の符号を出力する。従って、書式が空白でなければ、出力は－の符号になる。


は、出力は０となる。最初からVal が０ならVal の値が最初から０で書式が＃の場合


ば必ず書式は＃となる。


最後の処理は変換処理が完了後に、出力する配列Out[] の要素が存在する場合は、すべて空


白を出力する。


１桁の処理が完了すると、Ctrl[]とOut[] の添字がデクリメントされ、Loop1←Loop1－１の


処理を実行し、対象となる書式と出力の格納位置は変化するが、対象のＭの再下位の数値は変


化しない状態で、次の上位の桁の処理に移る。


正しく変換できない場合の処理


出力の配列Out[] の各要素がすべて埋まった後に、Ｍ＞０またはSignが－の状態が存在する


と、所定の書式内で数値の変換処理が完了しないことになり、整数値が正しく変換できないた


め、配列Out[] の各要素に＊を格納する処理を行う。


設問


の答は要領⑦の内容から、求める答えはエとなる。ａ


の答は要領⑩の内容から、求める答えはアとなる。ｂ


の答は要領⑭の内容から、求める答えはウとなる。ｃ


の答は要領⑯の内容から、求める答えはウとなる。ｄ
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問080009解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ ウ ｃ ア


設問２ ｄ イ ｅ ウ


◆解説


配列の要素の取り扱いに関する問題である。


配列内の特定の箇所の一定の要素数を、同じ配列内の別の指定した箇所の要素に複写する処


理である。この処理では、複写の方法によって、複写前に複写元の内容が変更され、複写前後


の内容が一致しない場合が発生する。


① 設問１は複写内容が複写前後で一致しない現象を整理する問題である。


② 設問２は複写前後の内容が必ず一致するための保証条件を求める問題で、配列が循環し


ない場合と配列が循環する場合の問題である。


配列Ｍの添字の値が上限を超えない場合


プログラム１の選択処理では、処理中の配列Ｍの添字の値が上限を超えない条件が与えられ


ている。複写元の領域はfromからfrom＋len であり、複写先の領域はtoからto＋lenであるか


ら、次の条件になる。


from＋len－１≦size－１、すなわち、from＋len≦size


to＋len－１≦size－１、すなわち、to＋len≦size


この２つの条件が同時に成立する必要がある。


この操作では複写の方法によっては、複写前に複写元の内容が変更され、複写前後の内容が


一致しない場合が発生する。


第１図の例では、複写前の１文字以外はすべて上書きされて消えてしまう場合である。この


場合の条件は、複写元の領域と複写先の領域の差が１の場合で、to＝from＋１となる。


第２図の例では、複写後の文字は複写前の文字と同じになる。


複写後の文字列が複写前の文字列に一致しないのは、次の２つの条件が同時に成立する場合


である。


① from＋１≦to、すなわち、from＜to


② to≦from＋len－１、すなわち、to＜from＋len


Ｗ Ｒ Ｉ Ｔ Ｅ


Ｗ


コピー


コピー後第１図 Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ


Ｗ Ｒ Ｉ Ｔ Ｅ


コピー


Ｗ Ｒ Ｉ Ｔ Ｅ


第２図


コピー後
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設問２は複写前後の内容が必ず一致するための保証条件を求める問題で、配列が循環しない


場合と配列が循環する場合の問題である。


配列が循環しない場合


複写前後の内容が一致するための条件は、配列が循環しない場合には、次のいずれかの条件


が成立する場合になる。


① to≦from


② from＋len－１＜to、すなわち、from＋len≦to


配列が循環する場合


配列が循環する場合は、配列の要素番号を配列の大きさで除して、その余りを使用する方法


を利用すれば条件を整理することができる。従って、次の条件が同時に成立する場合になる。


① to≦from


② from＋len－size≦to


第３図、第４図に示す斜線の範囲以外に複写すればよい。


設問１


複写元と複写先が配列内の要素である条件は次のようになる。


from＋len≦size、to＋len≦size


上記の条件が同時に成立する必要がある。 の求める答はエとなる。ａ


の答は、複写元の文字列がＷＲＩＴＥの場合、複写した結果がＷＷＷＷＷとなる複写ｂ


先の先頭位置であるから、toの値がfrom＋１の場合になる。


、 、 、 、ｃの答は 複写前後の内容の一致が保証できない場合で 例えば 複写元がＷＲＩＴＥ


複写先がfrom＋３の場合、複写後の文字列はＷＲＩＷＲとなり、不一致になる。この場合の


条件は、from＜to、to＜from＋lenが同時に成立する場合である。求める答はアとなる。


設問２


設問１の検討結果から考えて、内容が保証できる場合の条件は、複写先の領域が複写前の


複写元領域でなければよい。この条件を満たす場合は次の３条件である。


from from+len-1


to


fromfrom+len-1


to


第３図


第４図
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① from＋len≦size、to≦fromならば一致する。


② from＋len≦size、from＋len≦toの場合は一致する。


③ from＋len＞sizeの場合は、複写元の文字列の中に複写される場合が発生するため必


ずしも一致するとは言えないが、to≦fromが同時に成立すると一致する。


従って、 の求める答えはイ、 の求める答えはウとなる。ｄ ｅ
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問080010解説
◆解答


設問 ａ オ ｂ イ ｃ オ ｄ イ


◆解説


文字列の置換に関する問題である。


置換は異なる配列を使用して行う。


力任せの探索法の手順


① 一つのポインタｉをテキスト上に、もう一つのポインタｊをパターン上に置き、ｉおよ


びｊを０で初期化する。


② テキスト上にポインタｉを先頭にパターン文字列の長さｍの部分文字列を作成し、ｉを


ｋに仮置きする。


、 、 。③ 添字ｉ ｊを操作して テキスト上の部分文字列とパターンの対応する要素を比較する


④ 対応する要素の内容が一致するとき、ｉ、ｊのインクリメントを行い、パターンの長さ


に等しい一致が生じると照合が得られる。


⑤ 対応する要素の内容が比較途中で不一致になるかまたは照合が得られた場合、パターン


の添字ｊをリセットし、ｋをｉに格納し、ｉをインクリメントし、②に戻る。


⑥ ｉがテキスト上のｎ－ｍ＋１(またはｎ)の要素を超えると文字列の探索を終了する。


この場合の配列Ａの部分文字列と配列Ｓの照合結果の一致は、Ａ[Aidx]＝Ｓ[０]の条件で、


Aidx、Sidxをインクリメントし、Ｓ[Sidx]がEOS になった場合である。


文字列置換の処理手順


① 配列Ａ、配列Ｂの添字を０に設定する。


。 、 。② 配列ＡがEOS になるまで③～の処理を繰り返す 配列ＡがEOS になると 操作⑨に移る


③ 配列Ａ[Aidx]＝Ｓ[０]ならば、Idx にAidxを(Idx にAidxの値を保持する)、Sidxに０を


設定し、Ａ[Aidx]＝Ｓ[Sidx]で、Ａ[Aidx]がEOS に一致しない間、Sidx、Aidxのインクリ


メントを繰り返す。配列Ａ[Aidx]≠Ｓ[０]ならば、操作⑧に移る。


④ Ａ[Aidx]とＳ[Sidx]が不一致になるか、またはＡ[Aidx]がEOS になると、繰り返しから


脱出する。


、 、 、⑤ Ｓ[Sidx]がEOS になると 配列Ａの部分文字列が配列Ｓと一致するため 操作⑦へ移り


部分文字列を配列Ｄで置換する。


⑥ Ｓ[Sidx]がEOS でないならば、照合が得られないため配列Ａの部分文字列の先頭の１文


字を配列Ｂに複写する。この場合、Ａ[Aidx]は必ずしも部分文字列の先頭文字でないため


先頭文字Ｓ[０]を複写し、Aidx←idx＋１ でAidxを求め、Bidxをインクリメントする。


⑦ Didxを０で初期化し、Ｄ[Didx]がEOS になるまで、Ｂ[Bidx]にＤ[Didx]を格納する。


⑧ Ａ[Aidx]の１文字をＢ[Bidx]に写し、Aidx、Bidxをインクリメントする。
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⑨ Ｂ[Bidx]にEOS を格納する。


設問


は、Sidxの初期条件でSidx←０となり、求める答えはオとなる。ａ


対象文字列Ａ[]のAidxを先頭とする部分文字列と照合文字列Ｓ[]との突き合わせを行う場合


。 、 。の初期化である Ａ[]はAidxで初期化されているため 対応するＳ[]の要素番号は０になる


プログラムのこの部分ではＡ[]とＳ[]の先頭要素は既に照合済みであり、照合部分ではそれ


ぞれの配列のインクリメントを実行後、２番目の要素から照合されることになる。そのため


後判定の繰り返しが使用されている。


は、配列Ａの要素と配列Ｓの要素の照合の繰り返し条件であり、Ａ[Aidx]＝Ｓ[Sidx]ｂ


となる。求める答えはイとなる。


、 、 、 。ｃは 照合結果が一致した場合であり Ｓ[Sidx]＝EOS となり 求める答えはオとなる


は、配列Ａの部分文字列の先頭文字の配列Ｂへの複写である。ｄ


照合が不一致の場合のＡ[Aidx]は必ずしも部分文字列の先頭文字でない。また、次の照合の


開始は配列Ａ[]の１文字移動で開始されるため、配列Ｂ[]への複写は照合が一致した先頭文


字Ｓ[０]のみを複写する。Ｂ[Bidx]←Ｓ[０]となり、求める答えはイとなる。


配列Ａ、Ｂの添字の初期化


配列Ａの要素と配列Ｓ


の先頭の要素が一致


AidxをIdxに仮


置きする


配列Ｓの添字


の初期化


配列Ａと配列Ｓ


の照合


照合の条件
照合一致


文字列の置換


照合不一致の場合


の１文字の移動


先頭１文字が不一致の


場合の１文字の移動
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問080011解説
◆解答


設問１ ａ カ ｂ ウ


設問２ ｃ イ ｄ イ ｅ カ ｆ イ ｇ ウ


◆解説


文字列処理に関する問題である。


プログラムの構成


(１) 印刷出力する１行分の文を編集するプログラム


① テキスト文字列から１文字をページ編集の１行の文字位置に移す処理


② 改行処理


③ 改ページ処理


④ １行分の文字の読込


(２) 印刷出力するプログラム


１行分の文を編集するプログラムは、配列Text[]から行末の条件を満たす範囲の文字を１つ


の文として編集し、印刷出力のプログラムに引き渡す機能を有している。


文の編集手順


① 引数として、テキスト文字列(Text[])、テキスト文字列の大きさ(Ｎ)、開始位置(Sp)、


１行の最大文字数(Moji)が与えられ、行末の条件(Ep)が戻り値になる。


② 次の③～⑤に示す行末の条件を満たすまで、テキスト文字列から１文字ずつ読み取る。


③ テキスト文字列の大きさの最後の要素(Ｎ)


④ ピリオドが見つかる(“ ”)。．


⑤ 出力する１行の最大文字数に達する(Sp + Moji - 1)。


⑥ ④、⑤の判定結果による繰り返しからの脱出に、論理型の変数Loopを使用する。


⑦ １行分の編集が完了すると、行末の条件(Ep)が印刷出力のプログラムの戻り値になり、


印刷出力の制御に利用される。


印刷出力するプログラムは、２次元配列を利用して１ページ分を編集し、ページ単位に印刷


出力する。


１行分の文字列の


終端の検出処理
戻り値Ｅｐの計算


“．”の位置 Mojiの位置


先頭位置で初期化
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印刷出力の手順


① ２次元配列を空白文字で初期化する。


② ２次元配列の行数Gpおよびテキスト文字列の添字Spを１で初期化する。


③ ２次元配列の各行の最初の文字位置MpはYohaku＋１で決める。


④ 求めた大きさＮのテキスト文字列のSpから始まって、行末条件Epで終了する１行分の文


字列を２次元配列のGp行に編集し、設定する。この場合、配列Text[]からは添字Spの文字


を取出し、２次元配列のGp行のMp列に格納する。(Page[Gp][Mp]←Text[Sp])


⑤ Sp、Mpを移動させながら、行末条件Epになるまでの文字列を編集する。


⑥ ２次元配列の１行分の編集が完了すると、行数Gp＋１→Gpで新しい行を求め、その行数


Gpが１ページの最大行数(Gyo)以下ならば、GetLineの副プログラムの実行後②に戻る。


⑦ 行数Gpが１ページの最大行数(Gyo)を超えると、印刷出力し、改ページして、Gp←１と


し、GetLineの副プログラムの実行後②に戻る。


⑧ 配列Textのすべての文字列の編集が完了すると、最後のページを印刷出力して、処理を


完了する。


段組が２段の場合の処理


① １段目の１行の最大文字数が、(Moji－２)／２となる。


② 文字列の左側の印字開始点は、１段目はYohaku＋１であり、２段目はYohaku＋Dan＋３


となる。


行番号の初期化


テキスト文字を


ページの行に移


動させる。


行数のインクリメント


行の最初の位置


行の最初の位置


テキスト文字のインクリメント


行文字位置のインクリメント
改行処理


改ページ処理
改ページ処理時の出力


最後のページの出力


最初の１行の読込


１行分の文字列の読込
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③ ページ途中で文字列が終了する場合の印刷行数は、１段目で終了した場合は終了した行


までの印刷であるから、Gp－１であり、２段目の場合は、１段目が最後まで印字する必要


があり、最後の行までとなり、Gyoとなる。


１段目の先頭位置


２段目の先頭位置


１段の文字数


２段目の先頭位置


１段目の最後の行の出力


２段目の最後の行の出力


１段目の途中で終わると印


刷行数はＧｐ－１となる


２段目の途中で終わると、１段目


は全行印刷となり、ＧＹＯとなる
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設問１


、２次元配列の１行分の編集の繰り返し条件であり、配列Textの添字Spの終了条件ａは


になる。終了条件は行末条件に一致するため、Sp≦Epとなり、求める答えはカとなる。この


場合、Mp≦Epは答えにはならない。なぜならば、Epは配列Text上の添字であって、Spの値と


対応するものである。


、配列Text[]から１行分を取り出す行末条件であり、行末の条件としては、文字列ｂは


の最後に達した場合、ピリオドが見つかった場合、Moji文字分に達したときのいずれかにな


る。これらの条件は配列Text[]の添字Spに対応して決まるものであり、結果はEpの戻り値と


して返す。プログラムの内容から、ｂの内容はMoji文字分に達したときとなり、Ep＜Sp＋Mo


ji－１となり、求める答えはウとなる。


設問２


、１段目の最大文字数であり、(moji－２)／２となり、求める答えはイとなる。ｃは


、１段目の開始点で、Yohaku＋１となり、求める答えはイとなる。ｄは


、２段目の開始点で、Yohaku＋Dan＋３となり、求める答えはカとなる。ｅは


、１段目のページ途中で終了した場合の印刷行数で、終了した行数であり、Gp－１ｆは


となり、求める答えはイとなる。


、２段目のページ途中で終了した場合の印刷行数で、最後の行まで印刷する必要がｇは


あるためGyoとなり、求める答えはウとなる。
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問080012解説
◆解答


設問 ａ ウ ｂ オ ｃ イ ｄ オ ｅ エ


◆解説


配列を利用して、逆ポーランド表記法で表された数式を、スタックを用いて計算する問題で


ある。


配列の中に格納されている内容


① ０～９の数字


② 数字と数字の区切りの空白


③ 演算子の＋－＊／


④ 正負を識別する負数の記号－


スタックを利用した四則演算の手続


① 逆ポーランド記法による記号を頭から１つずつスタックに積む。


② 数値はスタックにそのまま積む。


③ 演算子がくれば、スタックの前２つに積んでいる数値を取り出し演算を行い、その結果


をスタックに積む。


④ ＝がくれば、結果を変数に代入して終了する。


プログラムの処理手順


① Cp＝０、Ｔ＝０、NumF、NegFをfalse で初期化する。


② 配列の最後の要素番号Lpになるまで、配列Ex[]の処理を繰り返す。


③ 要素番号Cpの内容が数字の時、数字を実数型に変換して、Ｔ←Ｔ＊１０＋ToReal[]を実


行し、NumFをtrueにする。


④ 要素番号Cpの内容が数字でないならば、次の⑤～⑪の処理を実行する。


⑤ 配列の前の要素までが数字で、その次の要素が数字でないならば、数字処理の終了であ


るから、負数を確認して、負数ならばＴの値を－Ｔに置き換えて、NegFをtrueからfalse


に変換する。


、 、 。⑥ 正負いずれの場合もＴの値をスタックにPushし Ｔの値を０ NumFをfalae に変換する


実数の値に変換する


配列の要素が数字ならば


一つの数字の前は空白であるから、数字でな


くなればこの処理は終了する
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⑦ Ex[Cp]＝“＋”ならば、スタックからＸ、Ｙの値を抽出して、Ｘ＋ＹでＴを求め、Ｔの


値をスタックにPushして、Ｔを０で初期化する。


⑧ Ex[Cp]＝“－”で、Ex[Cp＋１]が数字ならば、次に来る値は負数であるから、NegFをfa


lseに変換する。


⑨ Ex[Cp]＝“－”で、Ex[Cp＋１]が数字でなければ、－の記号は演算子であるから、Ｘ、


Ｙの値を取り出して、Ｘ－Ｙの計算を行い、その結果をスタックにPushして、Ｔを０で初


期化する。


⑩ Ex[Cp]＝“＊”ならば、スタックからＸ、Ｙの値を抽出して、Ｘ＊ＹでＴを求め、Ｔの


値をスタックにPushして、Ｔを０で初期化する。


⑪ Ex[Cp]＝“／”ならば、スタックからＸ、Ｙの値を抽出して、Ｙが０ならばエラー処理


を行い、層でないならば、Ｘ／ＹでＴを求め、Ｔの値をスタックにPushして、Ｔを０で初


負数の場合の処理


スタックにプッ


シュする


Ｔの初期化


数値が存在する場合


数値が存在しない


２つの数値をスタッ


クからポップする


数値を加算する


演算結果をスタック


にプッシュする


Ｔの初期化


－符号は次の要素が数字ならば、


負数の記号である


NegF←true


次の要素が数字でないならば、演


算子の－である。


２つの数値をスタッ


クからポップする


演算結果をスタッ


クにプッシュする
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期化する。


⑫ ③～⑪までのいずれかの処理が完了すると、Cp＋１→Cpを実行して、③に戻る。


⑬ Cp＞Lpになると、スタックの値をPop し答えが求まる。


Push、Pop の操作は、スタックポインタ(Sp)に対して行われる。Spが示す要素は空の要素の


先頭である。Pushの場合は、データを格納してからSpのインクリメントを実行し、Pop の場合


は、Spのデクリメントを実行してから、抽出する。


設問


、配列の要素が数字以外の内容に変化した場合であり、１つ前の要素で数字の処理ａは


を行っていた場合に、処理した数字Ｔをスタックに格納する必要がある。１つ前の処理が数


字処理であったかどうかはNumF＝trueで判断できるため、答えはNumF = true となり、求め


る答えはウとなる。


、 、 、 、ｂは 数字処理結果Ｔをスタックに格納し 初期化する処理であるから T ← 0となり


求める答えはオとなる。


、 、 、ｃは－の記号の次に数字が来る場合であり 負数を意味するので NegF ← trueとなり


求める答えはイとなる。


、Pushの操作で、Ｔを格納して、スタックポインタのインクリメントの順序であるｄは


から、Stack[Sp] ← T、Sp ← Sp + 1 となり、求める答えはオとなる。


、 、 、 、ｅは Pop の操作で スタックポインタのデクリメントを実行してから 取り出すため


Sp ← Sp - 1、T ← Stack[Sp]となり、求める答えはエとなる。
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問080013解説
◆解答


設問 ａ キ ｂ エ ｃ カ ｄ ア


◆解説


目的地までの最短経路を求める問題である。


出発地からの最短距離の中継点を求めながら、目的地までの距離が最短になる経路を求める


問題である。


プログラムの構成


① 出発点からの最小距離Ｄ[Ｔ]の中継点Ｔを求める部分


② 出発点からの距離Ｄ[Ｙ]を修正する部分


③ 最短経路を出力する部分


最短経路の手順


① 出発地点から地点ｉまでの距離Ｄ(Ｙ)の中で、距離Ｄ[Ｙ]が最小になる地点Ｔを選び、


最小の距離Ｄ[Ｔ]、中継点Ｔを求め、Ｐ[Ｔ]＝１を設定する。


② 処理していないすべての地点(Ｐ[Ｙ]＝０の地点)に対して、出発地点から地点Ｔまでの


距離Ｄ[Ｔ]に、中継地点Ｔからの距離Ｃ[Ｔ，Ｙ]を加算した距離Ｄ[Ｙ]


Ｄ[Ｙ]＝Ｄ[Ｔ]＋Ｃ[Ｔ，Ｙ]


を求める。


③ ②で求めたＤ[Ｙ]と元のＤ[Ｙ]を比較して、②で求めたＤ[Ｙ]が小さい場合、Ｄ[Ｙ]の


値を修正し、Ｓ[Ｙ]＝Ｔを設定する。


最小値の設定


添字の初期値の設定


未調査点でＤ[Ｙ]の値が最小値


より小さい値の時に実行する


最小値の格納


最小地点の格納Ｄ[Ｙ]の最小の


地点を求める


最小の地点に調査


済みを格納する


中継点Ｔからの距


離を加算した距離


Ｄ[Ｙ]を求める


中継点からの距離を加算した値が元


のＤ[Ｙ]より小さい時に修正する


Ｄ[Ｙ]の修正


中継点Ｓ[Ｙ]の修正
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④ すべての地点について、③の処理を繰り返す。


⑤ すべての地点がＰ[Ｙ]＝１になるまで、①～④の処理を繰り返して実施する。


最短経路を求めるプログラムの処理手順


① 初期設定で出発地点１から各地点Ｙまでの距離Ｄ[Ｙ]、Ｐ[１]＝１、その他のＰ[Ｙ]に


は０、Ｓ[Ｙ]には１を格納し、次の表が求まる。


配列 [１] [２] [３] [４] [５] Ｔ


Ｐ １ ０ ０ ０ ０


Ｄ ∞ ３０ ∞ ２０ １２０ ４


Ｓ １ １ １ １ １


② 未調査の対象の地点に関して、最小値Ｚの値とＤ[Ｙ]の値を比較して、Ｄ[Ｙ]の値が小


さいときは、そのＤ[Ｙ]の値をＺに格納し、そのときのＹの値をＴに格納する。


③ すべての未調査地点に対して、①の操作を繰り返し、出発地点からの距離が最小となる


中継点Ｔを求め、Ｐ[Ｔ]＝１とする。


最小値Ｚ＝∞として、Ｄ[２]＝３０、Ｄ[３]＝∞、Ｄ[４]＝２０、Ｄ[５]＝１２０を順


次比較して、最小値Ｚ＝２０、Ｔ＝４、Ｐ[４]＝１を求める。


④ ③で求めた地点Ｔから、最初の未調査の地点(Ｐ[Ｙ]＝０の地点)までの距離Ｃ[Ｔ，Ｙ]


をＤ[Ｔ]に加算した値Ｄ[Ｙ]


Ｄ[Ｙ]＝Ｄ[Ｔ]＋Ｃ[Ｔ，Ｙ]


を求める。


⑤ ④で求めたＤ[Ｙ]と元のＤ[Ｙ]を比較して、④で求めたＤ[Ｙ]が小さい場合、Ｄ[Ｙ]に


④で求めたＤ[Ｙ]を格納し、Ｓ[Ｙ]＝Ｔとする。


配列 [１] [２] [３] [４] [５] Ｔ


Ｐ １ ０ ０ １ ０


Ｄ ∞ ３０ ７０ ２０ １１０ ４


Ｓ １ １ ４ １ ４


④、⑤の具体的な操作は次のようになる。


地点２までの距離Ｄ[２]＝∞であるから、元のＤ[２]＝３０のままとなる。


地点３までの距離Ｄ[３]を求める。


Ｄ[３]＝Ｄ[４]＋Ｃ[４、３]＝２０＋５０＝７０


元のＤ[３]＝∞が、Ｄ[３]＝７０に代わり、Ｓ[３]＝４となる。


地点５までの距離Ｄ[５]を求める。


Ｄ[５]＝Ｄ[４]＋Ｃ[４、５]＝２０＋９０＝１１０
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元のＤ[５]＝１２０が、Ｄ[５]＝１１０に代わり、Ｓ[５]＝４となる。


⑥ Ｘ←Ｘ＋１を実行して、②～⑤を繰り返す。


出発地点からの最小の中継点は２で、Ｄ[Ｙ]＝Ｄ[２]＋Ｃ[２、Ｙ]を求めて、表を修正


すると、次のようになる。


配列 [１] [２] [３] [４] [５] Ｔ


Ｐ １ ０ ０ １ ０


Ｄ ∞ ３０ ７０ ２０ １１０ ２


Ｐ １ １ ０ １ ０


Ｄ ∞ ３０ ７０ ２０ １１０


Ｓ １ １ ４ １ ４


出発地点からの最小の中継点は３で、Ｄ[Ｙ]＝Ｄ[３]＋Ｃ[３、Ｙ]を求めて、


Ｄ[３]＋Ｃ[３，５]＝７０＋３０＝１００


表を修正すると、次のようになる。


配列 [１] [２] [３] [４] [５] Ｔ


Ｐ １ １ ０ １ ０


Ｄ ∞ ３０ ７０ ２０ １１０ ３


Ｐ １ １ １ １ ０


Ｄ ∞ ３０ ７０ ２０ １００


Ｓ １ １ ４ １ ３


出発地点からの最小の中継点は５で、Ｄ[Ｙ]＝Ｄ[５]＋Ｃ[５、Ｙ]を求めて、表を修正


すると次のようになる。


配列 [１] [２] [３] [４] [５] Ｔ


Ｐ １ １ １ １ ０


Ｄ ∞ ３０ ７０ ２０ １００ ５


Ｐ １ １ １ １ １


Ｄ ∞ ３０ ７０ ２０ １００


Ｓ １ １ ４ １ ３


求める最短の経路は、①→④→③→⑤となる。


最短経路の出力処理


① 目的の地点から、逆の経路を辿り、最短経路を求めた直前の地点を順次求める。


② ①で求めた地点を後で求めたものから順次出力する。
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プログラムの構成


① 経路を逆に辿り地点を求める部分


② ①で求めた結果を逆の順序に出力する部分


設問


、Ｄ[Ｙ]とＺの値を比較して、Ｄ[Ｙ]の値が小さい場合に、Ｚ←Ｄ[Ｙ]の処理を行ａは


う。求める答えはキとなる。


、 ， 、 ， 、ｂは Ｄ[Ｙ]とＤ[Ｔ]＋Ｃ[Ｔ Ｙ]を比較して Ｄ[Ｔ]＋Ｃ[Ｔ Ｙ]の値が小さい場合


， 、 、Ｄ[Ｙ]←Ｄ[Ｔ]＋Ｃ[Ｔ Ｙ]の処理を行った後 直前の地点をＳ[Ｙ]に代入する処理であり


Ｓ[Ｙ]←Ｔとなり、求める答えはエとなる。


、最短経路を構成する地点を、目的の地点から逆に配列Ｗ[Ｘ]に格納する処理におｃは


いて、直前の地点を求める操作であり、Ｙ←Ｓ[Ｙ]となり、求める答えはカとなる。


、配列Ｗ[Ｘ]に格納した地点を最後に求めた地点から順次出力する処理の終了条件ｄは


を求める内容である。最後に求めたＷ[Ｘ]←Ｙに対応するＸの値を初期値として、Ｗ[１]に


なるまで、Ｘ－１→Ｘを繰り返し、Ｘ＝０になれば終了することになる。従って、繰り返し


の条件は、Ｗ＞０となり、求める答えはアとなる。


配列の後方から順次


Ｓ[Ｙ]の値を求める Ｓ[Ｙ]の値を


Ｙに格納する


Ｗ[Ｘ]の値を後方


から出力する


Ｘ＞０の間出力する








- 1 -


問080014解説
◆解答


設問 ａ ウ ｂ オ ｃ ア ｄ ク ｅ イ


◆解説


基数変換に関する問題である。


プログラムRadixconv を使用して、Ｍ進数字列をＮ進数字列に基数変換する。


処理手順は次のようになる。


① Ｍ進数の文字列から１文字を取り出す。


② １文字を整数型に変換する。


③ 整数型を整数の値に変換する。


④ Ｍ進数の数字をＮ進数に変換する。


⑤ Ｎ進数の数字を文字列に変換する。


１０進数の整数を２進数に変換する手順


① １０進数を２で割り商と余りを求める。


② 商が１になるまで①の演算を繰り返す。


③ 最後の商１を先頭に求めた余りを求めた順序とは逆に並べていく。


。④ ビット数を調整するために先頭に０を必要個数付加する


Radixconv の特徴


、 、 、 。① 文字型の整数値から １文字ずつ取り出し 関数ToInt で 整数型の整数値に変換する


② 関数MToInt で、Ｍ進数の整数値に変換する。


Val ← Val × Rdx + ToInt(Substr(Num,Idx,1))


Rdx はＭ進数の基数を表す。


③ その整数値を、Ｎ進数の基数で割って、商と余りを求める。


Rem ← Quo % Rdx


Quo ← Quo ÷ Rdx


Rdx はＮ進数の基数を表す。


④ 関数IntToNで、Ｎ進数字列に変換する。


数字列Fnumを基数Frdxの


整数型に変換する 基数Trdxに変換する
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プログラムの処理手順


① 数字列Numから、１文字を取り出し、Code[]の文字列と比較して、整数値に変換する。


② ①の変換をNumの文字列分実行し、Ｍ進数の整数値Valを求める。


③ ValをQuoに格納し、Quoの値がRdxよりも小さくなるまで、④～⑥の処理を繰り返す。


商Quoの値がRdxよりも小さくなると、⑦に進む。


④ Quoを基数Rdxで割って、余りRemを求める。


⑤ 余りRemを文字型に変換し、文字型Tmpに連結する。連結は次の順序になる。


Tmp ← ToStr(Rem) + Tmp


⑥ Quoを基数Rdxで割って、商Quoを求め、④に戻る。


⑦ 最後に求めた商Quoを文字型に変換し、次の順序でTmpと連結する。


Tmp ← ToStr(Quo) + Tmp


設問


は、Ｍ進数の文字列から１文字列取り出して、整数型に変換し、Ｍ進数の整数値を作ａ


成する処理であり、１文字を加算する場合、前に求めた数値を基数倍する必要がある。次の


式で求めることができる。


Val ← Val * Rdx + ToInt(Substr(Num,Idx,1))


求める答えはウとなる。


は、Ｎ進数の変換に使用する整数ValをQuoに格納する処理で、Quo ← Valとなり、求ｂ


める答えはオとなる。


Val×Rdxで基数Rdxの桁上げを実行する


数字列からIdx番目の１文字を取り


出して整数型に変換して連結する
Valの値を戻す


ValをQuoに格納する


Quoを基数で割って余りを求める


求めた余りを文字列に変換


し、文字列の前に付ける


Quoを基数で割って商を求める


最後に求めた商を文字


列に変換し、文字列の


先頭に付ける
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は、QuoをRdxで割って、商Quoを求める処理であり、Quo ← Quo ÷ Rdx となり、求めｃ


る答えはアとなる。


は、最後に求めた商をＮ進数の文字列に連結する処理であり、ｄ


Tmp ← ToStr(Quo) + Tmp


となり、求める答えはクとなる。


は、Numから１文字取り出した後、文字型を整数型に変換する処理で、引数Ｐの文字型ｅ


が P > code[Idx] の間、Idx ← Idx + 1 を繰り返す処理であり、答えは、P > code[Idx]


となり、求める答えはイとなる。
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問080015解説
◆解答


設問１ ａ ウ ｂ ア


設問２ ｃ キ ｄ ウ


設問３ エ


◆解説


ヒープソートで昇順に整列する問題である。


最初に要素数Num のヒープを作成し、作成したヒープ木を使用して、根の部分の最大値を取


り出し、配列の最後の要素から順次格納して整列する。


ヒープ木の配列の要素番号は、根の番号をｉとすると、左の子は２ｉ、右の子は２ｉ＋１と


なる。


最初のヒープ木の作成と根と最後の要素の交換、および最後の要素の取り除きのプログラム


は次のようになる。


ヒープを作り直す手順


① 木の根を親とし、子の節がなければ終了する。


② ２分木の２つの子のうち、大きい方の値と親の値を比較する。


③ 親の値が小さいと、親と子を交換する。


④ 親が大きいと、何もしないで終了する。


⑤ 交換した子の節を根として、②～⑤を繰り返す。


整列の手順


① ２分木を構成している整列対象の要素を入れ替えてヒープを作る。


② 木の根に整列対象の最大の要素が入る。


③ 木の根の値と木の最後の節の値を交換する。


④ 木の最後の節を取り除く。


⑤ ①～④を繰り返すと、配列の後方から大きい順に並べることができる。


最初にヒープを作成


最後の要素と根の


要素を交換する


最後の要素を除いて


ヒープを作成する。


要素の数を１つず


つ少なくしなが


ら、根１つになる


まで繰り返す
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⑥ 木の根だけになると、終了する。


ヒープ並べ替えのプログラム


ヒープ作り直しの具体例


左の子の要素番号


右の子がある場合


左の子がある場合


左の子＜右の子


親＜右の子


Ｒを根にして、ヒープ


の並べ替えを行う


親＜左の子


Ｌを根にして、ヒープ


の並べ替えを行う


右の子が存在しないため


左の子とのみ比較する


左の子かある場合


左の子がなくなるとヒープの並べ替え終了する


１２


８６ ７２


７２ ４５ ６９ ２４


５５ １


８６


１２ ７２


７２ ４５ ６９ ２４


５５ １


８６


７２ ７２


１２ ４５ ６９ ２４


５５ １


８６


７２ ７２


５５ ４５ ６９ ２４


１２ １


MakeHeap(１,９)


Ｒ＝３＜９


MakeHeap(４,９)


Ｒ＝９＝９


MakeHeap(２,９)


Ｒ＝５＜９


MakeHeap(８,９)


Ｒ＝１７＞９







- 3 -


Ａ[１]とＡ[10]を入れ替えると、根の値が１２となり、ヒープの並べ替えを次の①～⑧の


順序で実行する。


① MakeHeap(１、９)で呼出を実行する。


② Ｒ＝３、Last＝９で、１２と８６が入れ替わり、１２はＡ[２]となる。


③ MakeHeap(２、９)で、再帰呼出を実行する。


④ Ｒ＝５、Last＝９で、７２と１２が入れ替わり、１２はＡ[４]となる。


⑤ MakeHeap(４、９)で、再帰呼出を実行する。


⑥ Ｒ＝９、Last＝９で、５５と１２が入れ替わり、１２はＡ[８]となる。


⑦ MakeHeap(８、９)で、再帰呼出を実行する。


⑧ Ｒ＝１７、Last＝９で、入れ替えは実行しないで、再帰呼出から脱出し、HeapSortの


関数に戻る。


MakeHeepを使用したヒープの作成要領


設問１


は、ヒープ木の左の要素番号であり、根の要素番号をTop とすると、Top×２となり、ａ


求める答えはウとなる。


は、親の左の子が存在する場合で、Ｌ≦Lastとなり、求める答えはアとなる。ｂ


設問２


ヒープ作り直しの具体例に示す内容からｃ、ｄを求める。


は、１２の添字の番号で８となり、求める答えはキとなる。ｃ


は、節の交換回数は、根とＡ[10}の交換１回とヒープの交換３回を含めると、合計４ｄ


回であり、求める答えはウとなる。


１


２ ３


４ ５ ６ ７


12 13


この部分木の要素番号


６からスタートして、


要素番号１までヒープ


を実行する


次のヒープのスタート


６、５、…、２、１と順次


ヒープを繰り返し実行する


８ ９ 10 11
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設問３


MakeHeepを使用したヒープの作成要領の図に示すように、Lastを含む節数３または２の部


分木からヒープを開始し、順次根の要素に向かって実行する。


最初に対象になる部分木は、Last÷２を根とする部分木で、対象の要素は根が６、左の節


が１２、右の節か１３となる。idx＝６となり、MakeHeap(６，１３)となる。


次に対象になるのはidx＝５で、根の要素５、左の要素が１０、右の要素が１１の部分木


になり、MakeHeap(５，１３)となる。


次に対象になるのはidx＝４で、根の要素４、左の要素が８、右の要素が９の部分木にな


り、MakeHeap(４，１３)となる。


次に対象になるのはidx＝３で、MakeHeap(３，１３)となる。


同様にして、これを順次、idx＝１になり、MakeHeap(１，１３)になるまで繰り返すこと


になる。


従って、idx:Last÷２,idx≧１,－１となり、求める答えはエとなる。
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問080016解説
◆解答


設問１ ａ ア ｂ ウ ｃ エ ｄ エ


設問２ イ


設問３ カ


◆解説


スタックを用いて、中置表記法を後置表記法に変換するプログラムである。


プログラム説明のポイント


(１) 中置表記法の要素、その優先度


(２) スタックの底EOS の優先度を－１とする。


(３) toPostfix の処理手順


(４) 配列Exptext から取り出した要素とスタックの先頭の要素の優先度を比較し、優先度


の高い方を処理する。


(５) 配列Exptext から取り出した要素の優先度が高い場合はスタックに格納する。


(６) スタックの先頭の要素の優先度が高い場合は、スタックから取り出し、Postfix に格


納する。


(７) スタックの先頭が要素“ ”の場合、配列Exptext から取り出した要素が “ ”でな（ 、 ）


ければ、すべてスタックに格納する。


(８) 配列Exptext から取り出した要素が“ ”の場合、スタック内のすべての要素を一つ）


取り出し、要素“ ”でなければ、Postfix に格納する。（


(９) スタック内の要素“ ”は要素“ ”とペアになって初めてスタックから取り出せる。（ ）


プログラムの構成


(１) 配列Exptext の要素とスタックの先頭の要素の優先度を比較して処理する部分


① スタックの要素の優先度が高く “ ”でないときは、スタックの要素を出力する。、（


② 配列Exptext の要素の優先度が高く “ ”でないときは、配列Exptext の要素をス、 ）


タックにブッシュする。


③ 配列Exptext の要素が“ ”のときは、スタックの“ ”をポップする。） （


(２) 配列Exptext の要素の処理完了後、スタック内の残った要素を処理する部分


(具体例４×(９＋３)を使用)toPostfix の処理手順


① 初期化する。


② 配列Exptext の先頭の要素４とEOS を比較する。先頭の要素４の優先度が高いため要素


４をスタックに格納する。


③ 配列Exptext の要素×とスタックの要素４を比較する。要素４の優先度が高いため、要


素４をスタックから取り出し、Postfix に格納する。


⑤ 配列Exptext の要素×とEOS を比較する。要素×の優先度が高いため、スタックに格納
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する。


⑥ 配列Exptext の要素“ ”とスタックの要素×を比較する。要素“ ”の優先度が高い（ （


ため、スタックに格納する。


⑦ 配列Exptext の要素９とスタックの要素“ ”を比較する。スタックの要素が“ ”の（ （


ため、要素９をスタックに格納する。


⑧ 配列Exptext の要素９とスタックの要素＋を比較する。要素９の優先度が高いため、要


素９をスタックから取り出し、Postfix に格納する。


⑨ 配列Exptext の要素＋とスタックの要素“ ”を比較する。スタックの要素が“ ”の（ （


ため、要素＋をスタックに格納する。


⑩ 配列Exptext の要素３とスタックの要素＋を比較する。要素３の優先度が高いため、ス


タックに格納する。


“）” 。 、⑪ 配列Exptext の要素 とスタックの要素３を比較する 要素３の優先度が高いため


要素３をスタックから取り出し、Postfix に格納する。


“）” 。 、⑫ 配列Exptext の要素 とスタックの要素＋を比較する 要素＋の優先度が高いため


要素＋をスタックから取り出し、Postfix に格納する。


⑬ 配列Exptext の要素“ ”とスタックの要素“ ”を比較する。スタックの要素が“ ”） （ （


であるため、要素“ ”をスタックから取り出す。（


⑭ 要素×をスタックから取り出し、Postfix に格納する。


⑮ 要素EOS を取り出して処理を終了する。


toPostfix の処理手順の①～⑮のうち、①～⑬が配列Exptext の要素とスタックの先頭の要


素の優先度を比較して処理する部分である。


配列の要素とスタックの要素


の優先度の比較


スタックの要素を出力


出力先配列のインクリメント
配列の要素の優先


度が高い場合、ス


タックに格納する


スタックの要素の


優先度が高い場合


の処理


配列の要素が“)”の場合の


スタックからの取り出し


配列の要素の完了


後のスタック内の


残り要素の処理


取り出した要素がEOS


でない間の処理


取り出した要素がEOSの場合の処理


出力配列の大きさ
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⑭、⑮はスタックの残りの要素を取り出す部分である。


設問１


は、配列Exptext の要素を１要素ずつ取り出し、スタックの先頭要素と比較する場合ａ


の配列Exptext の要素の取り出し条件と操作であるから、初期条件はｉ＝０、ｉのインクリ


メントを行い、終了条件はｉ＜Textlen となる。求める答えはアとなる。


は、配列Postfix のインクリメントであるからｋ←ｋ＋１となり、求める答えはウとｂ


なる。


、 、ｃは 配列Exptext の要素の処理をすべて完了した後のスタック内の要素の処理であり


スタックの最後の要素EOS になるまで、スタック内のすべての要素を１ずつ取り出す処理に


なる。取り出した要素はworkにあるため、work≠EOS となり、求める答えはエとなる。


は、出力配列の大きさで、配列Postfix に格納した要素数である。要素数ｋは初期値ｄ


が０であり、１つ格納するたびにインクリメントを実行しているため、最後に格納してｋの


インクリメントを実行したｋの値が配列の大きさになる。求める答えはエとなる。


設問２


与えられたExptext の内容を実行すると次のようになる。


① 要素“ ”をスタックにプッシュする。（


② 要素２をスタックにプッシュする。


③ 要素２と要素＋を比較、要素２を出力、要素＋をスタックにプッシュする。


④ 要素＋と要素４を比較、要素４をスタックにプッシュする。


⑤ 要素“ ”と要素４を比較、要素４を出力する。）


⑥ 要素“ ”と要素＋を比較、要素＋を出力する。）


⑦ 要素“ ”と要素“ ”を比較、要素“ ”をスタックから取り出す。） （ （


⑧ 要素×をスタックにプッシュする。


⑨ 要素３と要素×を比較、要素３をスタックにプッシュする。


⑩ 要素＋と要素３を比較、要素３を出力、要素×を出力、要素＋をスタックにプッシュ


する。


⑪ 要素５と要素＋を比較、要素５をスタックにプッシュする。


⑫ 要素×と要素５を比較、要素５を出力、要素×をスタックにプッシュする。


⑬ 要素６と要素×を比較、要素６をスタックにプッシュする。


出力内容は ２４＋３×５となる。求める答えはイとなる。


設問３


指定された要素をelement、 文字型配列elem[ｉ]に数字、演算子、括弧、スタック制御文


字を格納し、文字型配列elem[ｉ]の添字ｉに対応する配列priority[ｉ]から優先度を求める


関係にある。従って、element≠elem[ｉ]の間、ｉ←ｉ＋１を実行し、element＝elem[ｉ]と


なった時点のｉを使用してpriority[ｉ]で優先度を求める。求める答えはカとなる。
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問080017解説
◆解答


設問１ ａ オ ｂ エ ｃ ウ ｄ ケ


設問２ ｅ ウ ｆ ア


◆解説


ディスクにファイルの領域を確保するプログラムの問題である。


次の２つのプログラムで構成されている。


① ファイルの領域を確保する手順


② ファイルを削除するプログラム


ファイルの管理は次の２つのテーブルを使用する。


① ファイル管理テーブル(ＦＣＴ)


② ファイル割当テーブル(ＦＡＴ)


ファイルの領域を確保していく手順


① ＦＡＴの最初の空き要素とファイル領域に必要なクラスタ数を確保する。


② ClstNum が正である間、次の③～⑥の処理を繰り返す。


③ 空き要素番号をWkに格納し、Idx をインクリメントする。


④ 次の空き要素が見つかるまで、Idx のインクリメントを行う。


⑤ 空き要素が見つかると、その要素番号をFAT[Wk]に格納する。


⑥ ClstNum のディクリメントを行い、②に戻る。


ＦＡＴの最初の空き


要素の番号を設定


２番目以降の空き領域の確保


先頭で確保した残りの要素数


順次空き要素をリスト


構造で繋いでいく


ＦＡＴに空き領域が無い場合のエラー処理
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ファイル領域の確保の考え方


ファイルサイズとクラスタのサイズが既知であるから、これを利用してクラスタの個数を求


める。ファイルサイズをクラスタのサイズで割ると、必要クラスタよりも一つ少ないクラスタ


数が求まる。従って、FileSize÷CSIZE＋１となるが、この場合、FileSizeがCSIZEの倍数の場


合、クラスタ数が１つ大きくなる。従って、(FileSize＋(CSIZE－１))÷CSIZEで計算し、演算


結果の小数以下を切り捨てると正しいクラスタ数を求めることができる。


ＦＣＴへの書き込み処理


、 。① ＦＣＴに書き込む前に ＦＡＴ内のファイルの最後の要素に－１を書き込む処理を行う


② ＦＣＴ内の空き要素を調べる。


③ 空き要素が見つかると、そこにファイル名、書込日時、ファイルサイズ、最初の要素番


号を書き込む。


④ 最初の要素番号が見つからない場合、エラー処理を行う。


エラーが発生した場合の領域の解放


確保した最初の要素番号から順次、領域の解放を実行する。データ構造はリストであるか


ら、リストの特徴を利用して処理を進める。


ＦＡＴにファイルエンド


を書き込む処理


ＦＣＴの空き要素の探索


ＦＣＴの空き要素に


必要情報を格納


ＦＣＴに空き要素が無い場合のエラー処理


ファイルの最初の要素番号の格納


次の要素番号をWkに格納現在の要素番号の


領域を解放する


次の要素番号WkをIdx


に格納する
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擬似言語の繰り返し、分岐の条件の設定


表に示すように、擬似言語のプログラムでは、繰り返しの条件は、｢条件が真の場合に、繰


り返しを実行する｣ケースが一般的であり、分岐の条件の場合も、処理を実行するかしないか


の場合、｢条件が真の場合に実行する｣ケースが一般的である。


流れ図のように繰り返しが脱出条件でないので注意する必要がある。


最初の要素番号の探索


ＦＣＴのレコードがあり、ファイ


ル名が一致しない間、繰り返す。


Idxの値がCMAXを超えている


とエラー処理する
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設問１


求める答えは解説のファイル領域の確保の考え方に従って、FileSize＋(CSIZE－１)ａの


÷CSIZE となり、求める答えはオとなる。


、次の要素番号と前の要素番号をリストで結ぶ処理であり、前の要素番号はWkに格ｂは


納されており、次の要素番号はIdxであるため、FAT[Wk]←Idxとなり、求める答えはエとな


る。


、書き込んだＦＡＴの最後の要素にファイルエンドの－１を書き込む操作であり、ｃは


この時点のIdx が最後の要素番号を示しているからFAT[Idx]←-1となり、求める答えはウと


なる。


、エラーが発生した場合の既に確保済みの領域の解放処理である。ＦＡＴの領域にｄは


は次の要素番号が格納されているから、その領域を解放する前にそのデータを別の領域Wkに


退避させる必要がある。そのための操作がWk←FAT[Idx]であり、次の要素の探索にこのWkを


使用するためIdx←Wk の処理を行う。求める答えはケとなる。


設問２


ファイルの削除は、登録したファイルのＦＡＴ上の最初の要素番号を探索し、それ以降で


領域を確保した要素番号を解放すればよいことになる。


この問題では、最初の要素番号の探索の繰り返し条件の設定と領域が確保されている場合


の領域の解放処理の条件の設定が問題になっている。


、最初の要素番号を探索する繰り返し条件であるから、与えられたファイル名とＦｅは


ＣＴのファイル名が一致しないくて、ＦＣＴにレコードが存在する条件が同時に成り立つと


き探索を繰り返すことになる。従って、Idx ≦ CMAX and FCT[Idx].Name ≠ FileName とな


り、求める答えはウとなる。


、エラーが発生していなければ、CMAXの範囲内を、ファイルのエンドマーク－１がｆは


現れるまで、リスト構造の特徴を利用して、関係する要素を一つずつ解放する処理し、エラ


ーが発生するとエラー処理をする。従って、処理する範囲はIdx ≦ CMAX となり、求める答


えはアとなる。
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問080018解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ ア ｃ イ


設問２ ｄ ア ｅ カ


◆解説


タブ文字を展開する問題である。


配列Srcの要素にタブ文字を検出すると、その次の文字を出力配列の次のタブ位置に出力す


る。出力配列の次のタブ位置までの各要素には空白を格納する。


出力配列の文字格納位置とタブ位置の関係は次のようになる。


① 文字格納位置が次のタブ位置の直前の場合は次のタブ位置に出力する。


② 文字格納位置がタブ位置の場合、次のタブ位置に出力する。


タブ位置は、Ｎ＝１、２、３、…とすると、次の計算式で求めることができる。


タブ位置要素番号＝先頭要素番号(１)＋タブ間隔×Ｎ


タブ間隔が８の場合、タブ位置は、９、１７、２５、３３、…となる。


出力位置とタブ位置の関係は、出力位置の要素番号が１～８はタブ位置は９、９～１６はタ


ブ位置が１７、１７～２４はタブ位置が２５、以下同様になる。


出力位置 タブ位置 両者の関係(Ｎ)


１～８ ９ (出力位置－１＋タブ間隔)÷タブ間隔＝１


９～１６ １７ (出力位置－１＋タブ間隔)÷タブ間隔＝２


１７～２４ ２５ (出力位置－１＋タブ間隔)÷タブ間隔＝３


２５～３２ ３３ (出力位置－１＋タブ間隔)÷タブ間隔＝４


… … …


入力配列の要素


番号の初期化


出力配列の要素


番号の初期化
次のタブ位置の計算


Didx + TabGap - 1


空白の出力


Didx + 1 → Didx


Dst[Didx] ← Src[Sidx]
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次のタブ位置がタブ配列で与えられる場合は、出力位置がタブ配列の値よりも小さい場合はそ


の値を使用し、そうでない場合はタブ配列をインクリメントし、新しいタブ配列の値を求める。


設問１


は、出力位置と次のタブ位置との関係Ｎで、次の式で計算する。ａ


Ｎ＝(出力位置－１＋タブ間隔)÷タブ間隔


となり、Didx + TabGap - 1で、求める答えはエとなる。


は、次のタブ位置までの空白を格納するときの出力配列のインクリメントで、Didx +ｂ


1→ Didx となり、求める答えはアとなる。


、 、 、ｃは 入力配列の１文字を出力配列に格納する処理で Dst[Didx] ← Src[Sidx]となり


求める答えはイとなる。


設問２


は、タフ配列の次のタブ位置の設定であるから、TabPos ← TabSet[Tidx]となり、求ｄ


める答えはアとなる。


は、タブ位置を決めるためのタブ配列の添字の操作で、Tidx ← Tidx + 1となり、求ｅ


める答えはカとなる。


出力位置＜次のタブ位置


TabPos ← TabSet[Tidx]


次のタブ位置の決定


タブ配列の操作


空白の格納


出力配列に


文字を格納


最後のタブ位置


以降の処理
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問080019解説
◆解答


設問１ ａ ウ ｂ エ ｃ オ


設問２ ｄ イ ｅ カ ｆ イ


設問３ ウ


◆解説


挿入ソートに関する問題である。


基本挿入法


整列済みのデータ系列に対して、データを１件ずつ正規の位置に挿入し、その位置以降の


、 。 、データを順次後方に移動させて 並べ替える方法である 新しいデータの挿入位置の決定は


列の後方から比較して順次前方に向かって調べる。


基本挿入法の手順


① 整列済みのデータの最後方の要素の次に新しいデータを位置づける。


② 新しいデータと整列済みの最後方のデータを比較して、大小関係が異なると、二つのデ


ータを交換する。


③ 交換すると、整列済みの次の前のデータと新しいデータを比較して、大小関係が異なる


と、二つのデータを入れ替える。


④ 比較する二つのデータが異なる間、②～③の操作を繰り返す。


⑤ 大小関係が正しくなると、その位置が新しいデータの挿入位置になる。


⑥ 新しいデータがなくなるまで、①～⑤の操作を繰り返す。


基本挿入法の比較回数


基本挿入法の比較回数はｎ に比例する。２


プログラムの処理手順


① Idx1の初期値を１とし、Idx1がＮを超えるまで、Idx1をインクリメントしながら、次の


②～⑥の処理を繰り返す。Idx1がＮを超えると繰り返しを終了する。


１０７ １５３ ５


昇順に整列


整列済みのデータ 新しいデータを挿入する


整列済みのデータ群の後方から、順次新しいデータ


と比較して、新しいデータが小さいと交換する


３ ５ １０７ １５
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、 、 、 。② A[Idx1]をTmpに格納し Idx2にIdx1 - 1を格納 Loopをtrueにして 次の処理③に移る


③ Idx2≧０で、かつLoopがtrueの間、次の④～⑤の処理を繰り返す。Idx2＜０またはLoop


がfalse になると、繰り返しの処理から抜け、処理⑥に移る。


④ A[Idx2]＞Temp ならば、A[Idx2 + 1]←A[Idx2]、Idx2←Idx2 - 1の処理を行い、処理③


に戻る。


⑤ A[Idx2]≦Temp ならば、Loopをfalse とし、処理③に戻る。


⑥ A[Idx2 + 1]にtmpを格納し、①に戻る。


設問１


は、整列済みの配列の最後の要素番号で、新たに挿入する配列の一つ前の要素番号でａ


あるから、Idx1 - 1となり、求める答はウとなる。


は、Tmpに格納した新たに挿入する配列の要素とA[Idx2]と比較して、A[Idx2]が大きいｂ


場合の処理で、一つ後ろの要素に移動させる。A[Idx2 + 1]←A[Idx2]となり、求める答はエ


となる。


は、A[Idx2]とTmpを比較して、Tmpの値が大きくなった場合のTmpの格納位置を求めるｃ


内容であり、A[Idx2]の一つ後ろの要素に格納する。A[Idx2 + 1]←Tmpとなり、求める答は


オとなる。


設問２


は例１の場合の入替の回数である。ｄ


０１、０１４、０１４３→０１３４(１回)、０１３４２→０１２３４(２回)、０１２３


４５、０１２３４５６となり、合計３回となる。求める答はイとなる。


は例２の場合の入替の回数である。ｅ


６５→５６(１回)、５６４→４５６(２回)、４５６３→３４５６(３回)、３４５６２→


２３４５６(４回)、２３４５６１→１２３４５６(５回)、１２３４５６０→０１２３４


Idx1の値がＮを超えるまで


Idx1をインクリメントしな


がら次の処理を繰り返す


Idx1 - 1をIdx2に格納する


Idx2をIdx2 + 1に


格納する。


Tempの内容をA[Idx2 + 1]


に格納する。
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５６(６回)となり、合計２１回となる。 求める答はカとなる。


はA[Idx2]＞Tmpの場合とA[Idx2]≧Tmpの場合の比較を例３について考える。ｆ


A[Idx2]＞Tmpの場合


３３、３３１→１３３(２回)、１３３５、１３３５４→１３３４５(１回)、１３３４５


５、１３３４５５２→１２３３４５５(５回)となり、合計８回となる。


A[Idx2]≧Tmpの場合


、 、 、 、３３→３３(１回) ３３１→１３３(２回) １３３５ １３３５４→１３３４５(１回)


１３３４５５→１３３４５５(１回)、１３３４５５２→１２３３４５５(５回)となり、


合計１０回となる。


整列は正しく行われて、元の条件式の場合と比べて実行ステップ数は多くなる。求める答


はイとなる。


設問３


１０００個のデータでInsertSortとQuickSortの実行時間を比較すると


IS：QS＝１０：１


となる。


実行時間は、InsertSortはｎ に比例し、QuickSortはｎｌｏｇ ｎに比例する。１０００２
２


個と１００００００個の実行時間を求めると


InsertSortの場合、１０００の場合は１０ 、１００００００の場合は１０ となる。６ １２


両者の比率は(１０ )／(１０ )＝１０ となる。１２ ６ ６


QuickSortの場合、１０００の場合は１０ ｌｏｇ １０ ＝１０ 、１００００００の場合３ ３ ４
２


は１０ ｌｏｇ １０ ＝２×１０ となる。６ ６ ７
２


両者の比率は、(２×１０ )／(１０ )＝２×１０ となる。７ ４ ３


１００００００個の場合のISとQSの比較は


IS：QS＝１０ ：２×１０ ＝１：(２×１０ )／(１０ )＝１：１／５０００７ ３ ３ ７


QuickSortはInsertSortの１／５０００となる。求める答はウとなる。
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問080020解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ ウ ｃ エ ｄ ア


設問２ ｅ ア ｆ ウ


◆解説


１０進数の実数を１０進数文字列に変換する問題である。


プログラムの構成


① 符号の処理


負数の場合は－の符号を配列に格納し、正数に変換する。


② 整数部の値をスタックに積む処理


１の位から各桁の整数値を抽出して、文字型に変換してスタックに積む。


③ 配列に格納する処理


スタックから各桁の値を取り出し、出力配列に格納する。


④ 小数点の処理


与えられた１０進数が小数の場合の処理である。


⑤ 小数部の処理


小数部分の各桁の数値を抽出して、文字型に変換し、出力配列に格納する。


プログラムの処理手順


① 出力配列の要素番号Ｌを０で初期化する。


② 与えられた１０進数Float≧０ならば、変数ＦにFloatを格納し、Float＜０ならば、－


の符号を格納して、絶対値を変数Ｆに格納する。


③ スタックに終端記号＃をプッシュし、変数Ｆの整数部の値をFintに格納する。


④ Fintの値が正の間、次の⑤～⑦の処理を繰り返す。Fintが０になると、処理⑧に移る。


⑤ 各桁の数値を抽出するためにFint - (Fint ÷ 10) × 10 を計算する。


⑥ ⑤で求めた数値を文字型に変換してスタックにプッシュする。


⑦ 次の桁の数値を抽出するために、Fint ÷ 10の処理を行い、処理④に戻る。


⑧ スタックから値を取り出して、Ｔに格納する。


⑨ Ｔが＃になるまで、スタックから取り出したＴの数値を、Ｌのインクリメントを実行し


ながら、出力配列Out(L)に出力する。スタックから＃をポップすると、次の処理に移る。


⑩ 正または負の場合で、与えられた数値が小数の時(L = 0またはL = 1かつOut[0] = "-")


は、Out[L]に０を格納し、Ｌをインクリメントする。


⑪ 次の出力配列の要素Out[L]に小数点を格納して、Ｌをインクリメントし、Fdecに小数部


分の値を格納する。


⑫ Ｎの初期値を１として、Ｎの値が小数の桁数(Num)になるまで、Ｎをインクリメントし


ながら、次の⑬～⑭の処理を繰り返す。Ｎ＞Numになると、処理⑮に移る。
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⑬ Fdecの値を１０倍して、小数１位の桁数を、Idxに抽出し、その数値を文字型に変換し


て、出力配列Out[L]に出力し、Ｌをインクリメントする。


⑭ 小数２桁以降の数値を順次抽出するために、Fdec - Int(Fdec)を求め、Fdecに格納し、


処理⑫に戻る。


⑮ Lenに配列の大きさを格納して終了する。


与えられた数値が


負数の場合の処理


整数部の１桁の数値を


抽出する処理文字型に変換し


プッシュする
次の桁を抽出する


ための処理


スタックからポップし


配列に格納する


小数点を配列に格納


小数表示のために１位


の桁に０を格納する


小数１位の数値を整数


１位の桁に移動する


１桁の数値を抽出


文字型に変換し、配列


に出力する


小数２桁以降の数値を


抽出するための処理
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設問１


は、次の１桁の数値を抽出するための前処理であり、Fint ÷ １０となる。求める答ａ


はエとなる。


、 、 、ｂは 与えられた数値が小数の場合の処理で 整数部分が存在しないため正数の場合は


Ｌ＝０、負数の場合はＬ＝１でかつOut[0]＝"－"の条件となる。求める答はウとなる。


、 、 、ｃは 小数１位の桁を抽出する処理であり 次の処理で小数以下を切り捨てているため


Fdec × １０となり、求める答はエとなる。


は、次の小数２位以下の各桁の数値を順次抽出する準備の処理であるから、現在のFdeｄ


cの値から整数部分を除いた値となり、Fdec - Int(Fdec)となり、求める答はアとなる。


設問２


は、与えられた実数が負数の小数ため、Fint＝０となり、αの行の実行回数は０となｅ


る。求める答はアとなる。


は、小数の０.０１２であり、出力するのは小数の第２位までであるから、βの行の実ｆ


行回数は０、１の２回となる。求める答はウとなる。
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問080021解説
◆解答


設問１ ａ ア ｂ イ


設問２ ウ


◆解説


テキスト文字列とパターン文字列の照合の問題である。


力任せの探索法の手順


① 一つのポインタｉをテキスト上に、もう一つのポインタｋをパターン上に置き、ｉおよ


びｋを０で初期化する。


② テキスト上にポインタｉを先頭に長さｍの部分文字列を作成し、部分文字列の要素の添


字をｉ＋ｊで表す。


③ 添字ｊおよびｋを操作して、テキスト上の部分文字列とパターン文字列の対応する要素


を比較する。


④ 対応する要素の内容が一致するとき、ｊおよびｋのインクリメントを行い、パターンの


長さに等しい一致が生じると照合が得られる。


⑤ 対応する要素の内容が比較途中で不一致になるかまたは照合が得られた場合、パターン


の添字ｋをリセットし、テキスト上のポインタｉをインクリメントし、②に戻る。


⑥ ｉがテキスト上のｎ－ｍの要素を超えると文字列の探索を終了する。


カウンタの初期化


テキスト文字列


添字の初期化
文字列照合の終了条件


照合操作の初期化


文字列の照合


部分文字列とパターン文字列


の要素の照合継続の条件


比較した要素の文字が一致


比較した要素の文字が不一致


部分文字列の添字


パターン文字列の添字


照合が一致した場合


にカウントする


テキスト文字列の添字
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設問１


は文字列照合の終了条件である。照合の終了位置は最後の要素番号からパターン文字ａ


列の長さから１減じた位置になる。最後の要素番号はTextlen－１であるから、部分文字列


の先頭位置をｉとすると、終了位置は次の式から求めることができる。


ｉ＋(Patlen－１)＝Textlen－１


ｉ＋Patlen＝Textlen


従って、ａの照合を繰り返す条件はｉ＋Patlen≦Textlenとなり、求める答えはアとなる。


はテキストの部分文字列とパターン文字列の比較した要素が一致した場合の処理であｂ


り、対応する要素の文字が一致した場合、部分文字列の添字ｊとパターン文字列の添字ｋを


インクリメントするため、ｂの答えはSourceText[j] = Pattern[k]となり、求める答えはイ


となる。


設問２


部分文字列とパターン文字列の照合が成立するのは、ｋ＝Patlenの場合で、Counterのイ


ンクリメントと同時に、つぎの部分文字列の先頭位置をｉ＋Patlenに移動させる。照合が途


中で不一致になると、ｋ≠Patlenとなり、部分文字列の先頭位置はｉのインクリメントで求


める。α部分の求める答えはウとなる。
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問080022解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ オ ｃ イ ｄ ア


設問２ オ


◆解説


リスト構造に関する問題である。


リスト構造のデータ部から文字列を探索し、探索した文字列をリストの先頭に挿入する処理


である。次の３つの処理で構成されている。


① リストの線形探索


② 探索文字列をリストから削除する処理


③ 探索文字列をリストの先頭に挿入する処理


リストの削除


削除するデータの直前のデータのポインタ部を修正することによって行う。


リストの削除の手順


① メモリ上にアドレスを格納する領域Ｑを確保し、ルート部の情報から最初のデータを読


む。


② 最初のデータが削除するデータならば、最初のデータのポインタ部の情報をルート部に


格納し、処理を終了する。


③ 探索したデータが削除するデータでないならば、探索したデータのアドレスをメモリ領


域Ｑに格納し、探索したデータのポインタ部の情報から次の探索するデータのアドレスを


知る。


④ 探索したデータが削除するデータの場合、削除するデータのポインタ部の情報を用いて


メモリ領域Ｑのデータのポインタ部の内容を修正し、処理を終了する。


⑤ 最後のデータになるまで、③に戻り処理を繰り返す。


⑥ 最後のデータに達しても探索するデータでない場合、処理を終了する。


リストの挿入


挿入するデータの直前のデータのポインタ部の書き換えと挿入するデータのポインタ部へ


の書き込みによって行われる。


最後のデータ


片方向リスト×


ルート部


Ａ Ｂ Ｃ


削除する


Ａデータのポインタ部をＣのアドレスに変更する


××
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特定データの直後に挿入


挿入位置を線形探索で決定し、挿入位置のデータのポインタ部の書き換えと新しく挿入す


るデータのポインタ部への情報の書き込みによって行う。挿入位置のデータのポインタ部の


情報を挿入するデータのポインタ部に格納し、挿入位置のデータのポインタ部に新しく挿入


するデータのアドレスを格納する。


特定データの直後に挿入する手順


① メモリ上のデータ列の先頭位置にデータを挿入する場合、ルート部の情報を挿入するデ


ータのポインタ部に格納し、ルート部の内容を挿入するデータのアドレスに書き換える。


② 最初のデータが挿入位置ならば、挿入位置のデータのポインタ部の情報を挿入するデー


タのポインタ部に格納し、挿入するデータのアドレスを挿入位置のデータのポインタ部に


格納し、処理を終了する。


③ 探索したデータが挿入位置でないならば、探索したデータのポインタ部の情報から次の


探索するデータのアドレスを知る。


④ 探索したデータが挿入位置のデータの場合、挿入位置のデータのポインタ部の情報を挿


入するデータのポインタ部に格納し、挿入するデータのアドレスを挿入位置のデータのポ


インタ部に格納し、処理を終了する。


⑤ 最後のデータになるまで、③に戻り処理を繰り返す。


⑥ 最後のデータに達しても挿入位置がない場合、処理を終了する。


特定データの直前に挿入


挿入位置を線形探索で決定し、挿入位置の直前のデータのポインタ部の書き換えと新しく


挿入するデータのポインタ部への情報の書き込みによって行う。線形探索で挿入位置を探索


する場合、探索データの直前のデータのアドレスを特定の記憶領域に格納する。探索直前の


データのアドレスを記憶していないと、挿入直前のデータのポインタ部を書き換えることが


できなくなる。挿入位置の直前のデータのポインタ部の情報を挿入するデータのポインタ部


に格納し、挿入位置の直前のデータのポインタ部に新しく挿入するデータのアドレスを格納


する。


最後のデータルート部


リストの頭 リストの底


データＣの直後にデータＸを挿入する


×


②データＸのアド


レスを格納


①データＣのポインタ部


の情報を格納
(注)①②の順序が重要
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特定データの直前に挿入する手順


① アドレスを格納する領域Ｑを確保し、ルート部から最初のデータを読む。


② 最初のデータが挿入位置の場合、ルート部の情報を挿入するデータのポインタ部に格納


し、挿入するデータのアドレスをルート部に格納し、処理を終了する。


、 、 、 。③ 探索したデータが挿入位置でない場合 処理④に移り 挿入位置の場合 処理⑤に移る


④ 最後のデータでなければ、探索したデータのアドレスを領域Ｑに格納し、探索したデー


タのポインタ部の情報から次に探索するデータのアドレスを知り、処理③に戻り、最後の


データならば、処理を終了する。


⑤ 領域Ｑのデータのポインタ部の情報を挿入するデータのポインタ部に格納し、挿入する


データのアドレスを領域Ｑのデータのポインタ部に格納し、処理を終了する。


リストの先頭部に挿入


図はリストの先頭位置にデータを挿入する場合の状態を示したものである。ルート部の操


作によって挿入が可能となる。


このプログラムは次の２つのプログラムから構成されている。


① リスト構造を作成するプログラム(MakeList)


② 文字列を探索し、探索文字列をリストの先頭に挿入するプログラム(OrganizingSearch)


最後のデータルート部


リストの頭 リストの底


データＢの直前にデータＸを挿入する


領域Ｑ


×


②データＸのアド


レスを格納


①領域Ｑのデータのポイ


ンタ部の情報を格納
データＣのアドレス


最後のデータ


片方向リスト×


ルート部


×


リストの頭 リストの底


①ルート部の情報を挿入する


データのポインタ部に格納


②ルート部に挿入するデ


ータのアドレスを格納
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副プログラムMakeListの処理手順


① Listsizeが０のとき、First(ルート部)に０を格納する。


② 最初のデータを要素番号０に格納する。


③ Listsizeのインクリメントを実行し、データの格納要素番号を一つ移動させる。


④ 要素番号Listsize－１のポインタ部に要素番号Listsizeを格納する。


⑤ 要素番号Listsizeのデータ部にデータを格納し、データがなくなるまで、③に戻って処


理を繰り返す。


文字列を探索し、リストの要素を並べ替える処理手順


① リストの要素番号Currentにルート部の値を代入し、最初の要素の内容と探索文字列を


比較する。


② 最初の要素番号の内容と探索文字列が一致すると、繰り返しから脱出し、⑥に移る。


、 、 。③ 要素番号の内容と文字列が不一致の場合 ④の処理に移り 一致すると⑤の処理に移る


④ 現在の要素番号をTempに格納し、現在の要素番号のポインタの値から次の比較する要素


番号を求め、新しい要素番号の内容と探索文字列を比較し、③の処理に戻る。


ルート部に先頭の


アドレスを格納


２番目以降の要素のポインタ


に次のアドレスを格納する


各要素にデータを格納


次に格納する要素番号を求める


見つけた探索文字列


をリストの先頭に挿


入する処理


文字列の探索処理


探索文字列のポインタの


値を一つ前の要素に格納


ルート部の値を探索文字列


のポインタに格納


探索文字列の要素番号


をルート部に格納現在のアドレスの


一時格納


次のアドレスを求める


探索文字列がリス


トの先頭の場合は


処理が不要である


要素の文字列と探索


文字列が一致する
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⑤ 探索文字列をリストの先頭に挿入する処理を行うため、現在の要素番号のポインタの値


を一つ前の要素番号のポインタ(List[Temp].Next)に格納し、現在の要素番号のポインタ


部にルート部の値(First)を格納し、現在の要素番号をルート部(First)に格納し、繰り返


しから脱出し、⑥に移る。


⑥ 現在の要素番号を戻り値とする。


設問１


、 。ａは 現在の要素番号がListsize－１の場合の次の要素番号であるからListsizeとなる


求める答えはエとなる。


は、リストの削除の場合の処理であり、現在の要素番号のポインタ部の値を一つ前のｂ


要素番号のポインタ部に格納する処理であり、一つ前の要素番号はTempに格納されているた


め、List[Temp].Next←List[Current].Nextとなり、ｂの求める答えはオとなる。


は現在の要素番号をルート部の次のリストの先頭に挿入する所であり、ルート部の値ｃ


。 。を現在の要素番号のポインタ部に格納する処理である List[Current].Next←Firstとなる


ｃの求める答えはイとなる。


はルート部に現在の要素番号を格納する処理であり、First←Currentとなり、求めるｄ


答えはアとなる。


設問２


List[Temp].Valueの内容は、探索する文字列の一つ前の要素の文字列であるから、次のよ


うになる。


cgiの探索の場合、usb,cgi,cpu,dos,fatのうち、cgiの前のusbとなる。


cpuの探索の場合、cgi.usb,cpu,dos,fatのうち、cpuの前のcgi,usbとなる。


dosの探索の場合、cpu,cgi,usb,dos,fatのうち、dosの前のcpu,cgi,usbとなる。


従って、答えは、usb,cgi,usb,cpu,cgi,usbとなり、求める答えはオとなる。
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問080023解説
◆解答


設問 ａ エ ｂ イ ｃ ア ｄ ウ


◆解説


文字列処理に関する擬似言語の問題である。


配列Str[]に格納された文字列を改頁制御して印刷出力するプログラムの問題である。


このプログラムは次の処理を実行して、改頁制御を行う。


① 配列Str[]の文字列を行制御用の配列Line[]に複写する。複写する際に各行の行末位置


を関数GetPosition()で求める。


② ①で求めた各行を関数PutLineを使用して逐次印刷出力し、最大文字数による改行、改


行マークによる改行、最大行数による改頁などの制御を行う。


プログラムで使用されている変数の内容


① StartP 配列Str[]の探索開始位置を示す変数


② LineC ページ内の印刷出力行数を表す変数


③ MarginP 左側の余白数を表す変数


④ CurrentP 改頁改行制御後の文字列の各行の印刷出力位置を表す変数


⑤ EndP 関数GetPosition()の探索結果得られる行末位置を表す変数


印刷出力プログラムで使用されている関数


① GetPosition() 文字列の行末位置を求める関数


行末位置は、文字列の終端記号EOSが見つかった時、改行文字NLが見


つかった時、１行の最大文字数MaxC＋１に達した時である。


② PutLine() 各行の文字列を印刷出力する関数


プログラムの処理手順


① StartP、LinePを０で初期化する。


② 左側の必要な余白数を配列Line[]に作成する。


③ 配列Str[]の要素の内容がEOSになるまで、④～⑩の処理を繰り返す。


④ 関数GetPosition()を使用して、行末位置を求める。


⑤ 変数StartPが行末位置EndPになるまで、配列Str[]の要素の内容を配列Line[]の要素に


複写する。


⑥ Lin[]の複写後の位置に終端記号EOSを格納する。


⑦ ⑥で求めた配列Line[]の内容を印刷出力する。


⑧ １行印刷後行数LineCのインクリメントを実行する。


⑨ ⑧の実行結果、ページの行数が１ページの最大行数に達すると、改頁し、行数LineCを


０で初期化する。
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⑩ 行末位置EndPの配列Str[]の内容が改行記号NLの場合、StartPをインクリメントし、処


理③に戻る。


プログラムの内容


設問


は、探索開始位置から行末位置までの配列Str[]の文字列を配列Line[]に複写する処理ａ


である。この場合の繰り返し条件式の変数はCurrenePであり、初期値は左側の空白の次の要


素であるからMarginとなり、終了条件は配列Str[]の要素番号と対応する内容で、StartP <


EndPとなる。求める答えはエとなる。


は、印刷出力した時の配列Str[]の行末位置の要素の内容が改行記号NLの場合の処理でｂ


あり、Str[StartP] = NLとなる。求める答えはイとなる。


、 、 、 、ｃは 行末位置を求める条件であり 行末位置は 文字列の終端記号EOSが見つかった時


改行文字NLが見つかった時、１行の最大文字数MaxC＋１に達した時であるから、配列Str[]


において、探索開始位置から最大文字数を加えた要素番号より一つ少ない位置が最後の要素


になる。従って、EndP < (StartP + MaxC)となり、求める答えはアとなる。


は、１行の文字列を格納した配列Line[]の印刷出力処理の内容であり、配列Line[]のｄ


添字currenePの初期値が０、繰り返し条件がLine[CurreneP] ≠ EOSとなり、求める答えは


ウとなる。


左側の余白の設定


改行マークの処理


配列Strの文字列を行単位の文字


列を表す配列Lineに複写する


配列Lineの終了位


置はEndPとなる


改頁の処理


行末にEOSを格納


１行の最大文字数の処理


配列LineがEOSになる


までの１行分の処理
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問080024解説
◆解答


設問 ａ イ ｂ ウ ｃ イ ｄ イ ｅ ア ｆ オ


◆解説


指定した要素を含む同じ色の領域を指定した色に塗り替える問題である。


プログラムの構成


① 指定した要素の色を取得する処理(１１行)


② 取得した色と塗り替える色が同じ場合の処理(１２～１４行)


③ 壁の部分を塗る処理(１５～２３行)


④ 対象領域の要素の色と指定した要素の色を比較して、同じならば新しい色で塗り替える


処理(２４～４４行)


プログラムの１２行から１４行は、対象領域内の要素から取得した色(CC)が、新しく塗る色


(NC)と同じ場合に何も処理せずに終了する。


新しい色で塗り替える処理手順


① 同じ色の領域内の特定の要素(VS,HS)を指定する。


② 要素(VS,HS)の色CCを取得し、要素(VS,HS)をNCで塗り替えて、Moreをインクリメントす


る。


③ More＞０の間、④～⑨の処理を繰り返し、More＝０になると、処理を終了する。


④ 塗り替えた要素の座標VPos[More]、HPos[More]をV、Hに格納し、Moreをディクリメント


する。


⑤ 要素(V - 1,H)の要素の色を取得し、CCと比較する。同じ色ならば、その要素をNCで塗


り替える。塗り替えた要素の座標をVPos、HPosに格納し、Moreをインクリメントする。


⑥ 要素(V,H - 1)の要素の色を取得し、CCと比較する。同じ色ならば、その要素をNCで塗


り替える。塗り替えた要素の座標をVPos、HPosに格納し、Moreをインクリメントする。


⑦ 要素(V + 1,H)の要素の色を取得し、CCと比較する。同じ色ならば、その要素をNCで塗


り替える。塗り替えた要素の座標をVPos、HPosに格納し、Moreをインクリメントする。


⑧ 要素(V,H + 1)の要素の色を取得し、CCと比較する。同じ色ならば、その要素をNCで塗


り替える。塗り替えた要素の座標をVPos、HPosに格納し、Moreをインクリメントする。


⑨ ⑤～⑧の処理が終わると、③に戻る。


対象領域外に外壁をつくる。


プログラムの１５行から２３行は、対象領域外に壁を作る操作である。１６行から１９行


は対象領域の左右に壁を作り、２０行から２３行は対象領域の上下に壁を作る。壁に対象領


域内と異なる色で塗っておくと、最初に取得した色と同じになることがないから新しい色を


塗る対象にならない。従って、対象領域外であるになる。
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また、新しく塗る色と同じ色の壁にしておくと、最初に取得する色は壁の色と同じになら


ないため、色を塗り替える対象にはならない。


設問


は、最初に取得した位置から、新しい色を塗っていく順序である。次の順序で塗る。ａ


① 最初に色を取得した要素


② ①の要素の上の要素


③ ①の要素の左の要素


④ ①の要素の下の要素


⑤ ①の要素の右の要素


この順番をImage[５,３]を開始点として考えると、次の順になる。


Image[５,３]→Image[４,３]→Image[５,２]→Image[４,２]→Image[６,２]


となり、求める答えはイとなる。


の壁を対象範囲の要素の色と異なる色にしておくと、プログラムの３８行から４３行ｂ


の処理が実行されずに、壁のところでその方向への処理が止まることになる。すなわち、対


象領域の範囲のチェックが不要になる。求める答えがウとなる。


は壁の要素の下図であるから、上下の壁の数は２ｎ、左右の壁の数は２ｍであり、全ｃ


体の壁の数は２(ｍ＋ｎ)となり、求める答えはイとなる。


。 、 。ｄは壁の色の選択である アは最初に選択する色CCであるから 塗り替えの対象になる


イの新しく塗る要素の色NCは、選択される最初の要素の色とは一致しないため、塗り替えの


対象外になる。ウの２５６－CC、エの２５５－CCの場合、いずれも対象領域内の要素の色に


最後に塗り替えた要


素の座標を格納する


上の要素


との比較


左の要素との比較


下の要素


との比較 右の要素との比較


新しい色で塗り替える


塗り替えた要素の


座標を格納する
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なる可能性があり、壁が塗り替えられる対象になることがある。求める答えはイとなる。


の場合、①の図で最初の選択した色が白、上下左右共に灰色であるから、同じ色がなｅ


く最初に選択した要素の色は塗るが、その他の要素はプログラムの３８行から４３行は実行


されず終了する。仕様通りに同じ色に塗り替えて終了する。求める答えはアとなる。


の場合、選択した要素の右の要素が白の同じ色であるから、白で塗り替える。最後にｆ


塗り替えた位置が次の処理の基準の位置になる。次に左隣が同じ白になり塗り替える。次に


、 、 。 、この位置が基準になり 右隣の位置が白になり この要素を塗り替える これを繰り返すと


変数Moreの値は一定値以下であるが処理が無限にループすることになる。求める答えはオと


なる。
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問080025解説
◆解答


設問 ａ イ ｂ イ ｃ エ ｄ イ ｅ エ


◆解説


高次方程式をニュートン法を利用して解を求める問題である。


ニュートン法は近似解が分かっている場合、その近似解を繰り返して修正して、真の解を求


めようとする近似解法である。


図において、近似解の一つｘ１が既知の場合、関数ｆ(ｘ)上のｘ＝ｘ１の点における接線を


求め、この接線とＸ軸の交点でｘ＝ｘ２の値を求め、更に、関数ｆ(ｘ)上のｘ＝ｘ２の点にお


ける接線を求め、この接線とＸ軸の交点でｘ＝ｘ３の値を求める。この操作を関数ｆ(ｘ)がＸ


軸と交わる近傍まで繰り返して、その近傍のｘの値を近似解とする。


ｘ＝ｘ１における関数ｆ(ｘ)の値はｆ(ｘ１)であり、ｘ＝ｘ１における接線の勾配はｆ'(ｘ


１)であるから、ｘ＝ｘ１における接線とＸ軸との交点をｘ２とすると、次の式が成り立つ。


ｆ(ｘ１)／(ｘ１－ｘ２)＝ｆ'(ｘ１)


ｆ(ｘ１)＝ｆ'(ｘ１)(ｘ１－ｘ２)


ｘ２＝{ｆ'(ｘ１)ｘ１－ｆ(ｘ１)}／ｆ'(ｘ１)


＝ｘ１－ｆ(ｘ１)／ｆ'(ｘ１)


となる。ｘ１をｘ、ｆ(ｘ１)をｆ、ｆ'(ｘ１)をｄとすると、接線と交点のｘの値はｘ－ｆ／


ｄで求めることができる。


ニュートンの近似解のアルゴリズム


① 次数ｎ，解の予測値ｘ，係数ａ ，ａ ，…，ａ ，ａ を読み込む。ｎ ｎ－１ １ ０


② ｎ×ａ の値をｂ に，(ｎ－１)×ａ の値をｂ に，…，２×ａ の値をｂ に，１ｎ ｎ－１ ｎ－１ ｎ－２ ２ １


×ａ の値をｂ に，それぞれ求める。１ ０


③ 次の④～⑦の処理を一定の回数繰り返す。


④ ａ ｘ ＋ａ ｘ ＋…＋ａ ｘ＋ａ の値を求め，これをｆとする。ｎ ｎ－１ １ ０
ｎ ｎ－１


⑤ ｂ ｘ ＋ｂ ｘ ＋…＋ｂ ｘ＋ｂ の値を求め，これをｄとする。ｎ－１ ｎ－２ １ ０
ｎ－１ ｎ－２
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⑥ ｘ、ｆ、ｄの値を印字する。


⑦ ｘ－ の値(解の一つにより近い値となる)を求め，これを新たなｘとする。


３次の方程式の解を求めるプログラム


ｎ次の方程式の解を求めるプログラム


ｄの計算要領


ｎ ｎ－１ ２ １ｄ＝ａ ×ｎ×ｘ ＋ａ ×(ｎ－１)×ｘ ＋…＋ａ ×２×ｘ＋ａｎ－１ ｎ－２


ｎ－１ ｎ－２ １ ０＝ｂ ×ｘ ＋ｂ ×ｘ ＋…＋ｂ ×ｘ＋ｂｎ－１ ｎ－２


ｎ－１ ｎ－２ ｎ－３ ｎ－４ ｎ－５ ０＝((ｂ ×ｘ＋ｂ )×ｘ＋ｂ )×ｘ＋ｂ )×ｘ＋ｂ )…)×ｘ＋ｂ


ｄ＝ｂ[ｎ－１]＝ｂ を初期値として、ｄ←ｄ×ｘ＋ｂ[ｋ]、ｂ[ｋ]＝ｂ の計算式を用いｎ－１ ｋ


て、ｋ＝ｎ－２～０まで、逐次求めることができる。


ｆ


ｄ


ｆ、ｄの値を求める


Ｘ軸との交点ｘを求める


近似解の繰り返し


を１００回行う


ｆ、ｄを求める


接線とＸ軸の交点の


ｘの値を求める


近似解を１００回


繰り返す
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ｎ－１初期値ｋ＝ｎ－１の時、ｄ＝ｂ[ｎ－１]＝ｂ


ｋ＝ｎ－２の時、ｄ＝ｄ×ｘ＋ｂ[ｎ－２]＝ｂ[ｎ－１]×ｘ＋ｂ[ｎ－２]


ｋ＝ｎ－３の時、ｄ＝(ｂ[ｎ－１]×ｘ＋ｂ[ｎ－２])×ｘ＋ｂ[ｎ－３]


ｋ＝ｎ－４の時、ｄ＝((ｂ[ｎ－１]×ｘ＋ｂ[ｎ－２])×ｘ＋ｂ[ｎ－３])×ｘ＋ｂ[ｎ－４]


…
…


ｋ＝１の時、ｄ＝(…((ｂ[ｎ－１]×ｘ＋ｂ[ｎ－２])×ｘ＋ｂ[ｎ－３])×ｘ…＋ｂ[２])×


ｘ＋ｂ[１]


ｋ＝０の時、ｄ＝((…((ｂ[ｎ－１]×ｘ＋ｂ[ｎ－２])×ｘ＋ｂ[ｎ－３])×ｘ…＋ｂ[３])


×ｘ＋ｂ[１])×ｘ＋ｂ[０]


誤差の発生


浮動小数点数の表見範囲が限られているため、指数調整や演算結果が表現不能範囲になる


と、誤差が発生する。表現が有限桁であるため、桁外れが発生したり、有効桁数が減少し、


誤差を発生させる。また、計算機の演算回数を有限回に制約することによって誤差が発生す


る。演算方法、演算順序によって誤差の大きさが異なる。


情報落ち


浮動小数点演算において、絶対値の大きな値に絶対値の小さな値を加算する場合、指数部


を揃えて計算するため、絶対値の小さな値が無視され誤差が発生する。


加算の場合、両者の指数部を合わせるとき、小さい方の仮数部が右に大きくシフトし、有


効ビット範囲の下位の桁が欠落する。この現象を情報落ちという。


２進数Ａ：０１０００１０１０００１０００００００１１０００００００００００


Ｂ：００１１１１１１１０１０００００００００００００００００００００


の場合、Ｂの２進数をＡの２進数の指数に合わせると


Ｂ：０１０００１０１００００００００００００００００００００００００


となり、Ｂの仮数部の１０１０は２４桁の有効範囲から外れて、情報落ちとなる。


情報落ちの誤差は計算を実行する前に発生する誤差である。


桁落ち(アンダーフロー)


桁落ちは、浮動小数点演算において、非常に小さな指数表記の浮動小数点数同士の乗算を


行うと、指数が指数部で表現できる範囲を下回ってしまうことであり、ほぼ等しい値の浮動


小数点同士を減算すると、結果が非常に小さい値になるため表現できる範囲からもれ、有効


桁数が大幅に減ってしまうことである。


浮動小数点表示では、０近傍の値を表現することが不可能なためにこの現象が発生する。


演算結果、発生する誤差である。


桁あふれ(オーバフロー)


桁あふれは、非常に大きい値同士を掛けると、指数部で表現できる最大の範囲を超えてし
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まう現象である。２進数のビット数を増加させることで、誤差の発生を少なくすることがで


きる。


丸め誤差


、 、 、 、 、丸め誤差は 有限桁の数値を使用する場合 または数値計算の結果 四捨五入 切り上げ


切り捨てによって意味ある有効桁に丸めるときに発生する誤差である。計算を数回繰り返し


て実行する場合、有限個のビット数で行う２進数の浮動小数点数の演算では毎回丸め誤差が


発生し、その累積結果、誤差は大きくなる。


１０進数の値を２進数に変換する場合、２進数を有限のビット数で表わす時に誤差が発生


する。１０進数の小数、０.１、０.２、０.３、０.４、０.６、０.７、０.８、０.９を２進


数の小数に変換すると循環小数となり、有限けた数で表現すると、丸め誤差が発生する。


設問


は、３次の方程式ｘ －３ｘ －ｘ＋３＝０上の点ｘ の接線を求め、その接線とＸ軸のａ ３ ２
６


交点がｘ であるから、ｘ ≠ｘ である。求める答えはイとなる。７ ６ ７


は、ｂ 、ｂ 、…、ｂ 、ｂ の値を求める内容であり、ｂ[ｋ－１]←ｋ×ａ[ｋ]ｂ ｎ－１ ｎ－２ ２ １


となる。求める答えはイとなる。ｋの値は、ｎ，ｎ－１，…，２，１であるから、ｂ[ｋ]←


(ｋ＋１)×ａ[ｋ＋１]とはならない。従って、答えエは正しくない。


は、ｂ[ｎ－１]となり、求める答えはエとなる。ｃ


は、ｂ[ｋ]となり、求める答えはイとなる。ｄ


は、近似解を求める演算を繰り返すと、近接した２つのｘの値を使用して計算するこｅ


とになる。浮動小数点数の演算を行う場合、近接した２つの値を使用して減算を行ったり、


小さい値を使用した乗算を行うと桁落ちが発生する。有効桁数の異なる値を演算すると情報


落ちが発生し、循環小数を取り扱う場合や演算を繰り返すと丸め誤差が発生し、計算回数が


多くなるほど累積誤差が増加する。この場合の誤差は浮動小数点数の演算を繰り返し実行し


たことによる誤差であり、丸め誤差である。求める答えはエとなる。
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問080026解説
◆解答


設問１ ａ ウ ｂ ウ ｃ ア


設問２ ウ


設問３ エ


◆解説


併合処理を利用して昇順に整列する問題である。


プログラムの処理内容


① 配列に格納された整数を要素数が１になるまで再帰的に分割する。(プログラム Sort)


② 分割された配列を２組ずつ組み合わせて昇順に併合する。(プログラム Merge)


分割処理の要領


① 配列の全要素数を次の方法で２分割する。


② 先頭から(全要素数÷２)までを前の組とする。


③ 残りの(全要素数－全要素数÷２)までを後の組とする。


④ 各組の要素数が１になるまで、①～③を繰り返す。


⑤ 最後に要素数が１になった組から分割の再帰処理から脱出し、併合処理に移る。


分割・併合の処理手順


① 与えられた大きさnumの配列list[]を次の②～⑨の要領で分割・併合を繰り返す。


② 大きさが１より大きい場合、２分割する。１になると分割しない。(再帰からの脱出)


③ 配列slist1の大きさnum1をnum÷２で求める。


④ 配列slist2の大きさnum2をnum－num1で求める。


⑤ 配列slist1[]に配列list[]の先頭からnum1個をコピーする。


⑥ 配列slist2[]に配列list[]のnum1＋１番目から最後までのnum2個をコピーする。


⑦ 配列slist1[]について、配列の大きさをnum1として再帰呼び出しを行い、①～⑥を繰り


返し、配列の要素数が１になると、再帰から脱出し、⑧の処理に移る。


⑧ 配列slist2[]について、配列の大きさをnum2として再帰呼び出しを行い、①～⑥を繰り


返し、配列の要素数が１になると、再帰から脱出し、⑨の処理に移る。


⑨ プログラムMergeの処理が終わると、再帰処理を順次逆戻りしながら分割・併合を繰り


返す。


具体例 ３、８、２、７、５、１の分割


① ３、８、２と７、５、１に分割


② Ｓ１(３、８、２を３と８、２に分割)


③ Ｓ１１は３で、再帰からの脱出


④ Ｓ１２(８、２を８と２に分割)
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⑤ Ｓ１２１は８で、再帰からの脱出


⑥ Ｓ１２２は２で、再帰からの脱出


⑦ ８と２を併合処理し、２、８を求める。


⑧ Ｓ１２の再帰から脱出


⑨ ３と２、８を併合処理し、２、３、８を求める。


⑩ Ｓ１の再帰から脱出


⑪ Ｓ２(７、５、１を７と５、１に分割)


⑫ Ｓ２１は７で、再帰からの脱出


⑬ Ｓ２２(５、１を５と１に分割)


⑭ Ｓ２２１は５で、再帰からの脱出


⑮ Ｓ２２２は１で、再帰からの脱出


⑯ ５と１を併合処理し、１、５を求める。


⑰ Ｓ２２の再帰からの脱出


⑱ ７と１、５を併合処理し、１、５、７を求める。


⑲ Ｓ２の再帰からの脱出


⑳ ２、３、８と１、５、７を併合処理し、１、２、３、５、７、８を求める。


併合処理の考え方


① 分割した２組の配列に要素が存在する場合の処理(i < num1) and (j < num2)


② ２組の配列の一方に要素がなくなった場合の処理(i < num1) or (j < num2)


併合の処理手順


① ２組の配列の要素番号をｉ、ｊし、共に０で初期化する。


② ２組の配列の要素が共に存在する場合、それぞれの配列の先頭の要素から比較する。


再帰からの脱出条件


配列 s l i s t1
への複写


配列 s l i s t2
への複写


配列 l i s tの要素番号


num1 + iの要素を複写


配列の要素数が１にな


ると、次のSortに移る


配列の要素数が１にな


ると、Mergeに移る


対象の２組の配列の併合処理が終わると、再


帰処理を戻り、分割・併合処理を繰り返す
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③ slist[i] < slist[j] の場合、slist[i]を出力し、ｉ、ｉ＋ｊをインクリメントする。


④ slist[i] >= slist[j]の場合、slist[j]を出力し、j、ｉ＋ｊをインクリメントする。


⑤ どちらか一方の配列がなくなると、繰り返しから脱出する。


⑥ 要素が残っている配列のすべての要素を順次出力する。


両方の配列に要素が


ある場合の併合処理


片方の配列の要素がな


くなった場合の処理


両方の配列の要素の比較


３ ８ ２ ７ ５ １


３ ８ ２ ７ ５ １


３ ８ ２


８ ２


２ ８


２ ３ ８


７ ５ １


５ １


１ ５


１ ５ ７


１ ２ ３ ５ ７ ８


併合１－７


併合５－16


併合２－８


分割３


分割１


分割２


分割４


分割５ 分割６


分割７－９


分割８－10


分割10－12


分割９－11


分割11－13
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◇再帰呼出しと再帰からの脱出


設問１


は、再帰処理を繰り返すための条件であり、num > 1となる。num = 1で再帰処理からａ


脱出する。求める答えはウとなる。


は、配列listの配列slist2[]への出力であるから、list[num1 + i]となる。求める答ｂ


えはウとなる。


は、併合処理する２つの配列に要素が存在する場合であり、(i < num1) and (j < numｃ


2)となる。求める答えはアとなる。


設問２


解説中の具体例 ３、８、２、７、５、１の分割の内容から、次のようになる。


２,８→２,３,８→１,５→１,５,７→１,２,３,５,７,８


求める答えはウとなる。


設問３


配列slist1[]に要素がなくなると、ｉ＝num1となり、j < num2の間、list[j + num1] ←


slist2[j]、j ← j + 1を実行すればよい。


配列slist2[]に要素がなくなると、j＝num2となり、i < num1の間、list[i + num2] ←


slist1[i]、i ← i + 1を実行すればよい。


求める答えはエとなる。


３ ８ ２ ７ ５ １


３ ８ ２ ７ ５ １


３ ８ ２


８ ２


２ ８


２ ３ ８


７ ５ １


５ １


１ ５


１ ５ ７


１ ２ ３ ５ ７ ８


再帰１１


脱出


再帰１２


再帰１２１


脱出


再帰１ 再帰２


再帰１


脱出


再帰２１


脱出


再帰２２


再帰２２２脱出


再帰２２１脱出


再帰２


脱出


プログラム終了


再帰１２２脱出


再帰１２脱出 再帰２２脱出
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問080027解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ オ ｃ イ


設問２ ｄ ウ ｅ オ ｆ ウ ｇ ア


◆解説


２つの整数Ｍ、Ｎの積を求める問題である。


２つの２進数の乗算は、ビットシフトと加算によって計算する。


被乗数(Ｍ)と乗数(Ｎ)が存在する場合、次の手順によって乗算結果を求める。


① 乗数(Ｎ)の下位のビットから考える。


② 最下位のビットが１の時、乗数(Ｍ)を結果のビットに加算し、０の場合は何もしない。


③ 乗数(Ｎ)が０でないならば、被乗数Ｍを左に１ビットシフト、乗数Ｎを右に１ビットシ


フトして、②に戻る。


④ 乗数(Ｎ)の値が０になると処理を終了する。


整数Ｍ、Ｎは、４ビットの２進数で、負数を２の補数で表す整数である。１０進数では－８


～７の範囲の値となる。この２つの整数の乗算を実行する場合、次のモデルを考える。


ビット番号が下位のビットから、０、１、２…、１１、１２である２進数Ｒを定義する。


プログラム１の処理手順


① 被乗数(Ｍ)を５ビットの符号付き２進整数に拡張する。


② 乗数(Ｎ)を８ビット(元の整数のＭのビット数４とＮのビット数４の和のビット数にす


る)の符号付き２進数に拡張する。


、 。③ １３ビット(５ビットと８ビットの和)の２進数Ｒを定義し 各ビットを０で初期化する


④ ２進数Ｎを２進数Ｒのビット番号７～０に複写する。


⑤ ２進数Ｒのビット番号１２～８を０で初期化する。


⑥ Ｒの最右端のビットが１の場合、Ｒのビット番号１２～８にＭのビットを加算する。Ｒ


乗数、被乗数のビット


数の和繰り返し実行


符号付き２進数の拡張は、正の


場合は０、負の場合は１となる


拡張したＭの値を加算


全１３ビットの算術シフト
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の最右端のビットが０の場合、何もしない。


⑦ ⑥で求めた結果を右に１ビットシフトする。


⑧ 元の整数のＭのビット数４とＮのビット数４の和の数だけ、⑥、⑦の処理を繰り返し、


演算結果を求める。


具体的実行例


① Ｍ＝５、Ｎ＝３の場合の実行例は次の図の左の例


② Ｍ＝－５、Ｎ＝３の場合の実行例は次の図の右の例


プログラム２の処理手順


① 被乗数(Ｍ)を５ビットの符号付き２進整数に拡張する。


、 。② １０ビット(５ビットと８ビットの和)の２進数Ｒを定義し 各ビットを０で初期化する


③ ２進数Ｎを２進数Ｒのビット番号４～１に複写する。


④ ２進数Ｒのビット番号９～５を０で初期化する。


⑤ ２進数Ｒのビット番号１のビットが０で、かつＲのビット番号０のビットが１のとき、


Ｒのビット番号９～５にＭを加算する。


⑥ ２進数Ｒのビット番号１のビットが１で、かつＲのビット番号０のビットが０のとき、


Ｒのビット番号９～５にＭを減算する。


⑦ Ｒのビット番号９～０の全ビットを右に１ビットシフトする。


１１０１１


１１１０１１…ａ


１１０００１


１１１０００１…ｂ
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⑧ ③の２進数Ｎの先頭ビットがＲのビット番号０の位置に達すると処理を終了し、Ｒのビ


ット番号８～１の範囲のビットパターンを答えとして求める。


プログラム２の実行例(Ｍ＝－５、Ｎ＝３の場合)


プログラム２の処理手順のまとめ


① 乗数Ｎのビットパターンについて、ＬＳＢから順次次の処理を進める。


００１０１


０００１０１


００００１０１…ｃ


１１１０００１


１１１１１０００１


１１１１０００１


１１１１０００１
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② 最初の１のビットで被乗数Ｍを減算する。


（減算する値は、１のビット位置のビット番号が１、２、…、ｎの場合、２ 、２ 、…、０ １


２ 倍となる ）ｎ－１ 。


③ 連続する１のビットが０のビットに変化したとき、被乗数Ｍを加算する。


（加算する値は、０のビット位置のビット番号が１、２、…、ｎの場合、２ 、２ 、…、０ １


２ 倍となる ）ｎ－１ 。


④ 連続する０のビットが１のビットに変化したとき、被乗数Ｍを減算する。


（減算する値は、１のビット位置のビット番号が１、２、…、ｎの場合、２ 、２ 、…、０ １


２ 倍となる ）ｎ－１ 。


⑤ 演算領域Ｒの全ビットを右に１ビットシフトし、処理③に戻り、乗数Ｎのビット数だけ


繰り返すと処理を終了する。


⑥ 求める答えのビットパターンは、演算領域ＲのＬＳＢ、ＭＳＢのビットを除いたビット


パターンになる。


加減算の考え方


８ビットの２進数０００１１１１１、００１１０１１０を乗算する場合、次のように考え


ることができる。


５ ００００１１１１１＝００１０００００－０００００００１＝２ －２


００１１０１１０＝００１１００００＋０００００１１０


＝０１００００００－０００１００００


＋００００１０００－００００００１０


６ ４ ３ １＝２ －２ ＋２ －２


設問１


ａは、Ｒのビット番号１２～８の０００００に１１０１１を加算し、の１１０１１を右に


１ビットシフトした処理結果であるから、１１１０１１となり、求める答えはエとなる。


ｂは、ａの結果１１１０１１に１１０１１０を加算し、その結果１１０００１を右に１ビ


ットシフトした結果であるから、１１１０００１となる。求める答えはオとなる。


ｃは、プログラム２の場合で、次の処理手順になる。


① ０００００－１１０１１＝００１０１


② ①を１ビット右にシフトすると、０００１０１００１１となる。


③ ビット番号１は１、ビット番号０は１であるから、そのまま右に１ビットシフトする


と、００００１０１００１となる。ｃの結果は００００１０１となり、求める答えはイ


となる。


設問２


ｄは、通常の乗算では、Ｍのビットの加算と左へのビットシフト、Ｎの右へのビットシフ


トを使用して演算するが、Ｍビット、Ｎビットを連続して並べることによって、右へのビッ
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、 。 、トシフトだけて Ｍビットの加算結果とＮビットのビット取り出しを行っている すなわち


中間結果のシフトとＮビットの順次取り出しを１回のシフトで済ませている。求める答えは


ウとなる。


ｅは、Ｎ＜０の場合、８ビットの１１１１１０００で考えると、Ｒのビット番号０が１に


なるのは少なくとも５回発生することになる。求める答えはオとなる。


ｆは、Ｎ＜０の場合、Ｒのビット番号４～０のビットパタンが１００１０、１０１００、


、 。 。１１０１０の場合が最高の加減算回数となり いずれも３回となる 求める答えはウとなる


ｇは、Ｎ＝７の場合、０１１１であるから、ビット番号１のビット１で減算し、ビット番


号４のビットが３ビット右にシフトした時に加算される。従って、－２ ＋２ となり、求め０ ３


る答えはアとなる。
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問080001問題
次のプログラムの説明，擬似言語の記述形式の説明及びプログラムを読んで，設問１～３に答


えよ。


〔プログラムの説明〕


インデックス(索引)を用いて英和辞書を検索する副プログラムである。


(１) インデックスは，一次インデックスと二次インデックスで構成する。


(２) 二次インデックスは，辞書に登録されているすべての英単語，及びその英単語が記載され


ているページ番号と行番号を，英単語の昇順に格納したものである。一次インデックスは，


二次インデックスからある間隔で英単語を抜粋し，その二次インデックスへのポインタとと


もに格納したものである。まず一次インデックスを検索し，その結果に従って二次インデッ


クスを検索する。


(３) 図１のように，一次インデックスはキーとポインタからなるレコードの配列である。二次


インデックスはキー，ページ及び行からなるレコードの配列である。キーには英単語が，ポ


インタには二次インデックスの配列の要素番号が，ページにはページ番号が，行には行番号


がそれぞれ格納される。配列の要素番号は０から始まる。


(４) 一次インデックスの要素数は変数一次要素数に，二次インデックスの要素数は変数二次要


素数に格納されている。


(５) 一次インデックスの要素番号０の要素のキーには空白が，ポインタには－１が格納されて


いる。
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(６) この副プログラムの引数を表に示す。







- 3 -


プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


解答群


ア 一致フラグ ← １


イ ー致フラグ ← ２


ウ 添字２ ← 一次[添字１].ポインタ＋１


エ 添字２ ← 一次[添字１＋１].ポインタ＋１


オ 添宇２ ← 一次[添字１－１].ポインタ＋１


カ 添宇２ ← 二次要素数


キ 添字２ ← 添字２＋１


ク 添字２ ← 添字２－１


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


各インデックスが図２の場合 “decided”を検索すると，プログラム中のαとβの処，


理は併せて ｃ 回実行される。


また “decibel”を検索すると，併せて ｄ 回実行される。，


解答群


ア ４ イ ５ ウ ６ エ １９８


オ １９９ カ ２００ キ ２０３ ク ２０４


ケ ２０５







- 4 -







- 5 -


二次インデックスから一次インデックスを作成するプログラムの処理部である。設問３


プログラム中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。


ここで、二次要素数＞一次要素数＞１とする。


解答群


ア ー次要素数 イ ー次要素数＋１ ウ ー次要素数－１


エ 二次要素数 オ 二次要素数＋１ カ 二次要素数－１
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問080002問題
次のプログラムの説明，擬似言語の記述形式の説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答


えよ。


〔プログラムの説明〕


英単語帳ファイル(レコード数≧１)を更新するプログラムである。利用者が英単語と日本語の


訳語を入力し，英単語帳ファイルにその英単語があれば訳語を書き換え，なければその英単語と


訳語を追加する。


(１) 英単語帳ファイルの内容を，英単語の配列eitan と訳語の配列yakuに読み込む。


(２) 英単語帳ファイルの単語数は，ファイルを読み込んだときに変数ｎに代入される。


(３) 入力データとして英単語(Ｅ)と訳語(Ｊ)を入力し，Ｅを２分探索法を用いて検索する。


(４) Ｅが配列eitan 中にあれば，その訳語をＪに置き換える。なければ，配列eitan とyakuの


内容をそれぞれ配列の最後尾から順にずらしていき，ＥとＪを正しい位置に挿入する。


(５) Ｅが空白文字のとき，データ入力処理を終了し，配列eitan とyakuの内容を英単語帳ファ


イルに書き出す。


ファイル入力処理を実行した直後のeitan とyakuの配列として，このプログラムで正設問１


しく処理されるものを，解答群の中から選べ。
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設問１の正しい配列を用いて，表の入力データを順に読み込むとき， に入設問２


れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


プログラム中のα～γの処理のうち，表の入力データ①ではαだけが実行され，入力データ


②では ａ が実行され入力データ③では ｂ が実行される。また，入力データ②


が挿入される位置は，配列の ｃ である。


ａ，ｂに関する解答群


ア α～γのすべて イ αとβだけ


ウ αとγだけ エ αだけ


オ βとγだけ カ βだけ


キ γだけ


ｃに関する解答群


ア 先頭 イ １番目と２番目の間


ウ ２番目と３番目の間 エ ３番目と４番目の間


オ ４番目と５番目の間 カ ５番目と６番目の間


キ ６番目と７番目の間 ク 末尾
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問080003問題
、 、 。次のプログラムの説明 擬似言語の記述形式の説明およびプログラムを読んで 設問に答えよ


[プログラムの説明]


Ｊ社は１０箇所に営業所があり、各営業所とも２０種類の全商品を販売している。本社で、あ


る月の商品別売上実績をまとめることにした。


毎月、各営業所から、商品コードの昇順に整列されたデータが伝送されてくる。本社では、こ


のデータを営業所コードの昇順に整列して保管している。


レコードの様式は第１図に示すとおりである。


第１図


営業所コード 商品コード 売上高


第１図のレコードを商品コードの昇順に整列し、商品マスタを用いて、第２図に示す出力様式


で印刷することにした。


第２図


商品コード 商品名 売上高
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作業を次の要領で処理部１、処理部２で進めることにした。


(１)営業所別商品別の売上レコードを主記憶の配列に格納する。


(２)売上レコードを格納した配列を商品コードをキーにして並べ替える。


(３)同一商品コードは営業所コードの昇順に並べる。


(４)要素の数２００の配列を利用して、同一商品コードの売上高を集計する。


(５)同一商品コードの売上高の集計が終わると、商品コード別に明細印刷する。


(６)２０種類の商品、全部を印刷すると作業を終了する。


(７)商品別集計のみで、全商品の集計は行わない。


[プログラム]


副プログラム名 商品別集計


文字型配列：STL(200)､UTL(200)


整数型 ：I､J､K､N､endf､SUM､SSV､USV
宣
言
部手続き ：レコード入力(売上ファイル、sts)


{売上ファイルから１レコードを読み込み、レコードが入力されたときは


０、レコードがないときは１をstsに格納する}


J ← 1


■J 10かつendf = 0


I ← 1


■ I 20かつendf = 0


■


処
理
部
１ K ← 20 (J - 1) + I


STL(K) ← 商品コード


UTL(K) ← 売上高


I ← I + 1


J ← J + 1


■


売上ファイルを開く


endf ← 0


レコード入力(売上ファイル、sts)


■ endf = 0


▲ sts = 1


endf ← 1YES


NO


▼


レコード入力(売上ファイル、sts)


■


売上ファイルを閉じる
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■ ａ


■


N ← 200


■ STL(J) > STL(J + 1)かつ J > 0


I ← 1


J ← 1


SSV ← STL(J)


USV ← UTL(J)


STL(J) ← STL(J+1)


UTL(J) ← UTL(J+1)


STL(J+1) ← SSV


UTL(J+1) ← USV


ｂ


ｃ


■ I N


SUM ← 0


I ← 1


■


SUM ← SUM + UTL(I)


■ ｄ


I ← I + 1


SUM ← SUM + UTL(I)


■


■


明細印刷


ｅ


SUM ← 0


処
理
部
２
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流れ図の空欄 ａ ～ ｅ に入れる正しい答えを解答群の中から選べ。設問


ａ、ｂ、ｃに関する解答群


ア J ≧ N イ J ≦ N ウ J ＞ N エ J ＜ N


オ I ≧ N カ I ≦ N キ I ＞ N ク I ＜ N


ケ J ← J + 1 コ J ← J - 1 サ I ← I + 1 シ I ← I + 1


ｄ、ｅに関する解答群


ア I ← I + 1 イ I ← I - 1


ウ I ← 0 エ I ← 0


オ STL(I) ≠ STL(I + 1) カ STL(I) ＞ STL(I + 1)


キ STL(I) ＝ STL(I + 1) ク STL(I) ＜ STL(I + 1)
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問080004問題
次のプログラムの説明，擬似言語の記述形式の説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答


えよ。


〔プログラムの説明〕


整数型の１次元配列ＡのＡ[Min]からＡ[Max]まで（０≦Min＜Max）を，クイックソートで整列


する副プログラムQuickSortである。


（１）整列の手順は，次のとおりである。


① Ａ[Min＋１]からＡ[Max]まで，Ａ[Min]と値が異なる要素を順次探し，最初に見つかった


要素の値とＡ[Min]の値のうち大きい方を基準値(Pivot)として選ぶ。配列の要素がすべて同


じ値の場合は，整列処理を終了する．この基準値を選ぶ処理には，副プログラムFindPivot


を用いる。


② Pivot未満の値の要素がすべてＡ[Min]，…，Ａ[ｉ－１]（Min＜ｉ≦Max）にあり，Pivot


以上の値の要素がすべてＡ[ｉ]，…，Ａ[Max]にあるように要素を並べ替える。この処理に


は，副プログラムArrangeを用いる。


③ Ａ[Min]，…，Ａ[ｉ－１]とＡ[ｉ]，…，Ａ[Max]をそれぞれ新しい配列とみなして，Quic


kSortを再帰的に適用して整列する。


（２）各副プログラムの引数の仕様を表に示す。


表１ QuickSortの引数


変数名 入力／出力 意味


Ａ 入出力 整列対象の１次元配列


Min 入力 整列する範囲の先頭の要素番号


Max 入力 整列する範囲の最後の要素番号


表２ FindPivotの引数


変数名 入力／出力 意味


Ａ 入力 整列対象の１次元配列


Min 入力 整列する範囲の先頭の要素番号


Max 入力 整列する範囲の最後の要素番号


Ret 出力 基準値が格納されている要素の要素番号を返す。ただし、


Ａ[Min]、…、Ａ[Max]がすべて同じ値の場合は、－１を返


す。
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表３ Arrangeの引数


変数名 入力／出力 意味


Ａ 入出力 整列対象の１次元配


Min 入力 整列する範囲の先頭の要素番号


Max 入力 整列する範囲の最後の要素番号


Pivot 入力 基準値


Ret 出力 Ａ[Min]、…、Ａ[ｉ－１]の値がPivot未満となり、Ａ[ｉ]、…、Ａ[Max]


の値がPivot以上となるように要素を並べ替え、ｉの値を返す。


プログラム中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。設問１


ａ、ｂに関する解答群


ア K イ L ウ Max エ MIN


ｃ、ｄに関する解答群


ア Ret ← A[K] イ Ret ← A[Max] ウ Ret ← A[Min]


エ Ret ← K オ Ret ← Max カ Ret ← Min
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整数型の１次元配列要素Ａ[０]からＡ[９]までをQuickSortを用いて整列したときの，設問２


引数の内容を表４にまとめた。表中の に入れる正しい答えを，解答群の中から


選べ。


ｆ、ｇに関する解答群


ア ０ イ １ ウ ２ エ ３ オ ４ カ ５
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問080005問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答えよ。


〔プログラムの説明〕


１次元配列に連続して格納されている２ 個の整数型データ(ｎは整数でｎ＞０)に対して，併ｎ


合をｎ回繰り返すことによって整列を行う副プログラムmergeSortである。


(１)配列input[] の要素を昇順に並べて配列output[]に格納する。


(２)各配列の添字は０から始まる。


(３)副プログラムmergeSort の引数の仕様を表に示す。


図は，１次元配列に格納されている８個のデータを３回の併合で整列する例である。
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


ａに関する解答群


ア a_yet ＝ false and b_yet ＝ false


イ a_yet ＝ false or b_yet ＝ false


ウ a_yet ＝ true and b_yet ＝ true


エ a_yet ＝ true or b_yet ＝ true


ｂに関する解答群


ア b_idx ← span_idx


イ b_idx ← span_idx ＋ span_size


ウ b_idx ← span_idx ＋ span_size ÷ 2


エ b_idx ← span_idx ＋ span_size × 2


オ write_idx ← 1


カ write_idx ← a_idx ＋ 1


キ write_idx ← b_idx ＋ 1


ク write_idx ← write_idx ＋ 1


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


次のデータを入力データとして，副プログラムmergesortを実行すると， ｃ 回の併合


の処理を実行するが，実際は ｄ 回目の併合が終了した時点でデータは昇順に並んでしま


う。


副プログラムmergesortをデータが昇順に並んだ時点で終了させるためには，次の変更１～３


を加えればよい。ただし，変更後のプログラム中の変数orderedは，論理型で宣言されているも


のとする。


入力データ ２ １ ４ ３ ８ ７ ６ ５
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変更１


αの直前に次の処理を追加する。


ordered ← true


変更２


βの直前に次の処理を追加する。


変更３


γの直前に次の処理を追加する。


ｃ，ｄに関する解答群


ア １ イ ２ ウ ３ エ ４ オ ５


ｅに関する解答群


ア output[write_idx － 1] ≦ output[write_idx]


イ output[write_idx] ≦ output[write_idx ＋ 1]


ウ output[write_idx － 1] ＞ output[write_idx]


エ output[write_idx] ＞ output[write_idx ＋ 1]


オ temp[write_idx] ≦ output[write_idx]


カ temp[write_idx － 1] ≦ temp[write_idx ＋ 1]


キ temp[write_idx] ＞ output[write_idx]


ク temp[write_idx － 1] ＞ temp[write_idx ＋ 1]
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問080006問題
次のプログラムの説明，擬似言語の記述形式の説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


成績表ファイルを読んで，個人ごとの合計点を計算し，成績の良い順に印字する。ただし，合


計点が同じ場合は，国語の点の良い順に印字する。


(１) 成績表ファイルの様式は，次のとおりで，レコード数は９９以下である。


(２) 成績表の印字様式は，次のとおりである。


〔擬似言語の記述形式の説明〕
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。解答は，重複設問


して選んでもよい。


ａ，ｂ，ｅに関する解答群


ア (ｊ－１) イ (ｊ＋１) ウ １


エ ２ オ ９９ カ １００


キ １０１ ク (入力件数－１) ケ 入力件数


コ (入力件数＋１)


ｃ，ｄに関する解答群


ア ＝ イ ≠ ウ ＞ エ ＜
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問080007問題
次のプログラムの説明，擬似言語の記述形式の説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答


えよ。


〔プログラムの説明〕


二つの商品ファイルを併合して一つの商品ファイルにするプログラムである。図１に示すfile


Ａと図２に示すfileＢを併合して，図３に示すfileＣを作成する。ただし，fileＡとfileＢに同


一の商品コードをもつレコードは存在しないものとする。


プログラム中のαÞで示すYesの部分は何回実行されるか。正しい答えを，解答群の中設問１


から選べ。


解答群


ア １ イ ２ ウ ３ エ ４ オ ５


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


(１) プログラム中のβÞで示す条件式を，誤って次のように書いた。


rcdＡの商品コード > rcdＢの商品コード


fileＣの内容は ａ となる。


(２) 元のプログラムで，図１のファイルの代わりに，図４のファイルをfileＡとして入力し


た。fileＣの内容は ｂ となる。
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問080008問題
次のプログラムの説明，擬似言語の記述形式の説明及びプログラムを読んで，設問１、２に答


えよ。


〔プログラムの説明〕


整数値を，指定された書式に従って１０進の数字列に変換する副プログラムである。


(１) 副プログラムFormatは，配列Ctrlに格納されている書式文字に従って，変数Valに格納さ


れている整数値を１０進の数字列に変換し，配列Outに格納する。


Fonnatの引数の仕様を表１に示す。


(２) 配列Ctrlの各要素には，表２に示す書式文字だけが格納されている。Formatは，配列Ctrl


の最後の要素から最初に向かって，各書式文字の意味する処理を行い，配列outの対応する


位置に結果を格納する；


(３) 変数Valの整数値が正しく変換できない場合は，配列Outの全要素に“＊"を格納する。


(４) 配列Ctrlには，少なくとも一つの“＃”が含まれる。
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａに関する解答群


ア Ｎ←Ｍ－(Ｍ＊１０) イ Ｎ←Ｍ－(Ｍ／１０)


ウ Ｎ←Ｍ－((Ｍ＊１０)／１０) エ Ｎ←Ｍ－((Ｍ／１０)＊１０)


ｂ，ｃに関する解答群


ア Out[Loop1]←Ctr1[Loop1] イ Out[Loop1]←Digit[N]


ウ Out[Loop1]←“” エ Out[Loop1]←“-”


オ Out[Loop1]←“0” カ Out[Loop1]←“,”


ｄに関する解答群


ア Ｍ＞０ イ Ｍ＞０ and Sign＝“-”


ウ Ｍ＞０ or Sign＝“-” エ Ｍ＞０ and Zero＝false


オ Ｍ＞０ or Zero＝false
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問080009問題
次のプログラムの説明，擬似言語の記述形式の説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答


えよ。


〔プログラムの説明〕


配列Ｍの要素番号fromからlen個の配列要素(これを複写元領域と呼ぶ)の内容を，配列Ｍの要


素番号toからlen個の配列要素(これを複写先領域と呼ぶ)へ複写する。


(１) 配列Ｍの要素数はsizeで，size＞０である。要素番号は０から始まる。


(２) 複写する要素数はlenで，len≧０である。


(３) 処理は，１要素を読み出して格納する操作を，要素番号の昇順にlen回繰り返す。


(４) 処理の概要を，次に示す。
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


プログラム１の選択処理では，from、to、lenの値が負でないこと，及びプログラムの


処理中に配列Ｍの添字の値が上限を超えないことを判定している。このために指定すべき


条件式は， ａ である。


複写元領域と複写先領域とが一部重複していると，プログラム実行前の複写元領域の内


容と，プログラム実行後の複写先領域の内容とが一致しない場合が生ずる。


例えば，プログラム実行前の複写元領域の内容が，次のとき，


toの値を ｂ としてプログラムを実行すると，実行後の複写先領域の内容は，


となる。


一般に，内容の一致が保証できないのは，複写先として格納された要素が，後に複写元


の要素として読み出される場合であるから， ｃ という条件のときである。
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ａに関する解答群


ア from ＜ size and to ＜ size


イ from ＜ size and to ＜ size and 1en ＜ size


ウ from＋len ＜ size and to＋len＜size


エ from＋len≦size and to＋len ≦size


ｂに関する解答群


ア from－１ イ from＋len－１


ウ from＋１ エ from＋1en＋ｌ


ｃに関する解答群


ア from ＜ to and to ＜ from＋len


イ to ＜ from and from ＜ to＋1en


ウ from ＜ to and to ≦ from＋1en


エ to ＜ from and from ≦ to＋len


次のプログラム２中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


前に示したプログラムの説明に，次の(５)～(７)を追加して，その仕様を満たすプログ


ラム２を作る。


(５) 配列Ｍの配列要素は，最後尾から先頭へと循環しているものとする。すなわち，複写元


領域及び複写先領域のいずれも，Ｍ[size－１]の直後にＭ[０]が続くものとして，処理を


継続する。


次に示すのは，複写元領域が循環している場合の例である。


(６) 複写する要素数lenの値の範囲は，０≦1en＜sizeとする。


(７) プログラム実行前の複写元領域の内容と，プログラム実行後の複写先領域の内容との一


致が保証できないときは，複写をせずにエラー処理プログラムを呼ぶ。


解答群


ア from＋len ≦ to and to ≦ from


イ from＋1en ≦ to or to ≦from


ウ from＋1en－size ≦ to and to ≦ from


エ from＋len－size ≦ to or to ≦ from
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問080010問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


副プログラムReplaceは，文字列を置換するプログラムである。


(１)Replaceは，文字列Ａを先頭からコピーして文字列Ｂを作る。このとき，文字列Ａ中に文字


列Ｓと一致する文字列を見つけるたびに，文字列Ｄの内容に置き換える。


(２)このプログラムで扱う文字列は，１文字ずつ文字型配列の要素に順に格納されていて，最後


の文字の次に定数EOS が格納されている。配列の添字は０から始まる。


(３)文字列Ａ，Ｓ，Ｄは，それぞれ文字型配列Ａ[]，Ｓ[]，Ｄ[]に格納されていて，文字列Ｂは


文字型配列Ｂ[]に格納する。文字型配列Ｂ[]は十分に大きいものとする。


(４)副プログラムの引数の仕様を表に，実行例を図に示す。


プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａ，ｄに関する解答群


ア B[Bidx] ← A[Aidx] イ B[Bidx] ← S[０]


ウ Idx ← ０ エ Idx ← １


オ Sidx ← ０ カ Sidx ← １


b， cに関する解答群


ア A[Aidx] ≠ EOS イ A[Aidx] ＝ S[Sidx]


ウ A[Aidx] ≠ S[Sidx] エ A[Aidx] ≠ S[Sidx] and S[Sidx] ≠ EOS


オ S[Sidx] ＝ EOS カ S[Sidx] ≠ EOS
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問080011問題
次のプログラムの説明，擬似言語の記述形式の説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答


えよ。


〔プログラムの説明〕


， 。英数字及び記号からなる長さＮの文字列を 編集して出力する副プログラムTextPrintである


（１）文字列は，Text[１]、Text[２],…、Text[Ｎ]（Ｎ≧１）の各要素に１文字ずつ格納され


ている。


（２）編集の仕様は，次のとおりである。


① ピリオド（ ）で改行する。“．”


② 指定した最大文字数（引数Moji）で改行する。


③ 指定した最大行数（引数Gyo）で改ページする。


④ 指定した文字数（引数yohaku）だけ，左側に余白を挿入する。


（３）TextPrintは，１行分の文字列を取り出す副プログラムGetLine，編集結果の１ページ分の


文字列を出力する副プログラムPageOut，配列を空白文字で初期化する副プログラムArray


Initを使用する。各副プログラムの引数の仕様を表１～４に示す。
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


解答群


ア Ep < (Sp + Dan) イ Ep < (Sp + Moji)


ウ Ep < (Sp + Moji - 1) エ Mp ≦ Ep


オ Mp < Ep カ Sp ≦ Ep


キ Sp < Ep


図のように，各ページを２段組で出力するようにプログラムのα，β，γ部分を変更設問２


した。１段目と２段目の間は２文字分空ける。変更部分中の に入れる正しい答


えを，解答群の中から選べ。ここで，最大文字数(引数Moji)の値は４以上の偶数とする。


ｃに関する解答群


ア Moji / 2 イ (Moji - 2) / 2 ウ Moji / 2 - 2


ｄ、ｅに関する解答群


ア Mp ← Yohaku イ Mp ← Yohaku + 1


ウ Mp ← Yohaku + Dan エ Mp ← Yohaku + Dan + 1


オ Mp ← Yohaku + Dan + 2 カ Mp ← Yohaku + Dan + 3


ｆ、ｇに関する解答群


ア Gp イ Gp - 1 ウ Gyo エ Gyo - 1







- 5 -








- 1 -


問080012問題
次のプログラムの説明，擬似言語の記述形式の説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


逆ポーランド表記法で表された数式を，スタックを用いて計算する副プログラムCalcである。


（１）逆ポーランド表記法で表された数式は，文字型の１次元配列Ｅｘの各要素Ｅｘ[０]，…，


Ｅｘ[Ｌｐ]（Ｌｐ≧３）に１文字ずつ格納されている。


（２）数式は，正負の整数及び一つ以上の四則演算記号からなる。ただし，正の整数の場合はプ


ラス記号を付けない。


（３）先頭の整数を除き，整数の前には一つの空白文字を置く。


（４）計算は実数で行う。計算の途中で次の状態になった場合、副プログラムAbort()を呼び出


してプログラムを終了する。


① ゼロ除算が行われた。


② スタックの範囲外を参照した。


（５）Calcは，実数をスタックに積む副プログラムPushと，スタックから実数を取り出す副プロ


グラムPop を使用する。各副プログラムの引数の仕様を表１～３に示す。また，数字１文


字を実数に変換する関数ToRealも使用する．


（６）実数型の１次元配列Stack，Stackの最大要素番号を示す定数Max，スタックの操作位置を


示す変数Spが，大域変数として定義されている。Spの初期値は０である。


（７）逆ポーランド表記法で表された数式は，正しいものとする．
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａに関する解答群


ア Ex[Cp] = " " イ NumF = false ウ NumF = true


エ T = 0 オ T ≠ 0


ｂ，ｃに関する解答群


ア NegF ← false イ NegF ← true ウ NumF ← false


エ NumF ← true オ T ← 0


ｄ，ｅに関する解答群


ア ・Sp ← Sp + １ イ ・Sp ← Sp + 1


・Stack[Sp] ← T ・T ← Stack[Sp]


ウ ・Sp ← Sp - 1 エ ・Sp ← Sp - 1


・Stack[Sp] ← T ・T ← Stack[Sp]


オ ・Stack[Sp] ← T カ ・Stack ← T


・Sp ← Sp + 1 ・Sp ← Sp - 1


キ ・T ← Stack[Sp] ク ・T ← Stack[Sp]


・Sp ← Sp + 1 ・Sp ← Sp - 1
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問080013問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


出発地から目的地までの最短経路を求める副プログラムである。


（１）副プログラムＳＰは，Ｎ個（Ｎ＞１）の地点で構成される図１のような有向グラフで表さ


れる経路図において，地点１（出発地）から地点Ｎ（目的地）までの最短経路を求めて，


出力するプログラムである。


なお，図１において，円は地点を，矢印の向きは進行方向を，矢印に付けた数字は地点間


の距離を表す。


（ ） ， 。 ， ， ， ， ，２ この副プログラムでは 次の配列を用いる 要素番号ｉ ｊの値は１ ２ … Ｎであり


各地点と対応している。


Ｃ[ｉ，ｊ ：地点ｉから地点ｊまでの距離を表す配列である。地点ｉから地点ｊまでの］


直接の経路がない場合，地点ｉと地点ｊが等しい場合，及び進行方向と逆の


場合は∞が格納されている。例えば図１では，Ｃ[１．２]＝３０，Ｃ[１．


３] ＝∞，Ｃ[２．１]＝∞，Ｃ[２．２]＝∞である。


Ｄ[ｉ]：地点１から地点ｉまでの最短距離を格納するための配列である。初期設定で地点


１から地点ｉまでの距離Ｃ[１．ｉ]を設定する。例えば図１の場合の初期設定で


は，Ｄ[２]＝Ｃ[１．２]＝３０，Ｄ[３]＝Ｃ[１．３]＝∞，Ｄ[４]＝Ｃ[１．４]


＝２０，Ｄ[５]＝Ｃ[１．５]＝１２０が設定される。


Ｐ[ｉ]：最短経路を求める過程で，処理済となった地点を識別するための配列である。初


期設定ではＰ[１]だけに１を設定し，他のすべての要素には０を設定する ．最。


短経路を求めた後はすべての要素が１となる。


Ｓ[ｉ]：地点１から地点ｉまでの最短経路を求める過程で，地点ｉの直前の地点を格納す


るための配列である。初期設定ではすべての要素に１を設定する。例えば図１の


場合，最短経路を求めた後はＳ[２]＝１，Ｓ[３]＝４，Ｓ[４]＝１，Ｓ[５]＝３


となり，地点５の直前は地点３，地点３の直前は地点４，地点４の直前は地点１


とわかる。すなわち，地点１から地点５までの最短経路は，地点１→地点４→地


点３→地点５となる。


Ｗ[ｉ]：Ｓ[ｉ]を用いて最短経路を出力する際に使用する作業用の配列である。


（３）最短経路を求める手順は，次のとおりである。


， 。① 処理していないすべての地点(Ｐ[１]＝０)のうちで Ｄ[Ｔ]が最小である地点Ｔを選ぶ


② 地点Ｔを処理済(Ｐ[Ｔ]＝１)とする。


③ 処理していないすべての地点(Ｐ[Ｔ]＝０)に対して，Ｄ[Ｔ]＋Ｃ[Ｔ．ｉ]の値がＤ[ｉ]


の値より小さければ，Ｄ[Ｔ]＋Ｃ[Ｔ，ｉ]の値でＤ[ｉ]を置き換える。


④ ③でＤ[ｉ]を置き換えた場合，Ｓ[ｉ]にＴを代入する。


⑤ 処理①～④を，全地点が処理済になるまで繰り返す。


（４）最短経路を求めた後，配列Ｓを用いて最短経路を出力する。出力には，数値Ⅹを出力した


後に改行する副プログラムOutput(Ⅹ)を利用する。
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（５）図１の経路図に対する出力結果を図２に，また最短経路を求める過程での配列と変数Ｔの


値の変化を表１に示す。


（６）出発地から目的地までの経路は，必ず存在するものとする。
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（７）副プログラムＳＰの引数は、表２のとおりである。


変数名 入力／出力 意 味


Ｎ 入力 地点数


Ｃ[，] 入力 地点間の距離を表す２次元の定数配列


プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａ～ｃに関する解答群


ア Ｐ[Ｙ] ← ０ イ Ｐ[Ｙ] ← １ ウ Ｓ[Ｔ] ← Ｙ


エ Ｓ[Ｙ] ← Ｔ オ Ｙ ← Ｓ[Ｘ] カ Ｙ ← Ｓ[Ｙ]


キ Ｚ ← Ｄ[Ｙ]


ｄに関する解答群


ア Ⅹ ＞ ０ イ Ⅹ ≧ ０ ウ Ｗ[Ⅹ] ＞ ０ エ Ｗ[Ⅹ] ≧ ０


［プログラム］
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問080014問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


関数Radixconvは，Ｍ進数字列(２≦Ｍ≦１６)を，Ｎ進数字列(２≦Ｎ≦１６)に基数変換する


プログラムである。


(１)Ｍ進数字列は，文字であるＭ進数字だけで構成され，空白文字は含まない。１１～１６進数


の１０以上の数字には “Ａ”～“Ｆ”のアルファベットを用いる。，


(２)Radixconvは，Ｍ進数字列を整数値に変換した後，その整数値をＮ進数字列に変換する。Ｍ


進数字列を整数値に変換する関数はMToInt，整数値をＮ進数字列に変換する関数はIntToNで


ある。


(３)関数MToIntと関数IntToNでは，次の関数を利用すよ


① １文字の数字Ｐ(“０ “１ ，… “Ｆ”のいずれか)を整数値に変換する関数ToInt”， ” ，


② 整数値Ｑ(０≦Ｑ≦１５)を１文字の数字(“０ “１ ，… “Ｆ”のいずれか)に変換す”， ” ，


る関数ToStr


③ 文字列の長さを返す既定義の関数Length


④ 文字列の一部を取り出す既定義の関数Substr


(４)関数の引数と返却値の仕様を表１～５に示す。
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａに関する解答群


ア Rdx イ Val ウ Val × Rdx エ Val ÷ Rdx


ｂ～ｄに関する解答群


ア Quo ← Quo ÷ Rdx イ Quo ← Quo ÷ Rem


ウ Quo ← Rdx エ Quo ← Rem ÷ Rdx


オ Quo ← Val カ Rem ← Rdx


キ Rem ← Val ク Tmp ← ToStr(Quo) ＋ Tmp


ケ Tmp ← ToStr(Rem) ＋ Tmp


ｅに関する解答群


ア P ＜ code[Idx] イ P ＞ code[Idx]


ウ P ≦ code[Idx] エ P ≧ code[Idx]
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問080015問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１～３に答えよ。


〔プログラムの説明〕


副プログラムHeapSortは，配列に格納されている整数値をヒープソートで昇順に整列するプロ


グラムである。


(１) 整列するNum個(Num≧２)の整数値は，大域変数の配列Ａ[１]，Ａ[２]，…、Ａ[Num]に格


納されている。


(２) ヒープソートは，２分木を用いてデータを整列する。２分木を配列で表現するには，ある


節がＡ[ｉ]に対応するとき，その左側の子の節をＡ[２×ｉ]に，右側の子の節をＡ[２×ｉ


＋１]に対応させる。図では，丸が節を，丸中の数字が節の値を示し，実際に値が格納され


ている配列の要素を丸の脇に示している。


(３) ヒープとは，図のように，各節の値が自分の子の節の値以上になっている２分木である。


(４) 整列の手順は，次のとおりである。


① 配列Ａの中の，Ａ[１]，Ａ[２]，…，Ａ[Num]を整列対象とする。


② 整列対象の各要素が，(２)で述べたような２分木を表現しているものとして，要素の値を


入れ換えてヒープを作る。その結果，木の根(Ａ[１])には整列対象の要素の最大値が入る。


③ 木の根(Ａ[１])の値と，木の最後の節(整列対象の最後の要素に対応する節)の値とを交換


する。


④ 木の最後の節を２分木から取り除く(整列対象の要素を一つ減らす 。）


⑤ ④の結果が，木の根だけになるまで，②～④の処理を繰り返す。


(５) ヒープを作り直す手順は，次のとおりである。


① 木の根を親の節とする。


② 子の節がなければ終了する。


③ 二つの子の節のうち値が大きい方と親の節の値を比較し，親の節の方が小さいときは，値


を交換する。親の節の値が子の節の値以上のときは，何もしないで終了する。
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④ 値を交換した子の節を根とする部分木に対して，①～③の処理を繰り返す。


(６) 副プログラムの引数の仕様を表１～４に示す。


プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


ａに関する解答群


ア L ← Top イ L ← Top ＋ 1


ウ L ← Top × 2 エ L ← Top × 2 ＋ 1


ｂに関する解答群


ア L ≦ Last イ L ＜ Last


ウ R ≦ Last － 1 エ R ≦ Last － 2
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


図のヒープを用いて， [プログラムの説明]の(４)の③，④を１回だけ実行して，②が終了


したとき，最初Ａ[10]に入っていた値１２が格納されている配列要素の添字は ｃ であ


る。また，それまでに節の値を交換した回数は ｄ である。


解答群


ア ２ イ ３ ウ ４ エ ５ オ ６


カ ７ キ ８ ク ９


。設問３ 最初にヒープを作成する副プログラムInitHeapはMakeHeapを使って作ることができる


次のプログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア dx：１、 dx ≦ Last、２ イ dx：１、 dx ≦ Last÷２、１Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ


ウ dx：Last． dx ≧ １、－２ エ dx：Last÷２， dx ≧ １．－１Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
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問080016問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１～３に答えよ。


〔プログラムの説明〕


中置表記法による正しい数式を，スタックを用いて後置表記法に変換する副プログラム


toPostfix である。


(１) 例えば，中置表記法による数式４×(９＋３)は，toPostfix の処理の結果，後置表記法に


よる数式４９３＋×に変換される。


(２) 中置表記法によるここでの数式は，１けたの数字“０”～“９ ，演算子“＋ “－ ，” ”， ”


“× “÷”及び括弧“ “ ”の各要素からなる。各要素は表１に示す変換の優先度”， （”， ）


をもつ。ここで，数値が大きいほど優先度が高い。プログラムでは，各要素を文字として扱


い，文字型の配列Exptext に１要素ずつ格納している。また、表１に示す要素以外に，スタ


ックの底を示すスタック制御文字EOS を使用し，その優先度を－１とする。


(３) 変換結果の後置表記法の数式は，文字型の配列Postfix に１要素ずつ格納される。


(４) toPostfix は，スタックを初期化して，Exptext の先頭の要素から順番に次の①，②の処


理を繰り返し，Exptext の要素をすべて処理したら，スタックに残っているすべての数式の


要素を順に取り出してPostfix に格納する。


① Exptext[i]の優先度がスタックの先頭要素の優先度以下で，かつスタックの先頭要素が


“ ”でない間，スタックから要素を取り出してPostfix に格納する。（


② Exptext[i]が“ ”でなければ，Exptext[i]をスタックに積み “ ”であれば，スタック） ， ）


から要素を一つだけ取り出す。


(５) toPostfix の引数の仕様を，表２に示す。すべての配列の添字は，０から始まる。
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(６) toPostfix は，スタックを初期化する手続initStack，数式の要素をスタックに積む手続


push，スタックから取り出す関数pop， スタックの先頭要素の値を返却する関数top，及び


引数で指定された要素の優先度を返す関数getPriorityを使用する。initStack,push,pop,


top及びgetPriorityの仕様を表３に示す。
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


ａに関する解答群


ア i：0,i ＜ Textlen,1 イ i：0, i ≦ Textlen,1


ウ i：1,i ＜ Textlen,1 エ i：1, i ≦ Textlen,1


ｂに関する解答群


ア i ← i + 1 イ i ← i - 1


ウ k ← k + 1 エ k ← k - 1


ｃに関する解答群


ア sflag ＝ true イ sflag ＝ false


ウ work ＝ EOS エ work ≠ EOS


ｄに関する解答群


ア i イ i + 1 ウ i - 1


エ k オ k + 1 カ k - 1


Exptext の内容が次の数式のとき，プログラム中のαで示す箇所でのPostfix の内容設問２


として正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア ２４＋３ イ ２４＋３×５


ウ ２４＋３×５６× エ ２４＋３×５６×＋
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引数で指定された要素の優先度を返す関数getPriorityのプログラムを次に示す。プロ設問３


グラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア element ＝ elem[i] イ element ＝ elem[i - 1]


ウ element ＝ EOS エ element ＝ priority[i]


オ element ＝ priority[i - 1] カ element ≠ elem[i]


キ element ≠ elem[i - 1]
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問080017問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答えよ。


〔プログラム１の説明〕


関数CreateFileは，ディスクにファイルの領域を確保するプログラムである。


(１) ディスク上のファイルは，ファイル管理テーブル(以下，ＦＣＴという)とファイル割当テ


ーブル(以下，ＦＡＴという)で管理される。なお，ファイル名は一意である。


(２) ディスクは，クラスタと呼ばれる一定の大きさの領域に区切られる。クラスタには，１か


ら始まる番号が順に付けられている。ファイルは，１個以上のクラスタを使用する。複数の


クラスタを使用するファイルは，クラスタを連結リストとして使うので，必ずしも連続する


クラスタを使用するとは限らない。なお，クラスタの大きさは１,０２４バイトである。


(３) ＦＣＴは構造体の配列であり，構造体のメンバとその意味は次のとおりである。


構造体型：ＦＣＴ[１０００]{


文字型：Name, /* ファイル名 */


日時型：Cdate, /* 作成日時 */


整数型：Size, /* ファイルの大きさ */


整数型；ClstS /* 先頭クラスタの番号 */


}


例えば，第１０要素のメンバNameの参照は，FCT[10].Nameと表記する。


(４) ＦＡＴは，クラスタの使用状況を示す整数型の配列であり，クラスタの状態に応じて，次


に示す値が格納されている。


(５) ＦＣＴとＦＡＴは，ともに大域変数であり，配列の要素番号は１から始まる。


(６) ＦＣＴとＦＡＴの使用例を，次に示す。ここで，Nameの内容が空文字列の場合は，その配


列要素が未使用であることを示す。
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(７) 関数CreateFileがファイルの領域を確保する手順は，次のとおりである。


① ＦＡＴ内を先頭から順番に調べて，引数で指定されたファイルが格納できる必要最小限の


個数のクラスタを確保する。


② ＦＣＴ内を先頭から順番に調べて，未使用要素、(メンバＮａｍｅの内容が空文字列)に情


報を記録する。


③ ＦＡＴ内で必要なクラスタが確保できない場合や，ＦＣＴ内に未使用要素がない場合はエ


ラーとする。


(８) 関数CreateFileの引数と返却値の仕様を次に示す。


プログラム１中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


ａに関する解答群


ア FileSize ÷ CSIZE


イ FileSize ÷ CSIZE ＋１


ウ FileSize ÷ CSIZE －１


エ (FileSize ＋ CSIZE ＋１) ÷ CSIZE


オ (FileSize ＋ CSIZE －１) ÷ CSIZE
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ｂ～ｄに関する解答群


ア FAT[Idx] ← Idx イ FAT[Idx] ← Wk


ウ FAT[Idx] ← －１ エ FAT[Wk] ← Idx


オ FAT[Wk] ← Wk カ FAT[Wk] ← －１


キ Idx ← FAT[Idx] ク Idx ← FAT[Wk]


ケ Idx ← Wk


関数DeleteFileは，ファイルを削除するプログラムである。次のプログラム２中の設問２


に入れる正しい答えを，解ノ答群の中から選べ。ただし、 ｄ には設


問１の正しい答えが入っているものとする。


関数DeleteFileの引数と返却値の仕様を次に示す。


解答群


ア Idx ≦ CMAX


イ Idx ＞ CMAX


ウ Idx ≦ CMAX and FCT[Idx].Name ≠ FileName


エ Idx ≦ CMAX or FCT[Idx].Name ≠ FileName


オ Idx ＞ CMAX and FCT[Idx].Name ≠ FileName


カ Idx ＞ CMAX or FCT[Idx].Name ≠ FileName







- 4 -


・
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問080018問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答えよ。


〔プログラム１の説明〕


副プログラムTabspc1は，タブ文字を展開するプログラムである。


(１) Tabspc1は，文字型配列Srcを先頭から調べ，Src中のすべてのタブ文字をそれぞれ一つ以


（ ） ， 。 ，上の間隔文字 スペース に置換して 文字型配列Dstに格納する タブ文字以外の文字は


そのままDstに格納する。


(２) 文字型配列の各要素には，文字を１文字ずつ順に格納し，最後の文字の次の要素にはシス


テム定数であるEOSを格納する。なお，配列の添字は１から始まり，添字の値を文字位置と


呼ぶ。


， ，(３) Src中にタブ文字が出現した場合 次の文字が最も近い右のタブ位置に格納されるように


タブ文字を一つ以上の間隔文字に置換して，Dstに格納する。


ここで，タブ位置とは，引数で渡されるタブ間隔(≧２)を用いた次の式で計算される文字


位置である。


タブ位置＝タブ間隔×ｎ＋１（ｎ＝１，２，…）


(４) タブ間隔が４のときの実行例を図１に示す。


“ｊ”をDstのタブ位置である文字位置１３(＝４×３＋１)に格納したのでは，タブ文字


が間隔文字に置き換わらないので，最も近い右のタブ位置である文字位置１７(＝４×４＋


１)に格納する。


(５) Dstは十分に大きいものとする。


(６) 副プログラムTabspc1の引数の仕様を表１に示す。
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プログラム１中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


ａに関する解答群


ア Didx + 1 イ Didx - 1


ウ Didx + TabGap + 1 エ Didx + TabGap - 1


ｂ，ｃに関する解答群


ア Didx ← Didx + 1 イ Dst[Didx] ← Src[Sidx]


ウ Dst[Didx + 1] ← Src[Sidx] エ Dst[Didx］← Src[Sidx + 1]


プログラム１を改造して，タブ位置を任意の文字位置に指定できるようなプログラム設問２


２を作成した。ただし，タブ位置は２以上の値で，隣り合うタブ位置の間隔も２以上とす


る。タブ位置は引数で渡される整数型配列TabSetに昇順に格納され，最後のタブ位置が格


納された次の配列要素には－１が格納されている。


なお，最後のタブ位置以降にタブ文字が出現した場合は，一つの間隔文字に置換する。


図１と同じ動作をさせる場合のTabSetの内容を図２に，プログラム２に示す副プログラ


ムTabSpc2の引数の仕様を表２に示す。


プログラム２中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


ただし， ｂ ， ｃ には設問１の正しい答えが入っているものとする。
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ｄ，ｅに関する解答群


ア TabPos ← TabSet[Tidx]


イ TabPos ← TabSet[Tidx] + Didx


ウ TabPos ← TabSet[Tidx] - Didx


エ Tidx ← Didx + 1


オ Tidx ← TabPos + 1


カ Tidx ← Tidx + 1
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問080019問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１～３に答えよ。


〔プログラムの説明〕


整数型の１次元配列の要素Ａ[０]，…，Ａ[Ｎ](Ｎ＞０)を，挿入ソートで昇順に整列する副プ


ログラムInsertSortである。


（１）挿入ソートの手順は，次のとおりである。


① まず，Ａ[０]とＡ[１]を整列し，次にＡ[０]からＡ[２]までを整列し，その次にＡ[０]か


らＡ[３]までというように，整列する区間の要素を一つずつ増やしていき，最終的にＡ[０]


からＡ[Ｎ]までを整列する。


② 整列する区間がＡ[０]からＡ[Ｍ](１≦Ｍ≦Ｎ)までのとき，Ａ[Ｍ]を既に整列された列Ａ


[０]，…，Ａ[Ｍ－１]中の適切な位置に挿入する。その手順は次のとおりである。


（ａ）Ａ[Ｍ]の値を，作業領域Tmpに格納する。


（ｂ）Ａ[Ｍ－１]からＡ[０]に向かってTmpと比較し，Tmpよりも大きな値を順次隣(要素番


号の大きい方)に移動する。


（ｃ （ｂ）で最後に移動した値の入っていた配列要素にTmpの内容を格納する （ｂ）で移） 。


動がなかった場合にはＡ[Ｍ]に格納する。


（２）副プログラムInsertSortの引数の仕様を表に示す。
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


ａに関する解答群


ア Idx1 イ Idx1 + 1 ウ Idx1 - 1


ｂ，ｃに関する解答群


ア Ａ[Idx2] ← Ａ[Idx2 + 1] イ Ａ[Idx2] ← Ａ[Idx2 - 1]


ウ Ａ[Idx2] ← Tmp エ Ａ[Idx2 + 1] ← Ａ[Idx2]


オ Ａ[Idx2 + 1] ← Tmp カ Ａ[Idx2 - 1] ← Ａ[Idx2]


キ Ａ[Idx2 - 1] ← Tmp


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


１次元配列Ａ[]の内容例を図に示す。


プログラム中のβの行が実行される回数は，図の例１では ｄ 回，例２では ｅ


回となる。


また，プログラム中のαの条件式をＡ[Idx2]≧Tmpとした場合，例３のように配列要素の中に


同じ値が複数含まれるときには ｆ 。


ｄ，ｅに関する解答群


ア ２ イ ３ ウ ４


エ １９ オ ２０ カ ２１


ｆに関する解答群


ア 整列が正しく行われなくなる


イ 整列は正しく行われ，元の条件式の場合と比べて実行ステップ数は多くなる


ウ 整列は正しく行われ，元の条件式の場合と比べて実行ステップ数は変わらない


エ 整列は正しく行われ元の条件式の場合と比べて実行ステップ数は少なくなる
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問３


ｎ個のランダムなデータを整列する場合，挿入ソートの計算量はＯ(ｎ )，クィックソートの２


平均的な計算量はＯ(ｎlog ｎ)なので，ｎの値が大きくなるとクィックソートの計算量の方が総２


じて小さくなる。


InsertSortのほかに，クイックソートで昇順に整列する副プログラムQuickSortを作成し，ラ


ンダムな１,０００個のデータを何組か用意して，それぞれの組に対してInsertSortとQuickSort


の実行時間を測定したところ，QuickSortの平均実行時間がInsertSortの１／１０であった。こ


の結果を基にして，１,０００,０００個のデータを整列したときの平均的な実行時間を計算する


と，QuickSortがInsertSortの約１／ ｇ と推定できる。ここで，log １０００≒１０，２


log １００００００≒２０とする。２


解答群


ア ５００ イ １,０００ ウ ５,０００


エ １０,０００ オ ５０,０００ カ ５００,０００
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問080020問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答えよ。


〔プログラムの説明〕


スタックを使って，実数値を１０進数字列(文字列)に変換する副プログラムFloatFormatであ


る。


（１）FloatFormatは，実数Floatの値を１０進数字列に変換し，その先頭の数字から順に１文字


ずつ文字型配列Out[]に格納する。


（２）小数点以下は，引数Num(Num≧１)で指定されたけた数までを格納する。


（３）FloatFormatの引数の仕様を表に示す。


（４）実数Floatの値を１０進数字列に変換する手順は，次のとおりである。


① Floatの値が負の場合は，負符号を表す“－”をOut[]に格納し，Floatの値を正数に変換


する。


， ， ， 。② 整数部を １の位から上位に向かって １けたずつ１０進数字に変換し スタックに積む


③ スタックに積み終わったら，スタックに積んだ文字を順番に取り出してOut[]に格納する


ことによって，整数部の１０進数字を正しい順番に並べ替える。


④ 整数部が０の場合は“０”をOut[]に格納する。


⑤ 小数点を表す“ ”をOut[]に格納する。．
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⑥ 小数部を，小数第１位から第Num位まで，１けたずつ１０進数字に変換し，Out[]に格納す


る。


（５）push()はスタックに１文字を積む関数，Pop()はスタックから１文字を取り出す関数であ


る。Int()は小数点以下を切り捨てる関数である。


（ ） ， 。 ，６ 配列の添字は０から始まり 文字型配列Out[]の要素数は十分に大きいものとする また


プログラム中の各演算であふれは発生しないものとする。


（７）FloatFormatの変換例を図に示す。


プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


ａに関する解答群


ア Fint - 10


イ Fint - Fint ÷ 10


ウ Fint - (Fint ÷ 10) × 10


エ Fint ÷ 10


オ (Fint ÷ 10) × 10


ｂに関する解答群


ア L = 0


イ L = 0 or Out[0] = "-"


ウ L = 0 or (L = 1 and Out[0] = "-"）


エ L = 1


オ L = 1 and Out[0] = "-"


ｃ，ｄに関する解答群


ア Fdec - Int(Fdec)


イ Fdec - Int(Fdec × 10)


ウ Fdec - Int(Fdec ÷ 10)


エ Fdec × 10


オ Fdec ÷ 10


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


Float = -0.012，Num = 2としてFloatFormatを呼び出した場合，プログラム中のαの部分は


ｅ 回実行され、βの部分は ｆ 回実行される。


解答群


ア ０ イ １ ウ ２ エ ３ オ ４
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問080021問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答えよ。


〔プログラムの説明〕


長さがTextlenの文字列SourceTextの中で，長さがPatlenの文字列Patternと一致する部分の文


字列(以下，部分文字列という)の出現回数を数える関数MatchCounterである。


ここで，０＜patlen≦Textlenである。


(１) MatchCounterの処理手順は，次のとおりである。


① 一致する部分文字列の出現回数を数える変数Counterの値を０に初期化する。


② SourceTextの比較開始位置を先頭から順に１文字ずつ後ろにずらしながら，その比較開始


位置から始まる長さPatlenの文字列とPatternが一致するかどうかを調べ，一致したら出現


回数Counterの値に１を加算する。


③ Counterの値を返す。


(２) MatchCounterの引数と返却値の仕様を表に示す。文字列は文字型配列の各要素に１文字ず


つ格納されている。また，各配列の添字は０から始まる。


プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


ａに関する解答群


ア i + patlen ≦ Textlen イ i + patlen ＜ Textlen


ウ i + Textlen ≦ patlen エ i + Textlen ＜ patlen


ｂに関する解答群


ア SourceText[i] ＝ Pattern[k]


イ SourceText[j] ＝ Pattern[k]


ウ SourceText[k] ＝ Pattern[i]


エ SourceText[k] ＝ Pattern[j]
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Patternと一致した部分文字列は以降の検索対象から外すように，このプログラムを変設問２


更する。


例えば，SourceTextとPatternが図に示す文字列であるとき，プログラムでは，比較開


始位置を①，②，③，…と移動して，一致する部分文字列の出現回数を求めるので，下線


の部分文字列と二重下線の部分文字列がともに数えられる。これに対して，一致した部分


文字列を検索対象から外す場合は，比較開始位置を①，②，③，…と移動するので，二重


下線の部分文字列は数えられない。
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このとき，プログラム中のα部分の変更内容として正しい答えを，解答群の中から選べ。








- 1 -


問080022問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答えよ。


〔プログラムの説明〕


(１) リストを作成するのに用いる副プログラムMakeListと，作成したリストを逐次探索する関


数OrganizingSearchである。Organizingsearchは，見つかった要素がリストの先頭にくるよ


うに要素を並べ替える。


(２) リストは構造体の配列で表現する。構造体の定義は，次のとおりである。


ここで，Listは大域変数であり，配列の添字は０から始まる。添字がｎの要素List[ｎ]の


NextとValueは，それぞれList[ｎ].Next、List[ｎ].Valueで表す。


(３) 副プログラムMakeListは，１回の呼出しで，引数の文字列を値とする要素を作成し，リス


トの最後に追加する。MakeListは探索対象のリストが完成するまで続けて呼び出される。整


数型の大域変数Listsizeには，作成したリストの要素数を格納する。リストの要素は，List


[０]から，List[Listsize - 1]に格納する。


リストに登録する要素の個数は，配列の大きさ以下とする。また，リストの先頭の要素が


格納されている配列Listの添字は，整数型の大域変数Firstに格納する。Firstの初期値は-1


とする。リストが空の状態から，MakeListの引数として'cpu','ram','dos','vpn','dvd'を


順に与えて作成したリストの例を図１に示す。


(４) 副プログラムMakeListの引数の仕様を表１に示す。
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(５) 関数organizingsearchは，リストの先頭から引数で与えられた文字列を探索し，文字列が


見つかれば，見つかった要素がリストの先頭になるようにリストの要素を並べ替え，見つか


った要素が格納されている配列Listの添字を返却する。見つからなければ－1を返却する。


図１のリストの例で，文字列'dos'を見つけた直後のリストの状態を図２に示す．この例で


は， organizingSearchの返却値は２となる。


(６) 関数organizingsearchの引数と返却値の仕様を表2に示す。


プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


ａに関する解答群


ア First イ First + 1 ウ First - 1


エ Listsize オ Listsize + 1 カ Listsize - 1


ｂ～ｄに関する解答群


ア Current イ First


ウ List[current].Next エ List[First].Next


オ List[Temp].Next カ Temp
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図３に示すリストに対して，文字列'cgi’,'cpu’,'dos'の順に探索した場合，プログ設問２


ラム中のαの部分が実行された直後のList[Temp].Valueの値を順に並べたものとして正し


い答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア cgi， cpu， usb


イ usb， egi， cpu


ウ usb， cgi， usb， cgi， cpu， usb， cgi， cpu， dos


エ usb， cgi， usb， cpu， cgi


オ usb， cgi， usb， cpu， cgi， usb


カ usb， usb， cgi， usb， cgi， cpu
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問080023問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


文字型の１次元配列Strに格納されている文字列を，整形して出力する副プログラムPrintOut


である。


（１）文字列は，英数字，記号及び改行文字で構成される。


（２）文字列は，文字型の１次元配列の各要素に１文字ずつ格納され，文字列の最後の要素の次


の要素には，システム定数EOS が格納されている。


（３）PrintOutの仕様は，次のとおりである。出力結果の例を図に，引数の仕様を表１に示す。


① 指定した文字数(引数Margin)だけ，左側に余白を設ける。


② 指定した１行の最大文字数(引数MaxC)で改行する。


③ 指定した１ページの最大行数(引数MaxL)で改ページする。


（４）PrintOutは，次の副プログラム及びシステム関数を用いる。各副プログラム及びシステム


関数の引数の仕様を表２～４に示す。


① 副プログラムGetPosition：文字列の指定した位置から行末となる文字位置を探索し，そ


の位置を引数EndPに返す。行末の条件は，EOSが見つかったとき，改行文字が見つかったと


き，又はMaxC＋１文字に達したときのいずれかである。


② 副プログラムPutLine：指定された文字列を出力し，最後に改行を行う。


③ システム関数PutChr：指定された１文字を出力する。PutChr(NL)で印字位置は次の行の左


端に移動し，PutChr(FF)で印字位置は次ページの左上端に移動する。ここで，NLは改行文字


を，FFは改ページ文字を表すシステム定数である。


（５）配列の添字は０から始まる。
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プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問


ａに関する解答群


ア CurrentP： 0， CurrentP ＜ MaxC， 1


イ CurrentP： 0． StartP ＜ EndP, 1


ウ CurrentP： Margin, CurrentP ＜ MaxC， 1


エ CurrentP： Margin，StartP ＜ EndP， 1


ｂに関する解答群


ア Str[StartP] ＝ EOS イ Str[StartP] ＝ NL


ウ Str[Startp] ≠ EOS エ Str[StartP] ≠ NL


ｃに関する解答群


ア EndP ＜ (StartP ＋ MaxC) イ EndP ＜ MaxC


ウ StartP ＜ (EndP ＋ MaxC) エ StartP ＜ MaxC


ｄに関する解答群


ア CurrentP： 0， Line[CurrentP] ＝ EOS， 1


イ CurrentP： 0， Line[CurrentP] ＝ NL， 1


ウ CurrentP： 0， Line[CurrentP] ≠ EOS， 1


エ CurrentP： 0， Line[CurrentP] ≠ NL， 1
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問080024問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで、設問に答えよ。


〔プログラムの説明〕


６４(８×８)画素からなる表示領域がある。この表示領域中の一つの画素を指定して、その画


素を含む同じ色の領域を、指定した色で塗り替えるプログラムである。


ある一つの画素について、その画素の上下左右の４方向に隣接した画素の中に同じ色のものが


あれば、それらの画素は同じ色の領域内にあるものと判定する。このようにして領域内にあると


判定された隣接する各画素について、同様の判定を繰り返し、指定した色で塗り替えていく。


（ ） 。 、１ 大きさ１０×１０の２次元配列Image(各添字の範囲は０～９)を用意する 各画素の色は


配列Imageの一部(各添字の範囲は１～８)に保持する。


（２）色は、 の３色で、それぞれを値１、２、３で表す。


（３）塗り替えたい領域中の開始点を示す一つの画素を、変数VSとHSで指定する。VSとHSは、そ


の画素に対応する配列Imageの要素の縦と横方向の添字である。


（４）塗り替えたい色を、変数NCで指定する。


（５）プログラムは、Image[VS,HS]から現在の画素の色を取得し、その画素を含む同じ色の領域


を、色NCで塗り替える。


（６）大域変数Image、NC、VS、HSには、正しい値が設定されているものとする。


（７）配列VPos、HPosの添字は、１から始まる。


（ ） 、 、 、 、 、８ 図１は VS＝５ HS＝３として Image[５ ３]を塗り替えたい領域内の開始点に指定し


NC＝１として、塗り替える色を に指定した場合の、プログラムの実行例である。


次の記述中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。設問


このプログラムに関する先輩技術者(以下、先輩という)と新人技術者(以下、新人という)の会


話である。


先輩：プログラムの動作を理解するには、処理の流れを追跡してみることが大切です。まず、画


、 、素の色がどのような順序で塗り替えられていくか 図１のデータが与えられたものとして


最初の五つが塗り替えられる順序を１、２、…、５で示してみてください。
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新人：はい。追跡してみます。結果は、 ａ のようになりました。


先輩：そうですね。では、プログラムを検討していきましょう。まず、元の画素数は８×８です


が、配列Imageの大きさは１０×１０で、行番号１５～２３で最外周の配列要素に値０を


設定しています。これは何のための処理でしょうか。


新人：はい、 ｂ からです。しかし、表示領域の要素数６４に対して、３２の配列要素に


値を設定するのは、随分無駄な処理のように思えます。


先輩：では，一般にｍ×ｎ画素からなる表示領域を考えたとき、行番号１５～２３で値を設定す


る要素数は、どういう式で表せますか。


、 。 、 、新人：はい ｃ となります ということは 表示領域の画素数ｍ×ｎが大きくなるほど


この要素数は相対的に小さくなっていくのですね。


先輩：次に、最外周の配列要素に設定する値について考えてみましょう。行番号１５では、変数


Wallに値０を設定しています。与えられた仕様では、画素の色を表す値は１～３の範囲だ


からこれでよいのですが、もしも、符号なし８ビットで表せる値０～２５５がすべて色の


指定に使えるとした場合、行番号１５をどう変更したらよいですか。例を一つ挙げてみて


ください。


新人：行番号１５を ｄ と変更するのも一つの方法です。


先輩：次は、行番号１２～１４について考えてみます。これは何の処理ですか。


新人：現在の色と同じ色で塗り替えようとしているなら、以降の処理をせずに呼出し元に戻りま


す。塗り替えても、結局元どおりなので無駄ですから。


先輩：それも理由の一つではあるけれど。では、このプログラムから行番号１２～１４を取り去


ってみましょう。そして、図２の①～③に示す、１画素、２画素、３画素からなる三つの


白色の領域の例について、同じ色で塗り替えようとした場合のプログラムの動作を追跡し


てみてください。変数VS、HSには、太枠で示した画素を指定するものとします。


新人：では、追跡してみます。結果は、次の表のとおりです。この結果から、行番号１２～１４


は省略できない必要な処理であることが分かりました。
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ｂに関する解答群


ア これらの要素が参照されることはないが、添字から表示領域内かどうかが分かる


イ これらの要素も色NCでの塗替えの対象とすることで、処理を簡素化できる


ウ 配列Imageの各添字の範囲チェックを省略できる


エ 配列VPosとHPosの各添字の範囲チェックを省略できる


ｃに関する解答群


ア ２(ｍ＋１)(ｎ＋１) イ ２(ｍ＋ｎ)


ウ ２(ｍ＋ｎ＋２) エ ２(ｍ＋ｎ－２)


ｄに関する解答群


ア ・Wall ← CC イ ・Wall ← NC


ウ ・Wall ← ２５６－ CC エ ・Wall ← ２５５－ NC


ｅ，ｆに関する解答群


ア 仕様どおりに同じ色で塗り替えて正しく終了する。


イ 塗替えは一度も実行せずに終了する。


ウ 塗り替えるべき領域に含まれない周辺の画素まで塗り替えて終了する。


エ 変数Moreの値が増加していき配列の添字の上限を超える。


オ 変数Moreの値は一定値以下であるが処理が無限にループする。
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問080025問題
次のアルゴリズムの説明及びプログラムを読んで，設問に答えよ。


方程式の解の一つを求めるアルゴリズムである。任意に定めた解の予測値から始めて，計算を


繰り返しながらその値を真の値に近づけていく。この方法は，ニュートン法と呼ばれる。


〔アルゴリズム１の説明〕


３次方程式ａ ｘ ＋ａ ｘ ＋ａ ｘ＋ａ ＝０の解の一つを，次の手順で求める。３ ２ １ ０
３ ２


（１）解の予測値ｘ，係数ａ ，ａ ，ａ ，ａ を読み込む。３ ２ １ ０


（２）３×ａ の値をｂ に，２×ａ の値をｂ に，１×ａ の値をｂ に，それぞれ求める。３ ２ ２ １ １ ０


（３）次の①～④の処理を一定の回数繰り返す。


① ａ ｘ ＋ａ ｘ ＋ａ ｘ＋ａ の値を求め，これをｆとする。３ ２ １ ０
３ ２


② ｂ ｘ ＋ｂ ｘ＋ｂ の値を求め，これをｄとする。２ １ ０
２


③ ｘ、ｆ、ｄの値を印字する。


④ ｘ－ の値(解の一つにより近い値となる)を求め，これを新たなｘとする。


プログラム１は，このアルゴリズム１を実装したものである。


〔アルゴリズム２の説明〕


アルゴリズム１を一般化して，ｎ次方程式ａ ｘ ＋ａ ｘ ＋…＋ａ ｘ＋ａ ＝０の解の一ｎ ｎ－１ １ ０
ｎ ｎ－１


つを，次の手順で求める。


なお，方程式によっては解が求められない場合がある。


（１）次数ｎ，解の予測値ｘ，係数ａ ，ａ ，…，ａ ，ａ を読み込む。ｎ ｎ－１ １ ０


（２）ｎ×ａ の値をｂ に，(ｎ－１)×ａ の値をｂ に，…，２×ａ の値をｂ に，１×ｎ ｎ－１ ｎ－１ ｎ－２ ２ １


ａ の値をｂ に，それぞれ求める。１ ０


（３）次の①～④の処理を一定の回数繰り返す。


① ａ ｘ ＋ａ ｘ ＋…＋ａ ｘ＋ａ の値を求め，これをｆとする。ｎ ｎ－１ １ ０
ｎ ｎ－１


② ｂ ｘ ＋ｂ ｘ ＋…＋ｂ ｘ＋ｂ の値を求め，これをｄとする。ｎ－１ ｎ－２ １ ０
ｎ－１ ｎ－２


③ ｘ、ｆ、ｄの値を印字する。


④ ｘ－ の値(解の一つにより近い値となる)を求め，これを新たなｘとする。


プログラム２は，このアルゴリズム２を実装したものである。


ｆ


ｄ


ｆ


ｄ
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中ふら選べ。設問


（１）解の予測値ｘ＝２.５，係数ａ ＝１，ａ ＝－３，ａ ＝－１，ａ ＝３を与えて，３次方３ ２ １ ０


程式ｘ －３ｘ －ｘ＋３＝０の解の一つを求める(解は３，１，－１)。プログラム１をある３ ２


処理系で実行した結果，図１に示すとおり解の一つであるｘ＝３が近似的に得られた。


この印字結果の行番号６，７のｘの値(網掛けの部分)はいずれも3.000000である。行番号


６，７を印字した時点で変数ｘに保持されていた実際の値をそれぞれｘ ，ｘ で表すと，６ ７


ａ 。


なお，この処理系では，実数型は２進数の浮動小数点形式であって，有効けた数は１０進


数で十数けた程度であることが分かっている。


（ ） ， ， ， ， ， ，２ プログラム２では 係数ａ (ｋ：ｎ ｎ－１ … １ ０)の値を配列ａの要素ａ[ｋ]にｋ


ｂ (ｋ：ｎ－１，ｎ－２，…，１，０)の値を配列ｂの要素ｂ[ｋ]に，それぞれ図２のようｋ


に格納している。


プログラム２の行番号９～１１は，アルゴリズム２の手順(２)の処理である。この部分の


プログラムは，次のようになる。
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また，行番号１３～１８は，アルゴリズム２の手順(３)の①と②の処理である。プログラ


ム１では，例えばｆの値ａ ｘ ＋ａ ｘ ＋ａ ｘ＋ａ を求める式を，３ ２ １ ０
３ ２


ｆ←((ａ３×ｘ＋ａ２)×ｘ＋ａ１)×ｘ＋ａ０


と変形して，演算回数を減らす工夫をしている。この部分にも同様の工夫をすると，プログ


ラムは次のようになる。


（３）次数ｎ＝４，係数ａ ＝１，ａ ＝－８，ａ ＝２４，ａ ＝－３２，ａ ＝１６として，４４ ３ ２ １ ０


次方程式ｘ －８ｘ ＋２４ｘ －３２ｘ＋１６＝０の解を求める(４個の解がすべて２)。解４ ３ ２


の予測値をｘ＝2.00001として，ある処理系でプログラム２を実行したところ，図３に示す


とおりの印字結果となうた。


この印字結果の行番号２では，ｘの値(網掛けの部分)が解である２から遠ざかってしまっ


ている。その原因を調べるため，ｆを求める式に実際の数値を当てはめて，


として，(Ａ)の部分の中間結果を印字するプログラムを作り，同じ処理系で実行した。印字


， 。結果は-16.00000であり 正確な値-15.99999999999999999999と有効数字７けたで一致した


しかし，行番号１で印字されたｆの値は，正確な値である１０ (印字の表記では1.000000－２０


(－２０))とは異なっている。


これらのことから判断して (Ａ)の部分では演算の過程で ｅ が徐々に累積し (Ａ)， ，


の計算結果に１６.０を加算するときに，けた落ちが発生したと考えられる。


３
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ａに関する解答群


ア ｘ ＝ｘ である６ ７


イ ｘ ≠ｘ である６ ７


ウ ｘ ＝ｘ ともｘ ≠ｘ ともいえない６ ７ ６ ７


ｂに関する解答群


ア ｂ[ｋ－１]←(ｋ－１)×ａ[ｋ]


イ ｂ[ｋ－１]←ｋ×ａ[ｋ]


ウ ｂ[ｋ]←ｋ×ａ[ｋ＋１]


エ ｂ[ｋ]←(ｋ＋１)×ａ[ｋ＋１]


ｃ，ｄに関する解答群


ア ｂ[ｋ－１] イ ｂ[ｋ]


ウ ｂ[ｋ＋１] エ ｂ[ｎ－１]


オ ｂ[ｎ－１]×ｘ カ ｂ[ｎ－１]×ｘ＋ｂ[ｎ－２]


ｅに関する解答群


ア けたあふれ イ けた落ち


ウ 指数下位けたあふれ エ 丸め誤差
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問080026問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１～３に答えよ。


〔プログラムの説明〕


プログラムSortは配列に格納された整数値のデータを再帰的に分割し，分割したデータの値の


大小を比較しながら併合していくことでデータを昇順に整列するプログラムである。Sortは併合


に副プログラムMergeを使用する。


（１）num個（num≧１）のデータを配列listに格納してSortを呼び出すと，整列された結果が配


列listに返却される。


（２）Sortでは，次の手順で配列listに格納された整数値のデータを整列する。


① 配列listに格納されているデータを，先頭からnum÷２個と残りnum－num÷２個とに分割


して，二つの配列slist1とslist2に格納し，それぞれの配列に対して再帰的にSortを呼び出


す。ここで，配列slist1とslist2の大きさは省略されているが，必要な領域は確保されてい


。 ， 。る この再帰的な呼出しは 引数で渡される配列listのデータの個数が１になると終了する


② Mergeを使用し，二つの配列slist1とslist2を併合して一つの配列listにする。


（３）Mergeでは，次の手順で，整列済の二つの配列slist1とslist2を併合し，整列した一つの


配列listを作成する。


① 配列slist1又はslist2のどちらか一方の要素がなくなるまで，次の②を繰り返す。


② 配列slist1とslist2の要素を順に比較して，小さい方から順に配列listに格納する。


③ 配列slist1又はslist2の残った要素を配列1istに追加する。


（４）SortとMergeの引数の仕様を表１，２に示す。配列の添字は０から始まる。
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次のデータを例にして，整列処理の流れを図に示す。


配列listのデータ：５，７，４，２，３，８，１


プログラム中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


ａに関する解答群


ア num ≧ 0 イ num ≧ 1


ウ num ＞ 1 エ num ＞ 2


ｂに関する解答群


ア list[i] イ list[num + i]


ウ list[num1 + i] エ list[num2 + i]


ｃに関する解答群


ア (i ＜ num1) and (j ＜ num2)


イ (i ＜ num1) or (j ＜ num2)


ウ (j ＜ num1) and (i ＜ num2)


エ (j ＜ num1) or (i ＜ num2)


オ (i + j) ＜ (num1 + num2)


カ (i + j) ≦ (num1 + num2)


キ (i + j) ＞ (num1 + num2)


ク (i + j) ≧ (num1 + num2)
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最初に与えられた配列listのデータが次の場合，プログラムSortのαにおける配列lis設問２


tの内容の移り変わりとして正しい答えを，解答群の中から選べ。


配列listのデータ 3，8，2，7，5，1


なお，解答群の"→"は，内容が左から右へ移り変わっていくことを示している。


解答群


ア 2 → 3 → 2,3 → 2,3,8 → 1 → 5 → 1,5 → 1,5,7 → 1,2,3,5,7,8


イ 3 → 8 → 3,8 → 2,3,8 → 7 → 5 → 7,5 → 1,5,7 → 1,2,3,5,7,8


ウ 2,8 → 2,3,8 → 1,5 → 1,5,7 → 1,2,3,5,7,8


エ 3,8 → 2,3,8 → 7,5 → 1,5,7 → 1,2,3,5,7,8


オ 2,3,8 → 1,5,7 → 1,2,3,5,7,8


カ 3,8,2 → 7,5,1 → 1,2,3,5,7,8


副プログラムMergeのβ部分と同じ結果を得る処理として正しい答えを，解答群の中か設問３


ら選べ。
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問080027問題
次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問１，２に答えよ。


プログラム１及びプログラム２は，いずれも二つの整数Ｍ，Ｎを受け取り，その積Ｍ×Ｎの値


を返す。積は，加減算とシフト演算を使って求める。Ｍ，Ｎ及び求めた積は，いずれも符号付き


２進数の整数で，負数は２の補数で表現する。


〔プログラム１の説明〕


プログラム１が受け取るＭ，Ｎは，いずれも４ビットで，各値の範囲は－８～７である。求め


た積Ｍ×Ｎは，８ビットで返す。ただし，プログラム１中では，Ｍを５ビットに，Ｎを８ビット


に拡張して処理を行う。


Ｒは１３ビットの作業用変数であり，最下位から順にビット番号を０，１，…とし，最上位(符


号ビット)のビット番号を１２とする。Ｒは，指定した一部の範囲(例えば，ビット番号１２～８


の上位５ビット)だけを符号付き２進数とみなして部分的な算術演算ができる。また，値の検査の


ために指定したビット番号の内容を取り出すこともできる。


なお，⑥の行の加算では，けたあふれが起きても無視する。


Ｎ＝３として，Ｍ＝５とＭ＝－５の場合の処理過程を，それぞれ図１，２に示す。図１，２中


の記号①～⑧は，プログラム１の①～⑧の行の処理と対応している。


〔プログラム２の説明〕


プログラム２が受け取るＭ，Ｎは，いずれも４ビットで，各値の範囲は－８～７である。求め


た積Ｍ×Ｎは，８ビットで返す。ただし，プログラム２中では，Ｍを５ビットに拡張して処理を


行う。


Ｒは１０ビットの作業用変数であり，最下位から順にビット番号を０，１，…とし，最上位(符


号ビット)のビット番号を９とする。Ｒは，指定した一部の範囲(例えば，ビット番号９～５の上


位５ビット)だけを符号付き２進数とみなして部分的な算術演算ができる。また，値の検査のため


に指定したビット番号の内容を取り出すこともできる。
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なお，⑤の行の加算及び⑦の行の減算では，けたあふれが起きても無視する。


Ｍ＝－５，Ｎ＝３の場合の処理過程を図３に示す。図３中の記号①～⑨は，プログラム２の①


～⑨の行の処理と対応している。
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図２及び図３中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


（ ） ， 。１ プログラム１の③の行では 積を求めるためのＲの下位８ビットにＮの値を設定している


それは，効率を考えて ｄ ためである。


（２）プログラム２はプログラム１と比べて，加減算の回数が少なくて済む場合がある。特に効


果があるのはＮ＜０のときで，このとき，プログラム１では，⑥の行の加算は最低でも


ｅ 回実行されるが，プログラム２では，⑤の行の加算と⑦の行の減算との合計は最高で


も ｆ 回で済む。


（３）プログラム１では，Ｎのビットが１の位置で加算をするので，例えばＮ＝７(２進数で０１


１１)なら，加算が３回必要である。一方，プログラム２では，Ｎの各ビットを最下位から順


に調べ，１が現れたけた位置では減算をし，次に１の並びが途切れて０が現れたけた位置で


は加算をする，という処理を繰り返す。


例えばＮ＝７(２進数で０１１１)の場合、Ｍ×７をＭ× ｇ として計算をするので，


２進数での加減算の回数が２回で済む。


ｄに関する解答群


ア 与えられたＭの値が１のとき，ループ内の加算処理の実行回数を０にできる


イ 与えられたＮの値が１のとき，ループ内の加算処理の実行回数を０にできる


ウ 中間結果のシフトとＮのビットの順次取出しを，１回のシフトで済ませる


エ 中間結果のシフトによって，与えられたＮの値の符号検査をなくせる


ｅ，ｆに関する解答群


ア １ イ ２ ウ ３


エ ４ オ ５ カ６


ｇに関する解答群


０ ３ ０ ４ア －２ ＋２ イ －２ ＋２


１ ３ １ ４ウ －２ ＋２ エ －２ ＋２





